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人は常に析しいものを欲求してゐるが、 これは精神の糧ごして泊に嘗然な

こミで、殊に建築家が新しし、建築に関』ひを有って、 これが研究消化に努むる

こごも亦極めて首然であって、それ故にその使命が完墜さる〉のである。

1929- - 1930 雨年度に 亘 りて欧米諸図 で建築され た多 くの 事務所、銀行、 官

街、墜校、公舎堂、国書館、教舎堂、住宅、工場等の中で尖端的な最新建築

を紹介したのが本書である。大鵠に於て建築の最近潮流、傾向なりが本書に

嫁って一目瞭然 fこるわけである。向撃の撃生諸君、建築家及一般同好者諸氏

にごって絶好の参考書なりご信じます。

. 耀 裁 四 六 版 1 0 0 頁

上質全 7 一村氏

潟 員 版 5 0 0 徐 定 債 5 0 銭 干 10銭 .

問日本建築協曾賛行| ニ23LZ:|貰捌afzzz
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援

仰

は

行

委

員

小

川

陽

吉

氏

外

十

六

名

は

京

阪

泡

銭

側

東

西

本

、

大

北

の

三

氏

新

報

一

位

側

小

樹

氏

等

の

案

内

に

よ

り

展

覧

舎

内

切

の

官

地

的

査

を

行

ひ

た

り

同

日

香

聞
十

一
悪

美

須

抽

聞

に

於

て

最

後

の

準

備

委

員

舎

を

聞

き

主

記

小

川

陽

士

口

氏

よ

り

本

日

迄

の

経

泌

を

報

告

し

引

綴

き

第

一

川

の

賀

行

委

員

舎

を

聞

き

協

織

す

倫

幹

事

長

一

名

幹

事

二

名

を

役

禁

選

患

に

よ

り

左

の

泊

逃

走

せ

り

幹

事

長

小

川

安

一

郎

氏

幹

事

今

林

彦

太

郎

氏

同

徳

政

令

脊

氏

六

月

二

日

第

二

凶

賀

行

後

員

舎

を

聞

き

住

宅

出

品

勧

誘

方

仲

間

決

初

誘

先

、

分

科

合

設

位

等

に

付

協

議

せ

り

同

/、

仁l

第

一
一

一
川

η
行

委

員

舎

を

聞

き

各

委

員

の

出

品

勧

誘

先

分

役

、

出

品

者

の

合

u

合

得

に

付

協

定

し

た

り

知

内

閲

抑

川

行

委

口

合

を

川
聞

き

出

品

同

十

一一
一

日

月中貨 安

氏 氏 氏
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日

大

阪

ホ

テ

ル

に

於

て

大

阪

時

事

新

報

枇

主

催

と

し

て

出

品

者

及

京

阪

危

鎖

、

本

協

舎

の

展

覧

合

側

係

者

の

招

待

舎

を

催

し

援

総

及

出

品

に

附

す

る

打

合

舎

を

聞

き

た

り

八

月

二

十

日

懸

賞

佐

川

℃

投

引

開

業

税

査

舎

を

山

川

交

枇

に

於

て

開

催

す

一
J

S

月

一

日

同

二

十

二

日

懸

賞

位

也

設

計

附

案

恭

査

舎

を

一

引

制

刷

き

開

悩

す

一

同

同

勧

誘

結

果

報

告

あ

9

て

出

品

者

沼

待

品

目

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

件

、

-
住

宅

資

却

に

付

査

定

委

員

合

段

位

の

件

等

協

定

し

た

り

十

三

日

住

宅

出

品

関

係

者

招

待

合

を

側

き

出

席

者

五

十

六

名

あ

り

て

出

品

勧

誘

践

に

出

品

決

定

を

な

し

何

出

品

者

と

続

々

打

合

せ

を

な

す

同

二

十

六

日

第

五

M

-w
A
行

委

員

舎

を

聞

き

左

の

事

項

を

協

議

す

し

出

品

住

宅

の

殺

計

開

案

の

調

査

方

法

の

件

Z

地

鎮

祭

執

行

の

件

急

出

口

川

者

に

封

し

附

崎

明

工

事

其

他

に

付

注

意

事

項

を

沼

信

す

る

の

ル

γ

4

.

工

事

中

貨

行

委

員

の

出

場

す

る

の

件

七

月

十

一

日

合

場

敷

地

に

於

て

地

鎮

祭

を

執

行

し

大

阪

府

知

事

代

刻

、

大

阪

市

長

代

瑚

其

他

多

数

の

衆

州

場

あ

り

た

m
υ
 

同

同

二

十

四

日

懸

賞

住

宅

設

計

図

案

恭

査

舎

を

引

絞

き

倒

き

本

日

常

選

者

を

決

定

ナ

九

月

十

二

日

む

紙

供

祭

部

に

於

て

大

阪

時

事

新

報

一

枇

主

催

を

以

て

最

後

の

出

品

者

及

展

覧

曾

関

係

者

の

打

合

舎

を

聞

き

左

の

事

頂

を

協

定

す

仁

三

越

に

於

け

る

懸

賞

訴

選

岡

家

及

山

門

川

住

宅

設

計

図

案

の

展

覧

合

開

催

の

件

2

住

宅

に

附

す

る

秘

蹟

品

目

開

催

の

体

↑

，

勾

t
3
.

察

内

洋

由

民

党

曾

閃

似

の

件

4

.
向

日

住

宅

特

別

翻

賞

品

庁

帯

血

行

の

相

H

ら

展

覧

合

事

務

所

設

置

の

件

6

合

場

設

備

に

仰

す

る

件

7
.

懸

賞

投

票

に

闘

す

る

件

8
.

懸

賞

観

点

余

常

選

者

に

廿

H

A

M

授

奥

の

件

自

九

月

」

l

七

日

古

川

同

三

十

一

日

市

内

一-
一

越

に

於

て

懸

賞

設

計

岡

家

北

出

品

位

定

殺

到

悶

案

の

展

覧

合

を

聞

き

好

評

を

得

た

り此

問

に

於

て

幹

事

合

及

出

品

住

宅

設

計

闘

の

調

査

舎

を

聞

く

乙

と

数

十

川

に

及

自

有

一

月

二

十

六

日

率

一

九

月

三

十

日

呑

印

刷

刷

改

持

住

宅

展

賢

官

u

を

愈

々

開

合

す

代

物

出

品

二

十

五

戸

iJ 

間

合

式

後

認

に

懸

賞

募

集

し

た

る

住

宅

設

計

図

案

の

営

選

者

に

封

し

一

清

水

組

大

阪

支

底

賞

牌

授

奥

式

を

行

ひ

準

藤

合

長

綜

一

朝

永

山

地

築

工

務

所

査

委

員

資

行

県

官

民

共

他

展

覧

令

側

一

大

林

組

係

者

列

席

の

十

世

判

野

容

査

委

員

は

一

納

谷

抗

感

委

員

長

代

別

と

し

て

賞

A

M

及

賞

仰

一

大

昭

組

を

授

奥

せ

り

一

高

橋

組

十

月

二

十

九

日

舎

期

は

本

月

末

を

以

て

終

T

一

中

道

猪

三

郎

の

猿

定

な

り

し

も

合

期

の

前

午

は

一

井

倉

五

左

衛

門

前

に

祭

ら

れ

た

る

関

係

も

あ

り

又

一

山

本

組

一

あ

め

り

か

屋

漁

期

以

ト

い

の

盛

況

を

是

し

一

以

て

一献

舎

の

儒

十

一

月

十

日

迄

延

一

有

山

組

一

大

林

組

期

す

ζ

る

と

に

換

し

本

日

之

れ

が

一一

卜

偽

獄

後

表

を

な

す

一一

中

島

忠

兵

衛

十

一

月

寸

日

本

日

滋

期

以

ト

の

効

果

を

得

て

一

-

一

前

田

建

築

工

務

応

虚

曾

裡

に

閉

舎

す

一

西

本

組

品

目

期

中

商

品

約

僚

と

な

り

し

も

の

一

同

二

O

戸

な

り

一

藤

木

工

務

広

十

一

月

十

阿

日

本

協

合

主

催

と

し

て

出

品

者

一

安

達

導

磁

容

査

委

員

賞

行

委

員

等

の

令

合

な

一

今

中

森

止

日

朝

日

ピ

ル

ア

ラ

ス

カ

食

堂

に

聞

き

一

今

日

迄

の

経

過

及

帰

来

に

付

て

の

一

計

意

見

交

換

を

な

す

二

一

九

(

次

第

不

問

U

佐

宿

泊

n

川

者

氏

名

左

の

沼

住

宅

出

品

者

名

出

品

者

名

竹

井

秀

吉

同

'

l 建

和

洋

二

階

建

和

風

卒

中

ホ

匙

向
間

川

'

和

洋

二

山

m

佐

和

風

平

一

本

建

和

風

二

隣

位

同和

洋

二

批

m

処

洋

風

平

家

跡地

利

洋

二

批

m

w叫

洋

岡

山

平

家

池

和

風

卒

家

組

問和

風

二

隣

建

同同和

洋

二

階

建

利

岡

山

平

家

建

和

洋

二

院

建

I 議

芸一

、

七

五

百一口

、

一
一
一
一

一一-一

、

二

一

一
一

六

、

回

E

Z

口

、

一
h

{
〕

-三

、

八
七
出

ご七

、

八

山
一

三

七

、

一

六

三口

、

九

己

主

口

、

軍

国

ニ
七

‘

宝

山

-
一一
一

、

-
一

九

-
一
肩

、

一
一

一

一回

、

九

口

]一八

.

回

ニ

ゴ
一

六

、

一点ロ

ニ八

、

二五

二五

、

口口

二

点

、

D

D

-一
一

口

、

ロロ

〈

京

川

)
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同竹

中

工

務

山

前

川

飢

日 午11 豹l 同 和 H' ，

風 味 1Jl. .';1. 

二 三i三 二 11守

防署長 附 宅

ill ill m 

建

坪

数

一

宮一二

、

ヨ一八

↑

本

舎

は

大

阪

市

下

水

道

計

寝

施

設

に

闘

し

友

の

巴
一

一一
、

昌

一

油

大

阪

市

計

川

に

建

議

し

た

り

-去

、

九

}
二

大

阪

市

ド

水

洗

訂

作

柑

施

設

に

闘

す

る

処

議

一
一

A

・

言

文

明

の

諮

歩

と

信

業

の

後

・

日

比

は

都

市

人

口

の

集

百
一

九、

口

八

小

を

初

来

し

椛

市

の

小

福

山

は

日

府

組

誕

の

絞



生

を

促

し

終

来

地

償

の

劫

騰

と

共

に

益

々

其

の

一

針

し

て

は

叙

!

の

水

位

を

十

分

考

慮

引

川

賞

せ

ら

噌

加

を

見

る

べ

き

は

明

か

に

し

て

旦

設

仙

に

於

一

る

L

と

同

時

に

従

来

の

不

完

備

な

る

下

水

道

は

て

も

亦

悲

し

き

溢

歩

を

見

る

就

中

汚

水

の

滞

化

一

可

及

的

法

か

に

改

良

を

行

ひ

官

然

高

島

用

骨

組

築

物

を

仙

閉

め

建

築

の

衛

生

施

設

の

改

善

准

歩

す

る

に

一

の

櫛

比

集

合

を

見

る

べ

望

商

業

地

域

に

於

け

る

従

ム

ひ

之

等

に

要

す

る

氷

霊

也

大

に

稽

加

す

る

之

一

下

水

道

に

劃

し

て

は

支

線

と

錐

も

相

官

多

量

の

共

に

殊

に

近

来

盛

F

K

太

建

築

に

設

、似

せ

ら

る

主

一

排

水

に

支

障

な

者

絞

首

問

ふ

れ

を

期

せ

ら

れ

ん

と

と

冷

房

装

置

に

至

っ

て

従

来

殺

が

図

に

於

て

車

庫

惣

一

を

切

望

す

る

も

の

な

り

せ

ら

れ

ざ

る

驚

く

べ

き

多

量

の

水

を

使

用

し

之

一

右

汰

建

設

候

也

僚

を

令

す

れ

ば

将

来

高

層

建

築

物

よ

り

の

排

水

一

昭

和

六

年

十

一

月

十

七

日

丞

は

・貨

に

帥

押

し

き

も

の

あ

る

に

主

る

べ

し

一

利

開

法

人

日

本

建

築

協

舎

令

長

然

る

に

大

阪

市

に

於

け

る

下

水

道

は

従

来

雨

水

一

工

製

博

士

片

岡

安

次

叫

舶

用

水

の

如

き

も

の

L

排

水

を

法

制

中

と

し

計

一

大

阪

市

長

仲

間

築

博

士

関

一

段

盤

施

設

せ

ら

れ

た

る

も

の

疫

存

し

駁

耐

到

る

毎

一

に

市

の

中

心

地

例

へ

ば

線

問

骨

回

線

的

特

祭

器

前

一

:

本

町

二

丁

目

市

常

交

叉

勲

、

北

-M
m

二

丁

目

市

佐

一

交

叉

駄

の

如

き

に

校

P

て

は

路

而

は

雨

水

の

把

一

法

に

任

せ

泊

行

に

地

へ

さ

る

の

み

な

ら

ず

甚

し

き

に

至

つ

て

は

屍

肉

に

漠

水

す

る

の

有

機

に

し

て

市

の

悶

悶

部

に

絞

り

て

は

想

像

に

依

り

あ

る

欣

態

な

り

と

す

、

更

に

加

斗

る

に

高

層

松

築

物

よ

り

の

多

舟

の

排

水

を

合

流

す

る

場

合

は

推

し

て

知

る

べ

き

の

み

、

現

に

市

内

中

央

町

岬

に

於

て

新

築

中

の

も

の

に

在

り

て

其

の

冷

房

用

水

の

排

水

に

封

し

砂

田

町

に

於

て

は

近

接

下

水

道

投

線

へ

の

接

綴

を

拒

否

し

遠

隔

の

主

要

幹

線

に

連

絡

せ

し

め

ん

と

し

た

る

本

質

あ

り

と

聞

く

に

至

つ

て

は

{

廷

に

遺

憾

と

す

る

所

な

り

斯

の

如

き

は

徒

に

市

民

の

負

抽

憎

た

大

な

ら

し

む

る

の

み

な

ら

ず

其

川

道

路

の

狐

銀

、

交

泊

の

阻

害

等

種

々

な

る

支

僚

を

生

ず

べ

し

、

尤

も

先

般

都

市

計

授

と

し

て

決

定

せ

る

下

水

道

の

笈

施

に

港

制

委

員

・曲目

時

期

三

分

科

曾

十

月

二

十

一

日

午

後

五

時

三

十

分

|

|

同

八

時

所

-

7

イ

オ

プ

食

堂

出

席

者

宅

査

津

間

1

4

奈

良

高

倒

松

久

保

記

事

一

、

現

下

建

築

界

の

事

情

よ

り

し

て

建

築

努

働

者

組

合

及

其

の

運

動

に

付

制

査

研

究

の

必

一

製

あ

る

を

認

め

ら

る

λ

を

以

て

是

が

制

査

舎

の

机

級

を

晶

町

長

に

治

一

一
目

す

る

ζ

と

二

、

建

築

努

働

問

題

の

研

究

の

儒

府

質

問

の

説

明

を

箭

ふ

ζ

と

λ

し

其

の

議

競

合

を

開

催

す

る

と

と

以

上

の

二

攻

に

付

・巾

合

せ

を

な

し

第

一

項

の

建

議

案

に

付

て

は

次

舎

に

草

案

を

作

成

す

る

こ

と

A

し

第

二

項

に

付

て

は

本

委

員

合

主

催

を

以

て

終

演

曾

を

開

催

す

る

か

若

く

は

協

令

例

合

に

於

て

講

演

合

子

他

す

ζ

と

に

な

す

か

衣

M

の

本

委

員

曾

に

提

議

す

る

と

と

住

宅

委

員

曾

第

一

分

割

糾

曾

十

月

二

十

六

日

牛

後

民

時

三

十

分

|

|

同

九

時

三

十

分

所

本

協

曾

背

中

祉

制

宗

一

出

席

者

幹

事

浅

野

主

査

官

士

岡

委

員

佐

々

木

赤

松

波

溢

記

事

一

、

設

計

概

要

害

作

成

に

付

前

回

に

引

縦

者

研

究

協

議

の

上

別

紙

の

渇

修

正

を

加

へ

完

了

す

一

、

ェ

ν

べ

1

シ

ヨ

y

に

付

研

究

を

治

め

各

委

員

分

娩

し

て

岡

田

を

持

ち

腕

る

時

法

制

委

員

曾

委

員

飽

曾

十

月

二

十

八

日

午

後

五

時

三

十

分

|

|

同

九

時

十

分

日

間

森

永

寺

ヤ

ゾ
ニ

7

1

ス

ト

l

ア

1

二

附

出

席

者

幹

事

今

林

第

一

分

科

中

一
夜

応

井

委

員

池

川

(

唯

)

加

藤

北

垣

佐

藤

パ

正

u

h

何

問

古

川

第

二

分

科

委

員

石

川

佐

藤

(

松

)

作

間

第

三

分

科

委

員

樋

口

松

久

保

記

事

一

、

松

久

保

委

員

よ

り

第

三

分

科

の

報

告

を

な

し

協

議

の

紡

泉

上

砧

築

勢

働

者

組

合

及

共

運

動

に

付

制

筑

研

究

の

居

同

調

査

舎

の

組

級

を

令

長

に

進

言

す

る

の

可

否

最

初

は

-

調

査

舎

を

設

け

ず

し

て

該

剰

資

を

第

三

分

科

に

於

て

来

年

皮

よ

P

始

め

る

ζ

と

L

し

調

査

の

紡

果

披

大

す

る

場

合

は

更

め

て

悶

査

合

設

置

を

匙

言

す

る

と

と

本

件

は

来

年

度

の

委

員

合

に

引

綴

を

な

す

p

」

b

'
」

ユ

述

築

勢

働

問

題

の

研

究

の

筑

府

世

間

の

設

時

明

を

前

-

t

ζ

と

込

し

北

ハ

郁

波

命

u

を

閃

刷

出

す

る

の

件先

づ

律

問

主

査

よ

り

特

高

謀

長

に

大

綱

を

間

宮

且

同

課

長

の

講

演

さ

る

誌

や

否

や

を

確

め

た

る

後

講

演

舎

を

聞

く

ζ

-

r

-

L

し

本

年

も

絵

日

少

な

き

銭

成

可

〈

泣

き

例

舎

に

於

て

開

催

さ

れ

ん

と

と

を

希

望

す

る

ζ

と

に

決

す

鳥

井

主

査

よ

P

第

一

分

科

の

報

告

を

な

す

大

阪

市

下

水

道

計

怨

施

設

に

附

す

る

池

誠

案

を

作

成

し

た

る

に

付

今

林

幹

事

よ

り

案

文

を

朗

読

し

た

る

後

修

正

を

加

へ

結

局

鳥

井

弁

査

に

於

て

尚

一

際

粉

抗

の

上

案

文

を

提

出

す

る

ζ

と

に

決

す

務

曾

常十

一

月

九

日

午

後

五

時

三

十

分

i

|

|

悶

八

時

所

本

協

命

事

務

先

出

席

者

令

長

片

問

主

犯

小

川

陽

小

川

安

阪

弁

松

本

七

計

阿

部

総

政

制

納

小

西

白

紙

本

間

村

別

報

告

一

、

十

月

分

合

計

報

告

一

、

秋

季

大

令

決

筑

報

告

一

、

法

制

委

員

令

会

員

長

よ

り

抜

竹

の

口

針

隊

機

取

締

規

則

に

闘

す

る

件

一

、

令

館

建

設

調

査

準

備

委

員

令

派

告

一
、

住

所

改

善

健

保

住

宅

時

間

覧

合

終

了

切

れ

過

報

告

一

、

香

旦

制

改

品

品

目

印

宅

府

間

賢

台

紙

沿

線

告

一

、

前

田

脚

質

合

委

n

H

1

此

向

日

者

慰

努

の

件

談

ん

め

て

m

m

和

I

H
.

年

度

牧

支

決

算

抑制

告

の

件

時

← - 4) 一一



日寺

一

、

昭

和

七

年

度

収

支

滋

算

の

作

=

-

十

分

一

、

協

合

員

合

u

校

賛

助

費

滞

納

者

決

所

な

-
m

-
フ

イ

オ

Y

食

品

w
v
d

不

明

者

世

拘

置

に

闘

す

る

件

山

席

者

委

員

長

野

村

一

、

評

議

員

曾

淡

泊

常

総

合

附

品

目

日

取

決

一

第

一

分

科

白

石

梶

闘

定

の

件

第

二

分

科

高

岡

山

田

っ

せ

ん

栄

皐

合

よ

り

依

厳

に

係

る

竣

功

往

一

第

三

分

科

悶

阪

(

代

)

物

の

記

録

蒐

集

に

闘

し

合

員

へ

周

知

的

併

問

分

科

伊

東

山

中

須

賀

〔

代

U

方

の

件

畑

山

高

一

、

九

刊

誌

民

舎

に

於

て

は

今

凶

京

都

方

面

一

、

法

制

委

日

よ

り

持

告

に

係

る

大

阪

市

の

工

場

凡

撃

を

袋

行

す

る

ζ

と

を

申

合

せ

先

ド

ホ

諮

計

箆

胞

設

に

闘

し

大

阪

市

長

づ

η
行

委

員

を

惜

別

ぴ

種

々

具

位

的

案

を

立

つ

に

住

鴻

案

の

刊

る

と

と

与

す

、

令

民

詮

衡

、

各

分

科

は

委

員

長

の

要

求

に

依

り

本

年

山
広

小

の

事

業

終

治

川

市
山
宮

山

官

作

成

に

付

細

々

協

議

せ

り

本会

尾

住

宅

委

員

曾

第

一

第

二

分

科

曲

面

十

一

月

九

日

午

後

五

時

二

十

分

|

|

阿

ぺ

時

三

十

分

所

ラ

イ

オ

ン

食

堂

十

一

月

十

九

日

午

後

五

時

三

十

分

1

|

同

第

一

分

科

出

席

者

幹

事

浅

野

委

員

小

山

九

時

一}
一

十

分

佐

々

木

波

法

所

ラ

イ

オ

ン

食

品
川

氾

本

一

、

訂

一
止

の

第

一

及

第

三

案

姿

闘

に

付

稲

川

席

者

幹

事

今

林

-

K

査

鳥

井

々

協

議

を

な

す

』

委

員

加

滋

北

垣

島

問

未

提

出

の

第

二

家

を

軍一

念

取

揃

へ

餐

員

総

合

一

型

芝

、

工

業

地

域

に

闘

す

る

件

仰

に

訂

正

の

k

持

寄

る

こ

と

を

巾

合

す

、

弁

附

燃

の

取

同

伏

兵

な

る

鮎

あ

る

を

以

て

内

務

第

二

分

科

出

席

者

幹

事

南

京

査

柄

引

小

引

に

到

し

統

一

さ

れ

ん

ζ

と

を

希

望

の

翁

往

委

員

岩

尾

岩

崎

中

村

議

す

る

ζ

と

に

決

し

次

凶

委

員

総

合

迄

に

注

記

事

一
、

前

回

委

員

舎

に

於

て

決

定

せ

る

調

査

一

議

案

を

作

成

し

拠

出

す

る

ζ

と

霊

視

を

気

象

調

査

致

定

地

に

付

各

員

分

拾

の

一

一
、

乙

種

防

火

山

地

磁

を

如

何

に

す

べ

き

や

上

調

査

表

を

作

成

し

来

る

十

一

月

二

十

三

日

に

付

得

議

迄

に

主

査

の

手

許

盆

提

出

す

る

と

と

を

巾

合

一

本

件

に

付

て

は

続

々

の

怠

見

あ

り

之

を

績

め

せ

た

P

る

は

凶

維

な

り

徐

に

本

件

は

少

鍛

よ

り

も

多

資

料

委

員

曾

政

の

・近

見

を

羽

以

す

る

を

以

て

結

局

次

川

委

十

一

月

十

七

日

午

後

rw

時

三

十

分

|

l

l

人

員

総

合

に

滞

す

る

に

決

す

活

制

委

員

曽

第

一

分

科

曾

日年

時
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郎

君

本

nn  

一

務

平

沼

峰

勇

一

官

林

平

井

守
奥
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内

君

志、
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井

内

は

州

町

対 入

温

曾

曾

者

k

q

L

r

'

 

み

刊

サ

A

府

ド

笠

能

郡

豊

中

町

椴

綴

一

五

一

O

、

東

京

建

鍬

株

式

合

倉

一枇

、

岡

山

工

業

株

式

合

一枇

市

民

匹

釣

鋭

町

二

大

倉

土

木

株

式

合

批

内

兵

昨

川糊

武

服

部

川

叩

東

村

巾

官

民

凶京

都

市

右

京

悩

怜

防

総

松

川

方府

F

中

河

内

郡

高

井

田

村

字

新

苓

多

一

O

帯

地

株

式

含

枇

大

林

組

工

務

段

督

府

F

巾

河

内

総

経

路

村

中

銭

的

刑

問

O

九

大

倉

土

木

株

式

含

批

佐

古

川

四

阪

南

町

東

一

ノ

三

芝

山

本

方

、

株

式

合

枇

大

林

組

事支

ヒ

間
一
日

川

之

助

官

一例

戸

市

川

打

松

町

別

了

日

一

七

つ

ノ

一

、

土

木

山

地

集

約

負

業

継

区

九

協

同

泊

二

丁

目

六

凶

七

土

佐

熊

吉

方

日
以

都

市

F

京

区

西

洞

院

松

版

F

M
作

永

倉

町

五

六

一

土

木

建

築

誇

負

業

制

戸

市

須

磨

底

庄

山

町

三

/

二

、

制

戸

高

工

枇

山
崎
干
巾

東

区

平

野

町

四

ノ

一九

八

辻

築

材

料

製

品

目

以

資

住

吉

川出

山

主

町

四

ノ

一

七

都

品

工

業

山

学

校

処

築

制

什

助

手

高

松

市

凶

ノ

丸

町

二

治

水

飢

高

松

出

間
以

川

退

晶

画

者

角

地

秀

鰍

君

有

馬

休

一
一

君

k

野

伊

三

郎

君

同

ハ

地

方

在

住

)

今

川

鎮

夫

沼

健

藤

市

首

古

対

北

日

姐

賛

助

員

災

川

一必

遺

宕

抜

本

敏

克

明

h

容

林

カ

直

也

君

(1，:: 

竹

必

峨

君

イ]J-

藤

一

郎

君

一
-
H

旬

開

問

郎

官

方t

凶

伸

一
止

対

衣

俳
f

信

夫

対

合

員

腸

緩

誌

5延

佐 其 J t ， 洪 其 其 建

宅

改

夏

合 長l 含 量上最t 合 合

号主

洋

其其 ｊｾ

fあ

- 5J -

合最上舎
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拳
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貌

東

京

工

業
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毎

月

大

阪

工

業

倶

築

部

毎

披

家

具

指

物

新

聞

毎

月

自

然

科

撃

と

博

物

館

毎

月

日

史

一
機

械

評

論

毎

続

日

本

土

木

時

世

築

略

報

毎

鋭

建

築

業

協

舎

々

報

毎

被

官

民

家

土

木

建

築

業

組

合

報

大

阪

土

木

往

築

業

組

合

報

庭

園

と

風

景

毎

鋭

日

刊

工

業

新

聞

毎

銭

東

洋

建

材

時

報

毎

獄

名

古

屋

工

業

品

目

h

H

報

毎

貌

材

毎

帥

抗

措

晴

』

録

醐

嗣

毎

時

制

相

咋

鍛

篠

崎

肌

大 工 ヱ エ 木

評 新

阪 総 書 長 論 聞

業

要
大

都

間

題

市

撃

士

&

ロ

月

報

凶 工

立

公

国 政

朝

鮮

建

築

舎

其

一

位

其

一駐

英

一世

其

一枇

英

一

粧

英

一

位

東

京

工

事

一

位

英

一枇

其

鮭

其

従

来

京

料

拳

博

物

館

英

一

世

其

一
世

其其

毎

!ltX 

其日

本

庭

聞

協

合

其

駐

:t t  ;11; 関

西

木

材

古

間

報

一舵

其

一

世

大

阪

工

業

合

其

後

行

所

大

阪

都

市

協

合

毎

按

東

京

市

政

調

査

合

毎

聖位

号在

毎 毎

貌 ｪｊＯｾ

共 共

組 協組士

一世

一

日

本

.
へ

4

y

ト

株

式

舎

一

枇

?

其

一
駐

一

其

舎

一

低

調

州

製

品

目

雑

誌

英

合

一

位

衆

評

論

其

世

一

南

市

圏

餓

道

協

合

報

其

舎

一

朝

鮮

鋭

道

協

品

目

舎

誌

毎

鋭

其

協

合

u

一

毎

日

本

ポ

1

ト

ラ

y

y

一

、

ト

界

繁

報

披

セ

メ

y

ト

同

業

合

一

エ

Y

ヂ

ニ

ヤ

'

d

J

M

グ

毎

蹴

其

枇

-

経

済

資

料

毎

就

東

軍

経

済

調

査

局

一

大

阪

府

衛

生

曾

一

其

舎

一

骨

骨

証

一

側

西

間

主食駿 塗

工

合 舎

油

生

相

時

統

産

業

相

咋

披

日

本

美

術

協

金

官

報

告

毎

銃

俗

4釘

合
言士令舎証上舎

重量料

の

工 魁

毎

披

其

害事

鋭

毎 毎

鋭 披

毎 毎 毎

銃器定自主
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昭 和 六 年 十 二 月 後 行第 十 四 輯 第 十 二 競

ヲた日

巻

頭

t市

番

大

阪

農

人

橋

劇

場

建

築

と

法

規

池

大

劇

場

主

義

か

中

劇

場

主

義

か

:

・

:

:

:

・

:

:

-

j

i

-

-

:

j

i

-

-

:

:

:

・

:

:

:

・

:

:

・

坪

田
内

賞

・

:

(

一

一二

土

行

・

:

(

五

)

経

管

者

の

見

七

る

映

帯

舘

並

に

劇

場

建

築

:

j

i

-

-
:

:

:

:

:

;

j

i

-

-

;

j

i

-

-

-
倦

石

政

太

郎

:

・

(

一

口

)

北

・

:

(

一

一

)

庫IJ

の

気

分

食

漏

南

劇

っ

て

世

筆

木

村

得

郎

Ｚ｛ｾ＠

夫

玉、

劇

場

及

び

映

苗

劇

場

の

一音

響

・

・

・

・

:

・

:

・

・

:

:

・

:

:

:

・
・
・
・
・
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j
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劇

場
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映
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の

火

災

に

就

い
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;
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;

・

:

:
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:

j

i

-

-
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:

・
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j
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場
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関

す
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献
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覧
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場

康t

建

は

し

が

き

劇

場

に

闘

す

る

法

規

は

そ

の

一

般

的

の

も

の

と

し

て

は

市

街

地

総

築

物

法

蛇

に

其

の

附

特

命

令

が

あ

り
、

又

同

法

第

十

四

臨

時

に

基

く

特

殊

建

築

物

耐

火

橋

治

規

制

が

あ

り

、

叉

特

殊

の

も

の

と

し

て

は

劇

場

取

締

規

則

若

く

は

奥

行

場

取

締

規

則

が

あ

る

。

前

者

は

金

園

主

要

な

る

大

中

都

市

の

劇

場

に

適

用

せ

ら

れ
、

後

者

は

各

府

賑

毎

に

夫

々

別

筒

の

取

締

規

則

が

存

在

し

て

ゐ

る

稼

で

あ

る

。

い

ま

使

宜

上

大

阪

を

主

鐙

と

し

T

酬

明

か

設

m

m

E

試

み

て

見

宇

句

と

岡

山

ふ

。

劇

場

取

締

規

則

は

明

治

三

十

年

十

月

大

阪

府

令

第

一

九

一

統

と

し

て

溌

布

せ

ら

れ

、

そ

の

後

大

正

十

年

一

月

大

阪

府

令

第

沢

統

を

以

っ

て

一

部

改

正

せ

ら

れ

、

最

近

第

十

三

候

次

第

十

六

係

が

削

除

さ

れ

た

。

本

則

の

大

位

の

骨

子

は

勢

同

総

令

を

根

擦

と

し

た

も

の

で

あ

っ

た

が

、

融

官

誠

艇

令

は

早

〈

も

時

代

の

要

求

に

遁

合

す

る

様

改

正

せ

ら

れ

、

又

乙

の

附

近

に

於

て

は

兵

庫

厳

令

と

し

て

興

行

場

取

締

規

則

の

後

布

等

あ

っ

て

比

較

的

進

歩

し

た

る

も

の

で

あ

る

が

、

根

本

的

に

於

て

大

阪

府

令

の

劇

場

取

締

規

則

は

古

色

芳

然

た

る

も

の

で

既

に

業

に

前

世

紀

の

も

の

に

廃

す

る

と

云

っ

て

も

過

言

で

は

無

い
。

吾

が

日

本

建

築

協

曾

の

築

¥[ > 

L  

法

現

法

制

委

員

舎

に

於

て

も

劇

場

取

締

規

則

の

改

正

に

側

し

剥

査

研

究

を

遂

げ

、

そ

の

意

見

を

府

の

神

的

局

者

に

建

議

し

た

る

と

と

等

あ

る

も

僅

に

劇

場

数

の

定

限

の

徹

肢

を

見

た

の

み

で

未

だ

新

興

行

場

取

締

規

出

の

時

間

布

を

見

る

に

歪

ら

ざ

る

は

我

々

の

常

に

設

も

泣

憾

と

す

る

所

の

も

の

L

一

で

あ

る

。

航

る

と

早

〈

も

十

政

年

前

に

於

て

大

阪

府

令

中

劇

場

以

締

規

則

、

寄

席

取

締

規

則

、

制刷

物

州

場

・

遊

覧

所

取

締

規

則

等

主

打

っ

て

一

国

と

し

新

に

興

行

場

取

締

規

則

を

制

定

す

る

の

私

見

を

提

出

し

た

事

が

あ

っ

た
。

そ

の
骨
同

時

大

阪

を

巾

・

心

と

す

る

京

都

、

兵

庫

、

宗

良

、

和

歌

山

勢

の

各

府

阪

の

保

安

総

計

局

が

興

行

に

闘

す

る

事

務

打

ム

口

舎

を

火

阪

に

於

て

他

し

た

ζ

と

が

あ

っ

た

。

そ

の

際

大

阪

府

の

保

安

前

局

者

は

新

た

に

興

行

客

取

締

規

則

制

定

の

意

向

あ

る

本

を

溌

表

し

た

。

而

し

て

未

だ

そ

の

具

位

案

の

公

布

を

見

ざ

る

前

に

共

の

蛍

時

最

も

機

敏

に

押

川

む

兵

庫

鯨

保

安

首

局

者

は

一

早

く

も

兵

防

肱

令

と

し

て

興

行

場

取

締

規

則

を

波

布

し

た

。

そ

の

鋳

に

大

阪

府

は

一

歩

立

遅

れ

の

姿

で

今

夏

兵

廠

似

の

員

似

を

し

た

と

見

ら

る

与

と

と

も

等

考

へ

ら

れ

て
、

共

催

一

時

沙

波

止

み

と

な

っ

た

等

の

エ

ピ

ソ

ー

ト

も

あ

る

。

骨

丹

後

品

川

に

大

阪

府

の

保

安

食

局

者

池

が

更

迭

す

る

』

慨

に

改

E

案

が

研

究

せ

ら

れ

つ

L

あ

る

様

だ

が

、

今

に

そ

の

完

成

を

見

る

に

至

ら

な

い

。

一

音

・
々

は

神

的

局

者

が

抽

出

心

鋭

意

研

究

を

注

げ

ら

れ

、

時

代

の

進

歩

に

伴

う

新

制

限

の

一

日

も

早

〈

後

十

叩

せ

ら

れ

ん

ζ

と

を

切

認

し

て

止

ま

ぬ

次

第

で

あ

る

。

a
-

前

述

の

棋

な

次

第

で

現

行

取

締

規

則

は

そ

の

制

限

時

代

に

油

A

H

し

友

い

矯

め

府

の

保

安

官

局

者

と

雌

も

そ

の

全

部

を

そ

の

依

越

川

す

る

互

に

難

色

め

る

位

で

あ

る

リ

従

っ

て

そ

の

制

限

を

一

々

説

明

す

る

εは

殆

ん

ど

不

必

要

の

互

に

腐

す

る

か

ら

・

主

要

友

る

数

貼

に

闘

し

て

就

明

祉

に

批

判

を

加

へ

る

王

に

止

め

る

。

劇

場

の

種

類

現

行

取

締

規

則

に

よ

る

と

劇

場

を

二

種

類

に

分

っ

て

一

を

大

劇

場

と

し

、

一

を

小

劇

場

と

し

て

居

る

ο

そ

の

隠

別

は

建

物

の

坪

敢

に

よ

る

も

の

で

、

大

劇

場

は

建

坪

二

百

坪

以

上

、

小

劇

場

は

建

坪

百

坪

以

上

二

百

坪

米

渦

と

し

て

あ

る

。

旧

賓

而

し

て

そ

の

構

造

制

限

も

大

小

の

阿

川

に

よ

っ

て

多

少

克

般

の

.
R

M

が

あ

る

。

現

時

質

際

の

上

氏

於

て

は

興

行

上

何

等

の

芸

別

が

無

い

と

一
五

つ

で

も

良

い

。

一

憾

と

の

大

小

の

悩

別

は

各

K

そ

の

劇

場

数

の

制

限

の

上

に

於

て

初

め

て

立

義

の

あ

る

も

の

で

る

っ

た

が

、

H

以

近

数

の

制

限

の

徹

底

に

よ

っ

て

そ

の

同

分

は

対

ん

ど

意

義

を

失

う

に

至

っ

た

も

の

と

一
五

っ

て

良

か

ら

う

。

殊

に

建

物

会

館

の

大

小

は

舞

芳

、

楽

屋

、

共

他

の

附

脳

部

分

の

腕

狭

に

よ

っ

て

必

十

し

も

槻

客

を

牧

~

科

す

る

客

席

の

大

小

.

又

は

牧

客

す

べ

き

観

客

数

の

定

員

の

多

寡

に

比

例

し

な

い

場

介

が

少

く

な

い

。

従

っ

て

劇

場

の

種

類

を

大

小

の

如

く

分

類

せ

む

と

せ

ば

‘

そ

の

根

協

を

建

物

全

惜

の

建

郎

氏

世

く

は

一

誠

一
a

ろ

不

介

理

と

一
去

っ

て

良

し

い

口

一

)
聞

に

於

て

市

街

地

建

築

物

法

に

基

づ

く

特

妹

建

築

物

耐

火

構

匙

規

則

に

於

て

は

、

劇

場

の

構

造

の

種

類

を

三

抑

制

民

分

っ

て

ゐ

る

J

而

し

て

そ

の

回

分

の

棋

準

は

牧

容

す

べ

き

'

間

特

定

員

の

大

小

民

基

づ

い

て

ゐ

る

。

即

ち

抑

特

定

員

七

3  
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五

υ
人

以

上

を

申

と

し

、

五

O

O

人

以

上

七

五

い

人

未

満

を

乙

と

し

、

二

王

O

人

以

上

五

O

υ

人

米

渦

を
4

内

と

し

て

ゐ

る

u

而

J

レ
て

巾

は

外

昨

日

は

勿

論

叫

品

川

他

の

壁

穂

・

柾

・
床

・

屋

川

伏

・

山

川

段

等

主

姿

排

岩

部

を

耐

火

構

造

と

な

す

互

を

嬰

し

、

乙

は

少

く

も

外

崎

を

耐

火

構

造

と

な

す

を

嬰

し

、

一内

は

外

伸

一

を

耐

火

構

山

一又

は

準

耐

火

構

造

と

な

す

を

要

す

る

の

で

あ

る
。

劇

場

の

位

置

劇

場

は

市

街

地

建

築

物

訟

の

地

域

制

限

に

基

づ

い

て

位

対

地

地

内

に

は

之

を

建

設

す

る

ε
を

得

な

い

。

併

し

商

業

地

域

、

工

業

地

域

却

に

未

指

定

地

之

内

に

於

て

は

白

山

で

②

る

。

川

町

し

刷

場

の

許

否

は

地

方

長

有

の

椛

剛

山

氏

印

刷

す

る

も

の

で

箇

k

の

事

官

問

題

と

し

て

は

局

部

的

に

何

等

か

の

芝

陣

あ

る

と

き

は

許

さ

れ

侃

…

い

場

人

け

が

無

い

と

も

限

ら

な

い

。

例

へ

ば

皐

校

K

徐

り

近

接

し

て

そ

の

敬

脊

上

又

は

教

提

上

支

陣

あ

り

と

-認

め

た

る

場

介

、

北

ハ
他

公

安

風

紀

上

支

陣

あ

り

と

認

め

た

る

相

場

介

等

そ

の

一

例

で

あ

る

。

而

し

て

金

山

に

一円

高

る

劇

場

の

分

布

に

就

て

は
、

之

を

集

闘

的

と

な

す

べ

き

か

、

例

均

陀

散

布

的

と

な

す

べ

き

か

、

各

々

そ

の

可

否

に

付

て

は

大

い

に

議

論

研

究

の

徐

地

あ

っ

て

、

今

川

同

に

之

を

判

定

し

雛

き

も

の

が

あ

る

。

今

と

L

K

は

只

川

題

と

し

て

行

し

世

く

に

止

め

る

。

次

は

道

路

幅

μ

K
よ

る

枕

世

の

制

限

が

あ

る

。

即

ち

‘

大

阪

府

令

に

よ

る

と

大

劇

場

は

大

阪

小

山

内

K

於

て

は

帆

員

四

川

以

上

の

泊

路

に

刷

せ

ね

ば

な

ら

な

い

し

、

小

ん

も

料

品

ご

一
間

以

上

で

も

引

に

許

可

さ

れ

る

場

合

が

ム

な

い

で

も

な

い

。

小

劇

場

は

川

品

三

川

以

上

の

道

路

K

.
尚

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

之

は

む

や

放

の

人

の

集

介

す

る

山

地

物

で

あ

っ

て

.

非

常

時

K

於

け

る

也

知

を

易

か

ら

し

め

、

一

ス

火

災

共

他

の

災

守

に

封

す

る

防

備

か

ら

必

一

袋

左

制

限

で

あ

る

。

部隊

地

の

制

限

劇

場

に

於

け

る

飴

地

の

制

限

は

前

一

耐

に

九

u

八

以

上

、

建

物

の

左

右

及

後

方

に

山

地

物

川

口

の

三

分

の

一

兆

の

飴

地

釈

存

せ

し

め

ろ

…制

定

に

な

っ

て

ゐ

る

。

併

し

共

の

制

限

の

川

米

た

お

時

は

総

て

木

浩

の

も

の

に

劃

す

る

制

仰

山

で

あ

っ

た

た

め

に

そ

の

制

限

は

制

め

て

院

で

あ

っ

た

。

そ

の

後

‘

城

一

九

迭

の

建

築

物

と

友

し

-

d

人

は

敷

地

の

川

同

に

泊

首

・

な

る

防

火

位

を

説

く

る

互

に

よ

っ

て

、

火

災

漁

防

上

の

目

的

が

多

少

建

せ

ら

れ

、

又

市

街

地

建

築

物

法

K

基

づ

く

判

妹

建

築

物

耐

火

締

結

規

則

の

制

限

に

よ

っ

て

.

大

劇

場

は

世

然

.

外

時

一

は

勿

論

説

ハ

他

の

主

要

構

浩

部

を

も

耐

火

構

造

と

な

す

必

要

に

迫

ら

れ

、

共

の

三

分

の

一

の

制

限

は

現

時

に

て

は

五

分

の

一

に

制

酌

せ

ら

れ

つ

L

あ

る

欣

態

で

あ

る

。

小

劇

場

に

あ

っ

て

は

前

回

飴

地

九

尺

以

上

.

左

小

山

-A

び

後

h

々

の

倣

地

は

建

物

間

口

の

四

八

刀

の

一

の

胤

定

と

な

っ

て

ゐ

る

が

、

と

れ

も

少

く

も

外

慨

が

耐

火

緋

治

の

も

の

に

映

っ

て

は

‘

大

劇

場

同

様

五

分

の

一

迄

制

的

さ

れ

る

ε

K
友

っ

て

出

る

。

治

前

回

以

外

の

左

右

叉

は

後

方

に

於

て

、

・附

h
u
二

川

以

上

の

道

路

K

接

す

る

場

A

け

に

於

て

は

.

そ

の

道

路

の

削

μ
を

前

辿

の

辿

物

川

口

の

五

分

の

一

の

飴

地

に

泊

算

す

る

ξ

も

認

め

ら

れ

で

ゐ

る

o

x
後

十

々

の

徐

地

は

油

首

な

る

防

火

監

を

ぷ

け

た

る

場

介

に

於

て

は

建

物

山

口

の

五

分

の

一

の

飴

地

を

多

少

削

附

し

て

許

可

せ

ら

れ

る

場

人

け

も

あ

る

。

而

し

て

飴

地

内

に

は

悦

川

氏

映

っ

て

、

谷

川

よ

り

法

ざ

か

り

た

る

部

分

、

即

ち

競

説

の

左

右

又

は

後

ぶ

等

に

於

て

徐

地

内

に

之

を

設

く

る

εを

認

特

せ

ら

れ

て

ゐ

る

u

そ

れ

以

外

に

は

飴

地

に

は

何

等

の

施

設

を

も

友

す

ε

p・
許

さ

れ

な

い

の

で

池

難

上

充

分

有

効

に

利

川

せ

し

め

る

棋

に

な

っ

て

ゐ

る

。

刷

版

徐

地

の

制

限

は

採

光

.

検

訳

、

防

火

及

び

泣

難

等

の

目

的

の

た

め

必

要

-な

る

制

限

で

あ

っ

て

、

誼

常

に

之

を

設

け

し

む

る

王

は

必

要

と

認

め

ら

れ

る

が

そ

の

飴

地

隔

の

制

限

を

川

別

し

て

何

に

基

づ

い

て

規

定

す

べ

き

か
、

叉

そ

の

此

小

限

度

及

び

此

大

限

度

を

規

定

す

る

の

必

要

な

き

ゃ

、

駒

川
以

後

民

杵

仰

の

た

布

と

焼

以

柴

屋

の

・丘

小
相

、

後

方

と

の

川

に

盆

地

巾

制

限

上

の

等

廷

を

附

す

る

の

必

要

な

き

ゃ

等

は

大

い

に

研

究

せ

ら

る

べ

き

問

題

の

一

で

あ

る

と

思

ふ

。

ｾｾ＠

ー組、

苛B

口

劇

場

取

締

胤

川

に

よ

る

と

辿

物

自

胞

か

ら

の

非

常

口

と

劇

場

敷

地

金

問

か

ら

の

非

常

口

と

二

五

面

の

制

映

が

あ

る

。

即

ち

前

者

は

他

物

前

面

の

挑

口

の

巾

を

建

物

間

口

の

一

一
分

の

一

以

上

な

ら

し

め

待

出

左

京

の

令

部

を

抑

口

の

川

K

供

せ

し

め

る

制

叩

叫

ん

一
な

っ

て

ゐ

る

。

d

人

後

者

は

左

右

後

地

に

共

の

金

一

肌

の

抑

口

を

試

け

前

町

道

路

K

泊

ぜ

し

め

、

叉

後

方

に

於

て

一

腕

六

パ

以

上

の

非

常

口

を

二

問

所

以

上

設

け

し

む

る

互

に

・

な

っ

て

ゐ

る

。

(

以

下

一点

O

R

へ

綴

〈

)

4  
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大

劇

場

主

義

か

中

劇

場

主

義

か

a

、
-

よ

占

最

近

の

米

閤

雑

誌

『

劇

術

誌

』

に

、

ア

シ

ユ

レ

1

・

デ

ュ

1

ク

ス

が

、

『

劇

場

を

治

る

と

と

に

よ

っ

て

劇

作

家

や

劇

を

創

遣

す

る

と

と

は

出

来

ぬ

』

(
〈

O

Z

仏

O

ロ
O

片

口

『

内

白

件

。

匂

Z

}コ

弓

『一

m

v

g

o円

匂

-

m
w

一

可

印

げ

可

σ
口一

E

-ロ

m
勺

】

印

可

げ

O

E

凶

巾

切

・

)

と

窓司

い

て

居

る

。

彼

の

此

の

何

の

意

味

は

、

劇

場

を

ど

し

/

¥

建

築

し

て

も

・

そ

れ

に

よ

っ

て

作

家

や

作

が

生

れ

る

も

の

で

は

無

い

、

と

云

ふ

事

に

相

速

な

い

が

、

私

は

『

制

場

」

と

云

ふ

言

葉

の

内

容

を

異

っ

た

意

味

K

使

っ

て

、

敢

て

、

『

劇

場

は

作

家

を

造

り

袋

、

へ

る

』

と

云

ひ

た

い

。

元

米

・

文

襲

家

l

l

少

く

と

も

イ

プ

セ

ン

以

後

の

戯

附

作

家

は

、

あ

ま

り

K

も

自

己

の

天

職

に

酔

ひ

、

自

己

中

心

に

な

り

過

ま

た

弊

が

あ

る

J

演

劇

と

一
五

ふ

も

の

L

中

心

が

脚

本

の

内

容

に

る

る

の

は

分

り

切

っ

た

事

で

あ

る

が

、

そ

れ

の

み

が

立

振

で

あ

れ

ば

よ

い

や

う

に

考

へ

る

の

が

戯

曲

作

家

の

通

例

l

1

l

む

し

ろ

泊

弊

l

ー

と

な

っ

た

し

か

も

演

劇

は

、

訴

も

も

が

い知

る

刑

り

‘

そ

の

首

時

に

於

け

る

あ

ら

ゆ

る

文

化

を

綜

合

し

て

成

る

塾

術

で

あ

っ

て

、

内

容

を

こ

そ

作

家

が

興

へ

る

も

の

L

、

仕

上

げ

は

前

川

家

が

、

俳

優

が

、

或

は

電

気

技

術

者

、

美

術

家

、

脅

柴

家

、

等

身

の

助

け

を

借

り

て

‘

一

定

の

場

所

で

民

裁

に

評

へ

か

け

る

も

の

で

あ

る
。

成

立

す

る

ま

で

の

順

序

か

ら

云

へ

ば

‘

ま

づ

第

一

は

作

者

.

加

二

に

演

出

家

、

第

三

に

諸

種

の

利

勝

十

や

塾

術
、

第

四

に

俳

優

、

加

五

に

劇

場

・

こ

な

る

が

、

と

れ

を

見

物

の

側

か

ら

云

へ

ば

、

第

一

に

己

の

身

を

世

ぎ

、

感

じ

を

た

'十
れ

さ

せ

る

も

の

は

例

町

初

で

あ

る

G

次

に

そ

と

K

現

れ

る

俳

俊

で

る

り

、

諸

都

の

柿

助

慈

術

や

利

息

で

b

り
、

や

が

て

・

市

川

家

や

作

家

の

良

髄

民

間

れ

る

:

:

:

人

も

あ

り

踊

れ

ぬ

人

も

る

る

・

:

:

:

と

と

L

な

る

。

即

ち

一

般

見

物

に

は

劇

場

と

そ

第

一

で

作

又

は

作

家

は

最

も

奥

で

あ

り

、

最

後

の

も

の

と

見

友

さ

れ

る

の

は

.

首

帥

加

の

順

序

と

云

は

ね

ば

友

ら

ぬ

。

此

の

と

と

は

、

例

へ

ば

人

聞

が

人

間

と

し

て

生

き

る

根

本

機

闘

が

、

心

臓

で

あ

り

、

脳

髄

で

あ

る

と

し

て

も

、

そ

の

他

に

必

要

友

内

臓

機

闘

や

m
m

刊

を

無

関

す

る

と

と

は

出

来

十

、

左

ほ

そ

の

上

に

、

皮

‘

毛

、

を

冠

り

、

衣

服

を

着

て

と

そ

一

人

前

の

人

聞

と

し

て

完

全

友

の

と

同

様

だ

と

云

へ

る

。

我

々

ゐ

五

ひ

に

交

際

す

る

時

民

、

誰

し

も

直

接

相

手

の

心

臓

や

脳

を

古

川

り

ム

口

ひ

は

し

友

い

‘

握

手

は

手

先

で

す

る

、

感

想

は

口

併

に

よ

っ

て

述

べ

る

。

目

つ

き

や

衣

裳

で

相

手

を

判

断

す

る

の

で

あ

る

。

宮

際

日

本

の

従

来

の

舞

又

は

踊

り

・

な

ど

を

見

る

時

に

、

外

而

的

と

見

注

さ

れ

る

衣

服

そ

の

も

の

が

い

か

陀

舞

踊

勢

術

を

た

右

し

て

来

た

か

ピ

脈

然

た

る

の

と

同

椋

K

、

外

耐

的

と

思

は

れ

勝

ち

な

劇

場

建

築

そ

の

も

の

が

今

ま

で

の

劇

の

内

容

を

ど

れ

ほ

ど

左

右

し

て

来

た

か

、

叉

、

将

来

と

て

も

「

劇

場

が

作

を

治

る

』

の

が

首

然

で

あ

る

か

は

、

多

く

れ

乞

設

か

歩

し

て

明

瞭

で

あ

る

ぺ

き

友

の

で

、

此

の

瓢

従

来

の

劇

作

家

遠

の

自

惚

れ

と

は

大

分

距

離

が

あ

り
、

劇

場

そ

の

も

の

に

つ

い

て

の

慎

重

放

研

筑

考

察

が

な

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

わ

け

で

あ

ろ

。

デ

ユ

l

j

ク

ス

如

き

英

米

K

附

え

た

知

内

二k

行

。引

の

劇

論

家

が
、

『

劇

場

を

作

っ

て

も

脚

本

は

生

れ

ぬ

』

と

一
去

っ

た

一

一耐

に

は

、

勿

論

昨

今

の

阿

部

興

行

仰

な

る

も

の

が

共

の

資

本

の

躍

力

を

惑

川

し
・

専

ら

そ

の

懐

中

を

肥

や

さ

ん

が

矯

め

に

、

弧

い

て

奥

行

本

位

の

政

策

を

取

る

事

民

約

し

て

の

反

抗

の

意

味

も

と

も

っ

て

居

る

と

思

ふ

。

そ

の

駄

に

つ

い

て

は

、

私

も

デ

ュ

l

ク

ス

に

か

賛

成

で

b

る
。

全

く

陥

米

の

昨

今

の

興

行

川

の

中

に

は

、

名

を

民

家

の

要

求

に

か

り

で

、

官

は

氏

泳

を

そ

L

の

か

し

、

思

指

培

を

し

て

、

強

め

桝

っ

て

沿

い

た

火

へ

連

れ

込

み

、

ま

ん

ま

と

民

衆

の

金

を

搾

取

す

る

者

が

可

成

り

多

い

ら

し

い

。

さ

て

日

本

は

り

・

北円

は

、

い

や

、

最

近

ま

で

も

.

よ

し

ん

ば

芝

居

の

興

行

が

資

本

家

の

手

に

よ

っ

て

-

な

さ

れ

て

も

、

大

憾

に

於

て

民

家

の

好

み

や

要

求

が

土

査

と

な

っ

て

、

劇

場

も

脚

本

も

左

右

さ

れ

て

居

た

υ

ギ

リ

シ

ャ

の

劇

場

と

脚

本

、

ロ

1

7

の

そ

れ

、

英

凶

エ

リ

ザ

ベ

ス

朝

の

そ

れ

‘

俳

脳

内

ル

ヰ

十

附

甘

い

時

代

の

そ

れ

、

乃

ナ
ボ

イ

プ

セ

ン

以

後

の

枇

A

M

H

刷

風

の

脚

本

や

劇

場

5  
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左

ど

も

.

叫

m

y
」

怒

く

さ

う

で

あ

る

。

劇

場

梢

迭

の

鐙

避

に

つ

い

て

は

、

本

一

誌

上

に

別

に

4

脅

か

れ

る

方

が

あ

る

と

思

ふ

の

で

略

す

が

、

ギ

リ

シ

ャ

や

ロ

1

マ

の

無

荒

劇

場

、

日

本

は

四

僚

河

原

の

芝

尉

小

屋

友

ど

は

、

全

〈

そ

の

首

時

の

文

化

の

震

建

K

肱

じ

て

生

れ

た

も

の

で

.

な

る

べ

く

多

〈

の

民

家

を

集

め

て

.

或

は

宗

教

の

儀

式

K

等

し

い

年

中

行

事

を

行

ふ

た

め

.

叉

は

一

脚

粧

俳

閥

へ

の

寄

附

勧

進

の

た

め

の

催

し

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

即

ち

民

家

は

宗

教

心

を

中

心

と

し

て

、

川

来

る

だ

け

多

数

が

、

出

来

る

だ

け

上

下

の

階

級

を

無

関

し

て

寄

り

集

ら

う

と

し

た

。

そ

の

た

め

に

.

勿

論

建

築

術

の

幼

稚

さ

‘

即

ち

文

化

の

程

度

が

低

い

の

で

、

屋

根

の

無

い

野

天

の

劇

場

を

形

治

っ

た

の

で

あ

る

が

.

さ

τ
、

か

う

し

た

形

式

の

劇

場

が

自

ら

決

定

し

た

後

K

、

そ

と

に

上

演

さ

る

べ

き

脚

本

が

作

ら

れ

る

順

序

と

怠

る

υ

ギ

リ

シ

ャ

の

三

大

悲

劇

作

家

、

一

大

喜

劇

作

家

の

戯

曲

は

、

い

づ

れ

も

誇

張

さ

れ

た

商

や

衣

裳

を

着

文

平

払

牛

ば

歌

は

れ

る

様

に

脅

か

れ

で

あ

る

の

は

、

皐

党

野

天

で

大

勢

の

見

物

を

前

に

し

て

償

ヂ

る

か

ら

で
、

劇

場

の

構

逝

に

よ

っ

て

脚

本

が

決

定

さ

れ

た

第

一

の

好

い

例

で

あ

る

u

日

本

の

能

や

ゐ

岡

歌

舞

伎

が

、

歌

や

舞

を

巾

心

に

作

ら

れ

で

あ

る

ζ

と

も

・

劇

形

式

の

初

歩

と

解

侍

さ

れ

る

と

同

時

K

.

開

け

放

さ

れ

た

臨

州

場

に

集

っ

た

見

物

を

相

手

と

す

る

必

然

の

結

果

で

る

る

と

見

る

と

と

を

ゐ

と

た

っ

て

は

な

ら

ぬ

d

。

以

上

は

・初

期

の

大

劇

場

主

義

で

あ

る

。

主

義

と

一

去

っ

て

は

首

る

ま

い

。

自

ら

に

し

て

成

っ

た

大

劇

場

と

一
五

ふ

べ

き

か

。

が

、

併

し

、

西

洋

で

は

文

嬰

復

興

以

後

.
χ

、

日

本

で

は

す

で

に

女

歌

舞

伎

以

後

‘

文

化

が

設

展

し

て

か

ら

と

云

ふ

よ

り

は

・

例

人

/

・
1

の

自

意

識

が

盛

ん

に

た

り

来

っ

た

L

め

に

、

大

集

園

の

翻

刺

よ

り

は

.

次

第

/

¥

に

限

定

さ

れ

た

小

節

回

の

場

所

叉

は

建

物

の

内

で

の

概

劇

趣

味

が

高

ま

っ

た

。

ヱ

リ

ザ

ベ

ス

朝

の

劇

場

や

、

仰

闘

阿

で

の

イ

ン

・

ヤ

ー

ド

劇

毎

た

ど

は

、

ル
T

無

査

の

刺

壌

で

る

る

に

拘

ら

歩

、

牧

谷

し

う

る

人

局

は

可

成

り

少

い

も

の

で

あ

っ

た

ら

し

い

。

恐

ら

く

千

人

と

は

牧

容

し

え

な

か

っ

た

マ

あ

ら

う

。

た

か

/

¥

五

六

百

人

の

見

物

を

入

れ

た

も

の

と

思

は

れ

る

が

、

と

れ

は

取

り

も

也

さ

歩

小

劇

場

時

代

と

云

ふ

べ

き

で

は

あ

る

ま

い

か

。

従

っ

て

‘

此

の

様

な

集

剛

を

相

手

と

し

て

の

制

は

合

誌

を

主

と

し

た

。

A

W

話

で

も

・刊

に

ウ

イ

ツ

チ

!

な

.

頓

智

川

答

風

の

削

判

明

な

僻

何

が

盛

ん

に

刑

ゐ

ら

れ

て

ゐ

る

。

シ

ェ

ー

ク

ス

ピ

ヤ

と

そ

リ

エ

1

ル

で

は
、

作

の

内

詳

は

非

常

に

棉

泣

す

る

が

・

此

の

頓

智

問

答

式

の

合

話

の

多

い

瓢

に

於

て

は

一

致

す

る

。

し

か

も

、

右

の

様

な

名

作

家

と

雌

も

‘

彼

等

の

・作

品

が

書

か

れ

た

L

め

に

小

劇

場

が

浩

ら

れ

た

の

で

は

な

く

、

小

劇

場

が

流

行

し

た

れ

ば

と

そ

‘

そ

れ

に

泊

介

す

る

脚

本

を

苦

い

た

の

だ

と

一
五

ふ

事

紅

は

認

め

て

よ

お

か

な

く

て

は

な

ら

ぬ

。

o  

十

八

九

世

紀

は

小

劇

場

時

代

と

云

は

ピ

云

へ

る

。

此

の

中

劇

場

主

義

は

、

併

し

な

が

ら

、

要

す

る

に

前

の

小

劇

場

の

延

長

、

乃

至

、

膨

脹

と

は

る

べ

き

で

あ

ら

う

。

即

ち

世

界

的

に

人

口

は

増

加

し

、

自

然

抑

制

者

の

数

も

榊

し

、

叉

・

一

方

に

於

て

は

利

息

の

J

按

遼

が

著

し

く

て

、

舞

葺

上

に

取

入

れ

る

諸

要

素

|

|

例

へ

ば

最

初

は

五

斯

、

，

次

に

は

電

気

、

共

他

背

景

や

大

道

具

の

機

械

的

構

造

等

1

1

の

複

雑

に

な

る

に

つ

れ

、

客

席

も

舞

華

も

自

ら

防

め

ら

れ

た

に

過

ま

な

い

の

で

シ

ル

レ

ル

や

ラ

シ

I

ヌ

や

、

下

つ

て

は

イ

プ

セ

ン

や

シ

ョ

ウ

等

の

脚

本

も

・

結

局

は

依

然

合

読

本

位

で

あ

る

。

此

の

A

W

話

本

位

と

云

ふ

と

と

が

長

く

続

い

た

L

め

に

.

叉

、

・

た

ま

/

¥

十

九

世

紀

後

学

か

ら

は

卓

越

し

た

名

俊

が

乏

し

く

な

っ

た

L

め

に

.

文

曲

学

が

主

悼

と

な

り
、

作

者

が

演

劇

の

専

制

対

主

の

様

に

も

な

り

来

っ

た

の

で

る

る

。

。

巾

世

か

ら

は

小

劇

場

乃

至

小

制

壌

に

な

っ

た

と

云

っ

た

が

、

そ

れ

と

並

行

し

て

・

一

杭

の

大

劇

場

が

あ

っ

た

惑

は

否

め

な

い

。

と

れ

は

即

ち

オ

ペ

ラ

劇

場

で

あ

る

J

併

し
‘

私

を

し

1

言

は

し

む

れ

ば

‘

オ

ペ

ラ

友

る

も

の

は

・

つ

ま

り

は

ギ

リ

シ

ャ

や

ロ

1

7

の

劇

の

模

俄

を

し

よ

う

と

し

た

試

み

か

ら

川

立

し

た

も

の

で

、

民

衆

の

要

求

か

ら

生

じ

た

も

の

で

は

な

い

。

武

放

や

感

者

や

青

山

楽

家

の

努

力

に

よ

っ

て

咲

か

さ

れ

た

高

峰

の

花

と

も

見

ら

れ

る

。

で

あ

る

か

ら

、

ご

千

.

三

千

の

客

を

入

れ

る

大

劇

訟

が

、

イ

タ

リ

ー

に

も

フ

ラ

ン

ス

に

も

イ

ギ

リ

ス

に

も

建

設

さ

れ

.

現

存

し

て

居

る

が

、

共

等

は

訓

は

ピ

特

殊

左

枇

交

機

闘

で

あ

っ

て
、

民

家

を

針

聞

と

す

る

演

劇

と

は

自

ら

別

の

取

扱

ひ

を

受

け

る

ぺ

き

性

質

の

も

の

で

る

る

。

<> 
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さ

て

、

初

則

の

大

劇

場

、

中

世

以

後

の

小

小

刷

拐

の

時

代

を

経

て

.

昨

今

川州

り

に

『

大

劇

場

主

義

か

中

劇

場

主

誌

か

』

が

問

題

に

さ

れ

る

と

と

L

友

っ

た

。

私

は

先

づ

大

刷

柑

旬

、

平

一

義

を

二

つ

の

矧

貼

か

ら

考

へ

て

見

、

次

K

.

中

劇

場

主

義

の

内

存

を

明

察

し

て

、

大

ま

か

な

紡

論

に

達

し

よ

う

と

必

ふ

。

昨

今

改

め

て

m
へ

ら

れ

る

大

劇

顎

主

義

に

は

、

一

一

つ

の

詰

っ

た

立

場

が

あ

る

。

一

つ

は

興

行

帥

等

が

事

業

と

し

て

と

れ

を

考

へ

る

も

の

で

あ

り

、

他

は

此

来

娯

柴

の

文

化

機

闘

と

し

て

枇

舎

感

研

究

者

や

文

化

運

動

者

が

唱

へ

る

も

の

で

あ

る

。

此

の

二

つ

は

大

劇

場

を

可

と

す

る

貼

に

於

て

の

み

は

一

致

す

る

が

、

そ

の

ス

タ

ー

ト

と

、

主

張

す

る

意

義

、

従

っ

て

内

容

に

は

大

き

な

相

匙

が

あ

る

。

事

業

と

し

て

大

劇

場

を

可

と

す

る

設

は

甚

だ

簡

単

明

瞭

で

あ

る

。

即

ち

一

般

の

生

産

業

と

同

じ

く

.

劇

場

経

替

に

於

て

も

、

安

く

し

て

多

く

・

官

る

に

限

る

と

云

ふ

の

が

そ

の

根

本

理

論

を

友

し

て

居

る

。

現

代

の

民

衆

l

l

!

と

一
五

つ

で

も

、

勿

論

芝

居

好

き

の

民

衆

|

|

の

最

も

飽

き

足

ら

や

思

ふ

と

と

ろ

は

、

決

し

て

劇

の

内

・併

で

は

な

く

て

、

そ

の

奥

行

法

に

あ

る
。

興

行

法

さ

へ

改

良

す

れ

ば

見

物

も

禅

山

来

る

.

従

っ

て

一

般

民

裁

に

幸

隔

を

興

へ

る

と

と

が

山

米

る

。

と

れ

が

市

治

家

側

の

考

へ

~

々

で

あ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

改

良

の

方

法

は

ど

う

か

と

一
五

へ

ば

‘

最

初

に

、

同

時

に

叉

最

終

氏

、

「

安

く

見

せ

る

ζ

と

』

と

れ

の

み

が

目

棋

で

あ

る

。

併

し

、

勿

論

併

問

に

ん

女

く

は

川

来

な

い

、

何

故

友

ら

ば

、

す

べ

て

の

引

業

は

計

算

が

取

れ

ね

ば

永

続

は

し

な

い

・

永

松

し

友

い

も

の

は

枇

合

的

に

見

γ

殆

ど

意

義

が

飢

…

ぃ

。

で

あ

る

か

ら

是

非

算

盤

の

人

口

ふ

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

友

ら

ね

U

そ

の

た

め

K

は

、

例

へ

ば

十

両

閃

か

け

た

興

行

を

、

何

回

千

人

づ

L

の

見

物

を

相

手

に

ご

十

日

間

や

れ

ば

.

一

人

K

つ

い

て

五

闘

づ

L

取

っ

て

一

杯

で

あ

る

が

、

と

れ

を

五

千

人

牧

許

し

う

る

大

劇

場

で

演

や

れ

ば

.

同

r
e提

川

の

も

の

友

ら

一

閃

づ

L

、

も

し

又

二

似

の

費

川

一
一

十

前

内

閣

を

か

け

て

も

一

一
関

づ

L

で

見

せ

ら

れ

る

と

云

ふ

理

山

か

ら

、

ま

づ

大

劇

場

を

建

設

せ

よ

。

大

慌

か

う

一
去

っ

た

主

張

が

一

部

の

大

劇

場

論

者

K

よ

っ

て

友

さ

れ

て

居

る

。
此

の

主

艇

は

ま

と

と

に

克

も

な

鈷

が

あ

る

。

同

じ

費

用

の

か

k

っ

た

酬

を

一

居

安

く

見

せ

る

方

法

と

し

て

は

.

も

う

一

つ

二

川

興

行

と

去

ふ

方

法

が

あ

る

が

そ

れ

の

弱

鮎

は

俳

優

の

労

働

過

度

で

あ

り

‘

門

的

滑

に

感

興

が

乗

ら

ぬ

w

f

が

多

い

。

そ

れ

に

比

べ

れ

ば

、

見

物

の

蚊

を

仙

ー

し

た

大

き

な

入

れ

物

で

一

日

一

川

前

十

る

方

が

、

よ

し

ん

ば

、

と

れ

は

遠

方

の

見

物

を

虐

待

す

る

も

の

だ

と

の

批

測

は

あ

る

と

し

て

も

.

遣

に

優

れ

た

方

法

で

あ

る

と

と

は

論

を

ま

た

友

い

。

併

し

友

が

ら

、

此

の

経

情

論

か

ら

出

立

す

る

大

劇

場

主

義

に

は

一

つ

の

矛

盾

が

あ

る

。

と

一

試

ふ

の

は

、

大

都

市

に

一

二

、

叉

全

閥

的

民

若

一十

と

、

云

ふ

程

度

の

放

な

ら

ば

、

ど

う

に

か

経

営

も

し

て

行

け

る

で

あ

ら

う

が

、

全

都

の

、

叉

は

み

一
岡

の

、

劇

場

が

悉

〈

大

劇

拐

に

な

り

う

ぺ

き

筈

は

な

い

の

で

、

主

義

と

名

づ

け

ら

れ

る

ほ

ど

の

大

き

友

ム

l

ヴ

メ

ン

ト

と

は

な

り

え

な

い

し

‘

同

時

に

.

そ

の

少

数

の

大

劇

場

で

上

加

す

る

川

し

物

に

は

非

常

友

波

川

が

か

か

る

K

拘

ら

十

そ

れ

を

地

方

や

他

の

小

中

劇

場

へ

持

ち

川

し

て

上

出

す

る

事

は

不

可

能

で

あ

る

の

で

.

一

時

的

に

は

成

功

し

て

も

、

結

局

は

究

川

倒

れ

に

終

り

勝

ち

で

あ

る

。

そ

れ

κ
、

さ

う

し

た

計

算

を

元

と

す

る

た

め

K

、

向

然

抑

客

居

の

低

下

を

来

た

し

、

上

演

物

は

次

第

に

雑

然

た

る

も

の

と

友

る

沿

そ

れ

が

あ

る

。

雑

然

た

る

州

し

物

の

連

続

は

、

と

れ

も

一

時

は

刺

戟

を

興

え

て

も

、

永

く

は

保

ち

え

な

い

。

や

が

て

は

内

詐

K

行

き

詰

ま

る

と

と

L

な

る

細

宵

の

ロ

ク

シ

l

・

七

ヤ

タ

ー

の

興

行

成

結

や

内

森

は

知

ら

ぬ

が

、

ヒ

ポ

ド

ロ

l

ム

友

ど

は

，

作

に

そ

の

貼

で

行

詰

り

も

し

、

所

前

部

劇

界

の

本

道

か

ら

は

全

〈

離

れ

た

も

の

と

な

っ

て

し

ま

っ

て

腐

る

J

も

っ

と

も

日

本

で

は

‘

究

城

の

大

劇

場

が

凶

千

人

の

叫

収

容

入

品

を

も

ち

.

見

物

料

令

も

三

十

銭

と

云

ふ

安

航

で

、

よ

く

一

年

無

休

怖

の

好

結

川

水

を

え

っ

L

あ

る

も

の

L

、

と

れ

も

、

製

術

的

に

は

兎

に

品

川

、

経

情

的

に

は

た

し

て

樹

立

し

た

成

功

と

云

へ

る

か

ど

う

か

は

氷

だ

民

間

で

あ

る

d

何

と

し

て

も

賀

城

が

電

車

合

枇

の

経

営

に

友

っ

た

も

の

な

れ

ば

こ

そ

、

と

の

感

じ

は

何

人

も

汚

へ

る

貼

で

あ

る

。

。

以

上

の

や

う

に
、

終

消

的

の

四

一
山

川

か

ら

は

大

劇

場

主

義

K

多

く

の

賛

意

を

表

し

か

ね

る

私

も

、

併

し

‘

他

の

理

山

か

ら

大

劇

場

・

宅

誌

を

キ

一
叫

す

る

一

人

で

は

る

る

。

主

張

し

な

い

ま

で

も

‘

大

劇

場

賛

成

と

叫

ぶ

も

の

L

一

人

で

は

あ

る

。

そ

れ

は

、

経

情

的

に

損

に

な

る

か

得

に

友

る

か

は

二

の

次

と

し

て

、

文

化

進

展

の

向

然

法

則

か

ら

、

叉

.

枇

A

W

制

織

の

鑓

特

か

ら

、

大

劇

場

は

一

舵

合

的

オ

l

ガ

ニ

ゼ

l

シ

ヨ

ン

と

し

て

必

裂

友

も

の

L

7  
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一

っ

た

ら

ぎ

る

を

え

な

い

、

と

云

ふ

の

で

あ

る

。

即

ち

前

の

経

情

的

理

'm
と

は

殆

ど

反

引

に

、

内

容

、

及

び

概

容

の

愁

求

が

も

と

で

大

劇

場

は

建

設

さ

る

べ

し

と

一
五

ひ

た

い

。

大

劇

場

の

必

要

を

云

k

す

る

た

め

に

は

.

劇

の

内

等

の

鑓

遜

l

!
と

云

ふ

よ

り

は

、

近

代

社

舎

の

急

激

友

餐

化

1
ー

ー

を

論

ぜ

ね

ば

な

ら

ぬ

が

、

大

ざ

っ

ぱ

に

一
京

つ

で

も

.

初

期

の

劇

が

宗

教

劇

で

あ

り

、

や

L

進

ん

で

は

‘

小

さ

い

筒

k

の

人

間

の

高

騰

を

主

と

し

た

人

情

刺

と

な

り

.

次

民

間

人

封

社

合

の

所

抑

制

-枇

合

側

、

問

題

刷

と

鎧

っ

て

来

た

の

は

.

思

克

そ

の

時

代

の

見

物

の

要

求

に

依

て

生

れ

た

自

然

の

結

果

で

あ

る

が

、

今

は

ど

-

つ

で

あ

る

か

?

世

界

を

邸

中

げ

て

の

大

問

題

は

弊

百

の

闘

争

で

あ

り

、

階

級

と

附

紋

と

の

必

死

の

筒

突

で

②

る

。

今

は

筒

人

と

何

人

と

か

、

間

人

と

枇

舎

と

云

ふ

比

較

的

小

さ

た

問

題

は

始

ず

臨

み

ら

れ

歩

、

集

問

と

集

固

と

の

相

撃

つ

大

波

出

が

起

伏

市

一

一

盛

し

て

ゐ

る

時

代

寸

あ

る

。

人

聞

が

一

つ

の

集

国

を

友

し

て

動

く

と

云

ふ

駄

に

於

て

，

私

は

遁

に

初

期

の

劇

界

の

有

様

と

相

似

た

物

を

認

め

ざ

る

を

え

な

い

。

即

ち

初

期

の

劇

界

の

割

問

物

は

榊

で

あ

り

仰

で

b

っ

た

。

…

脚

怖

と

云

ふ

人

間

界

以

上

の

叉

は

以

外

の

、

大

き

た

有

布

に

劃

し

て

、

人

間

が

闘

と

友

り

・

心

を

介

せ

て

、

或

は

崇

敬

し

、

或

は

恐

れ

.

或

は

そ

れ

の

司

る

運

命

に

反

抗

し

て

闘

は

ん

と

し

た

気

持

を

現

し

た

も

の

が

、

宗

教

制

の

本

慌

で

あ

っ

た

の

で

る

る

。

そ

の

頃

の

枇

A

M

M

人

は

見

え

ざ

る

力

に

劃

し

て

一

国

を

な

し

た

。

今

の

枇

A

W

U

人

は

、

己

位

一

寸

が

無

意

識

の

間

K

作

り

上

げ

た

枇

命

日

制

度

や

組

織

に

針

し

て

、

た

五

ひ

に

一

閲

を

友

し

て

闘

ひ

合

っ

て

ゐ

る

。

此

の

立

味

か

ら

L

て

、

非

て

ギ

リ

シ

ャ

や

ロ

1

7

、

下

つ

て

は

山

俊

川

原

の

野

天

劇

場

K

集

っ

た

見

物

と

は

諮

っ

た

内

容

の

‘

し

か

も

形

K

於

て

吋

そ

れ

を

努

髭

さ

せ

る

も

の

が

現

れ

る

の

は

首

然

で

は

る

る

ま

い

か

。

間

結

・

群

集

、

さ

う

し

た

枇

合

人

の

動

き

は

、

と

れ

を

ス

ポ

ー

ツ

界

に

見

て

も

、

野

球

、

叉

は

蹴

球

の

や

ろ

友

大

き

な

ゲ

l

ム

を

桜

り

上

ら

せ

た

が

、

劇

場

に

於

て

も

.

千

人

よ

り

は

二

千

人

、

二

千

人

よ

り

は

五

千

人

と

、

山

梨

う

る

映

り

の

大

き

な

劇

場

を

要

求

し

て

民

ろ

。

と

れ

ζ

そ

資

本

家

や

事

業

家

が

、

怖

か

る

か

否

か

を

考

へ

る

よ

り

前

の

、

根

深

い

理

山

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

か

う

一
五

ふ

集

令

所

、

大

劇

場

の

要

求

や

必

然

性

が

起

る

時

.

そ

と

に

始

め

て

共

U

概

裁

の

心

を

柿

へ

る

脚

本

、

そ

の

舞

華

に

油

除

す

る

刺

が

考

へ

ら

れ

る

事

と

な

る

。

と

れ

が

最

近

の

所

制

群

集

制

で

あ

り
・

レ

ヴ

ユ

ウ

形

式

の

娯

柴

物

で

あ

る

d

勿

論

此

の

二

者

は

内

容

と

効

川市

民

於

て

は

天

地

の

相

泣

が

あ

る

も

の

L

そ

の

い

づ

れ

も

が

、

今

ま

で

の

小

規

模

の

舞

毒

劇

を

離

れ

て

.

大

裁

に

ア

ピ

ー

ル

す

る

表

現

方

法

を

工

夫

し

て

居

る

則

氏

於

て

は

一

致

す

る

。

は

た

し

て

ロ

シ

ア

や

ド

イ

ツ

で

の

た

翼

劇

が

最

も

よ

い

も

の

か

、

フ

ラ

ン

ス

や

ア

メ

リ

カ

の

見

世

物

式

レ

グ

ユ

ウ

が

完

成

さ

れ

た

も

の

か
、

或

は

又

日

本

の

一

部

の

識

者

の

唱

へ

る

様

な

新

歌

舞

伎

の

形

式

を

取

っ

た

劇

が

将

来

の

脚

本

の

主

座

を

内

め

る

か

は

、

今

後

多

く

の

研

究

を

要

す

る

で

あ

ら

う

が

.

そ

の

疑

問

則

、

そ

の

未

完

成

の

所

に

と

そ

新

鮮

闘

劇

の

生

命

と

興

味

は

か

け

ら

れ

る

，

従

っ

て

‘

此

の

式

の

大

劇

場

は

.

或

は

経

術

的

に

は

牧

文

相

つ

ぐ

の

は

ぬ

場

合

が

あ

る

と

し

て

も

、

そ

れ

が

故

に

そ

の

使

命

と

意

義

の

軍

大

性

を

失

ふ

も

の

で

は

友

い

。

否

.

む

し

ろ

多

く

の

犠

牲

を

榔

つ

で

も

‘

又

例

へ

ば

闘

家

や

都

市

の

負

拾

が

抜

く

て

も

、

枇

合

政

策

的

に

さ

へ

も

経

部

付

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

信

十

為

。

<> 

私

は

.

以

上

で

可

成

り

犬

脂

に

大

劇

場

主

義

を

支

持

し

た

つ

も

り

で

あ

る

。

が
、

甚

だ

首

鼠

雨

端

と

も

思

は

れ

よ

う

が

、

中

劇

場

主

義

に

釘

し

で

も

、

私

は

充

分

に

そ

の

存

在

債

値

を

認

め

る

の

み

か

、

そ

れ

が

い

よ

/

¥

紫

僚

せ

ん

と

と

を

些

ん

で

ゐ

る

。

何

が

故

に

‘

一

方

に

大

劇

場

を

讃

美

し

・

他

方

中

刻

場

を

推

す

か

?

此

の

私

の

考

へ

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

は

、

人

間

の

理

智

と

感

情

と

の

問

題

、

枇

A

M
H

性

と

整

術

本

能

と

の

山

側

係

を

一

と

通

り

説

明

す

べ

き

で

あ

る

が

そ

れ

も

く

だ

/

¥

し

い

の

で

略

す

と

し

て

、

一

部

の

枇

合

批

許

家

は

.

事

術

本

能

も

娯

紫

趣

味

も

、

悉

く

と

れ

を

大

き

た

枇

併

の

助

き

の

中

に

つ

き

交

ぜ

て
、

人

聞

の

理

性

な

り

感

川

は

す

べ

て

と

れ

集

聞

の

力

に

よ

っ

て

左

右

さ

れ

る

も

の

と

論

や

る

人

が

あ

る

。

勿

論

人

川

は

無

人

島

に

一

人

位

ん

で

居

る

の

で

な

い

限

り

‘

何

ら

か

の

意

味

で

世

界

の

大

勢

に

影

響

さ

れ

る

事

は

ま

ぬ

が

れ

ね

が

、

し

か

も

・

何

時

の

祉

、

何

底

の

閣

の

人

間

モ

も

、

必

ら

十

自

分

自

身

の

.

各

附

の

感
机

川

や

趣

味

は

持

っ

て

ゐ

る

J

人

間

と

8  
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し

て

の

大

関

は

一

般

に

共

辿

で

あ

っ

て

も

、

そ

の

白

や

-
H

持

は

一

人

身

k

k

法

ふ

の

と

同

じ

事

で

あ

る

ν

従

っ

て

.

群

国

的

に

、

大

荒

生

産

式

K

M
き

、

考

へ

る

事

が

現

代

の

大

勢

で

あ

る

と

し

て

も

‘

そ

の

問

、

筒

人

的

の

趣

味

や

感

情

は

底

深

く

存

在

し

て

居

る

フ

ォ

ー

ド

の

自

動

車

が

自

助

車

凶

作

を

席

捲

し

て

も

.

キ

ヤ

デ

ラ

ッ

ク

、

ク

ラ

イ

ス

ラ

l

、

等

々

亦

同

時

に

存

私

的

偵

を

も

顧

客

を

も

有

し

て

居

る

の

と

ほ

ぼ

同

じ

様

K

、

ほ

ピ

同

趣

味

の

人

・

局

、

ほ

ビ

同

時

皮

の

教

養

や

境

遇

の

人

k

が

相

寄

り

相

見

る

劇

場

の

必

要

な

事

は

、

改

め

て

一
五

ふ

ま

で

も

な

い

と

思

ふ

。

大

劇

場

主

義

か

中

劇

場

主

義

か

と

云

ふ

事

は

、

一

つ

が

赴

で

あ

り

、

他

が

非

で

あ

る

と

云

ふ

事

に

は

な

ら

ぬ

。

い

づ

れ

が

現

代

に

よ

り

有

意

義

な

り

や

と

云

ふ

粍

皮

の

挺

川

に

し

か

た

り

え

た

い

の

で

あ

る

。

o  

中

劇

場

と

小

劇

場

と

は

.

そ

の

持

つ

意

義

K

於

て

ほ

ピ

同

じ

も

の

で

あ

る

事

は

前

陀

述

べ

た

。

共

等

の

中

、

小

劇

場

が

背

か

ら

存

在

し

て

居

る

に

拘

ら

歩

、

近

頃

俄

K

大

劇

場

主

義

を

唱

へ

る

者

の

増

し

た

の

は

、

前

に

迷

ぺ

た

椋

の

理

巾

や

理

論

が

あ

る

か

ら

で

は

あ

る

が

つ

に

は

中

劇

場

の

存

在

は

州

甘

い

紀

川

の

長

き

に

.

以

り

.

そ

の

焼

事

で

出

ぜ

ら

れ

る

物

が

多

く

は

陳

協

と

な

り

、

・

析

に

作

ら

れ

る

脚

本

も

、

劇

場

が

同

じ

で

あ

る

が

た

め

に

、

上

出

形

式

共

他

に

於

て

全

然

哲

型

を

枕

し

切

り

え

歩

、

次

第

に
英
一

し

く

人

k

k

飽

か

れ

て

来

た

か

ら

で

あ

る

と

も

考

へ

ら

れ

る

。

併

し

、

過

去

は

と

も

あ

れ

、

X

そ

の

形

式

が

体

統

的

に

命

ば

れ

る

と

一
五

ふ

理

山

か

ら

で

な

く

て

も

、

小

劇

場

は

将

来

も

必

ら

や

一

部

人

士

の

中

に

は

附

く

べ

か

ら

ざ

る

オ

l

ガ

ニ

ゼ

l

シ

ヨ

ン

と

し

て

支

持

さ

れ

て

行

〈

で

あ

ら

う

市

中

に

は

一

知

の

挺

ひ

も

な

い

。

大

裁

と

北

ハ

に

行

動

す

る

事

を

有

意

義

と

考

へ

、

そ

の

た

め

K

は

筒

人

の

趣

味

や

感

附

を

犠

牲

に

す

る

事

を

品

川

て

い

と

は

ぬ

近

代

人

も

、

一

生

の

金

時

聞

を

あ

げ

て

そ

の

通

り

行

副

す

る

事

は

絶

釘

に

あ

り

え

な

い

引

に

私

は

日

本

人

民

於

て

然

り

と

云

ひ

た

い

。

西

洋

人

と

比

較

し

て

|

|

例

へ

ば

衣

裳

の

好

み

・な

ど

に

つ

い

て

1

1

日

本

人

は

箇

性

が

な

い

と

は

‘

よ

く

人

の

口

に

す

る

事

で

あ

る

が

、

私

は

丸

で

逆

K

考

へ

て

帰

る

。

日

本

人

ほ

ど

、

少

く

と

も

欝

術

的

友

趣

味

に

於

て
、

揺

る

〈

云

へ

ば

脂

玉

の

小

さ

い

ほ

ど

筒

K

人

の

好

み

を

主

張

す

る

園

民

は

稀

だ

と

さ

へ

考

へ

て

居

る

、

最

も

よ

い

例

は

能

楽

な

り

.
狂

言

な

り
、

叉

は

政

制

、

=一

弦

等

に

‘

い

か

に

流

一

似

の

多

い

ζ

と

か

，

劇

界

で

も

そ

の

通

り

何

某

家

と

併

す

る

流

派

の

教

は

十

を

以

て

敷

へ

る

べ

く

、

そ

の

い

づ

れ

も

が

各

自

の

好

泳

を

問

守

し

、

耐

時

統

h

f

-

鎗

ん

で

、

容

易

K

他

に

常

同

し

友

い

J

勿

論

と

れ

は

島

問

根

性

で

は

あ

る

が

‘

叉

も

っ

て

外

閣

の

塑

術

家

が

融

通

自

在

‘・

た

ま

た

ま

流

減

ら

し

い

も

の

を

立

て

る

も

の

が

あ

っ

て

も

.

そ

の

門

下

、

末

流

に

至

つ

て

は

忽

ち

彼

我

相

ム

H

流

し

ん

け

う

妥

協

れ

と

著

し

い

割

問

…

を

友

し

て

肘

る

。

か

う

云

ふ

向

性

を

問

執

す

る

日

本

人

の

川

氏

小

.

中

劇

場

が

無

く

・

な

る

と

と

は

到

底

想

像

し

え

ら

れ

な

い

。

昨

今

日

本

の

中

劇

場

の

衰

微

の

H

M

大

原

因

は

、

事

業

家

建

の

設

と

は

反

到

に

、

や

は

り

内

容

の

怯

院

が

知

一

の

原

因

だ

と

思

ふ

o

そ

れ

を

改

持

す

る

事

の

代

り

に

、

事

業

家

は

ん

山

間

K

多

く

の

劇

場

を

増

設

し

・

資

金

の

融

通

に

息

を

つ

か

う

と

る

せ

っ

て

川

る

。

い

か

に

人

口

が

増

加

し

て

も

、

単

に

そ

の

や

り

方

だ

け

で

は

劇

界

が

盛

え

る

筈

は

な

い

。

デ

ュ

l

ク

ス

の

「

劇

場

は

劇

を

也

ら

ネ

』

と

云

っ

た

の

は

寸

餓

の

名

初

で

あ

る

。

が

、

し

か

も

『

刷

揺

は

制

を

出

る

』d

枇

合

民

衆

の

要

求

に

よ

っ

て

生

れ

つ

L

あ

る

大

劇

場

は

.

そ

の

大

劇

場

に

泊

首

な

脚

本

を

許

い

て

く

れ

、

上

出

方

法

b

L

引

火

し

て

く

れ

ん

叫

ん

で

居

る

。

同

時

に

特

殊

の

好

み

陀

よ

っ

て

集

ゐ

幾

多

の

小

グ

ル

ー

プ

は

‘

V

品

口

等

の

生

命

の

粒

と

も

な

る

‘

趣

味

明

か

な

各

々

異

っ

た

快

い

千

頃

の

刺

を

中

劇

場

K

見

せ

て

く

れ

と

叫

ん

で

肘

る

ο

。

大

劇

場

.

中

刺

場

、

小

劇

場

、

共

等

は

れ

・

身

柄

杓

の

使

命

と

意

義

を

有

し

て

川

ろ

口

北

バ

ザ

可

は

そ

の

一

つ

の

み

を

選

立

さ

る

べ

き

れ

代

の

も

の

で

は

な

い

。

相

互

ひ

に

制

作

れ

し

合

ひ
・

叉

は

競

争

し

介

っ

て

‘

枇

合

民

家

に

利

一耐

を

興

へ

ね

ば

-

な

ら

ぬ

大

切

な

任

務

を

有

し

て

居

る

も

の

で

あ

る

u

(
川

-

ん

」

9  



建 築 主 量 士 舎 てX I V ) 726 

。.................................................. ........................ ........ ......................... ................ ....................1

経

営

者

の

見

わ

ん

3

映

議

舘

並

に

劇

場

建

築

経

営

者

の

見

た

る

映

前

儲

並

K

劇

場

建

築

に

関

し

て

明

か

愚

見

を

述

べ

て

見

た

い

と

思

ふ

。

元

米

経

営

者

と

雄

も

各

北

ハ

例

性

を

具

に

す

る

か

ら

、

従

て

単

純

に

律

す

る

と

と

は

出

来

友

い

か

ら

質

際

は

可

・な

り

面

倒

で

あ

る

が

・

併

し

大

鰹

陀

於

て

共

通

性

な

る

庭

を

辿

ぺ

て

見

れ

ば

第

一

帯

に

場

所

の

問

題

で

る

る

。

。

映

商

船

も

劇

場

も

大

館

同

一

で

あ

る

け

れ

ど

も

多

少

は

芸

品

(

が

あ

る

。

先

づ

映

話

怖

の

方

か

ら

云

へ

ば

劇

場

よ

り

凡

て

の

粘

に

於

て

川

小

規

模

で

あ

る

。

経

営

も

劇

場

よ

り

か

向

単

純

で

あ

る

貼

か

ら

敢

に

於

て

非

常

に

多

い

。

放

に

共

撰

定

の

仕

方

も

種

々

あ

る

が

、

先

づ

東

京

詩

草

公

闘

六

院

と

か

、

大

阪

新

世

界

と

か

、

或

は

京

都

新

京

川

酬

と

か

云

ふ

椋

な

盛

り

場

は

別

と

し

て

、

各

一

般

市

内

に

設

置

す

る

場

人

け

は

、

大

憾

に

於

て

階

級

の

高

低

は

あ

れ

ど

も

一

般

に

は

成

る

ぺ

〈

人

口

の

刺

特

な

る

場

所

を

以

て

最

上

と

す

る

。

共

辺

境

K

於

て

は

辺

路

の

角

地

又

は

道

路

に

闘

能

せ

ら

れ

た

る

敷

地

に

し

て
、

最

も

人

の

集

合

し

易

き

E

つ

齢

り

に

騒

鰐

の

あ

る

所

ぜ

友

い

場

所

を

望

む
J

勿

論

一

流

の

映

識

航

と

な

れ

ば

別

で

あ

る

け

れ

ど

も

・

飴

り

に

高

級

で

な

い

館

と

友

れ

ば

皆

川

奥

行

の

十

分

可

能

な

る

所

、

夜

の

方

は

大

成

問

題

で

な

い

。

第

こ

に

は

建

築

の

計

制

の

と

と

で

あ

る

が

、

之

れ

は

先

づ

最

も

大

切

左

る

と

と

が

卒

商

計

制

で

あ

る

、

之

れ

は

成

る

ペ

く

判

り

易

く

し

て

飴

り

単

調

K

流

れ

・

な

い

伎

に

す

る

と

と

で

、

即

ち

『

コ

ン

フ

カ

1

ト

」

に

す

る

と

一
五

ふ

と

と

で

有

る

と

忠

ふ

。

北

ハ

次

が

す

-
偲

訂

刻

で

あ

る

が

、

之

れ

は

北

ハ

『

.

フ

ラ

ン

」

に

安

配

さ

れ

る

も

の

で

、

最

も

軍

要

注

る

事

柄

は

副

糾

「

サ

イ

ト

ラ

イ

ン

」

が

舞

叢

の

映

湖

面

K

容

易

に

集

注

す

る

伎

に

計

劃

す

る

と

と

で

、

理

論

は

削

る

簡

単

・

な

れ

ど

も

、

質

際

は

種

々

の

事

情

の

も

と

に

成

功

し

て

居

る

も

の

が

州

側

め

て

齢

い

u

之

れ

が

官

を

得

て

居

た

な

ら

ば

‘

映

苗

の

槻

立

は

制

め

て

安

柴

K

、

少

し

の

疲

労

も

感

じ

な

い

。

倦

次

に

起

る

問

題

は

音

響

の

事

で

あ

る

が

、

之

れ

は

舘

が

小

さ

け

れ

ば

大

し

た

事

も

な

い

が

.

規

模

が

大

と

な

れ

ば

飴

程

考

慮

を

一安

す

る

。

要

は

映

識

の

説

明

共

他

一且

円

柴

等

が

一

幹

易

に

聴

聞

す

る

と

と

が

出

ぃ

氷

れ

ば

由

民

い

の

で

る

る

J

共

次

は

検

気

暖

房

の

主

で

あ

る

が

、

暖

房

の

方

は

大

概

良

し

い

械

で

あ

る

が

換

気

の

方

は

今

の

底

成

制

し

た

の

は

側

め

て

砂

い

様

で

あ

る

d

何

ん

友

小

さ

き

棺

で

も

全

部

自

然

換

気

法

に

よ

る

正

は

今

迄

は

兎

に

品

川

・

之

れ

よ

り

先

き

は

考

へ

も

の

で

あ

る

。

附

刊

税

校

が

大

と

な

れ

ば

少

く

と

も

冷

水

に

て

空

気

洗

搬

を

均

し

之

れ

を

『

ダ

ク

ト

』

等

の

手

段

に

よ

り

て

客

席

内

へ

快

感

を

興

ふ

る

科

此

に

十

分

の

益

気

量

を

供

給

し

、

之

れ

に

作

ふ

排

気

装

置

も

完

全

で

あ

っ

た

友

ら

ば

、

場

内

は

何

時

も

肱

・

栄

境

で

あ

る

。

其

他

喫

州

仏

語

、

休

憩

山

号

使

所

仕
一
寸
の

設

備

を

完

全

K

す

る

と

と

・

就

中

村

子

は

槻

客

に

い

山

一

接

影

響

を

興

ふ

る

も

の

な

れ

ば

‘

独

陥

を

感

ぜ

ざ

る

桟

・

且

つ

『

シ

l

ト

』

の

抑

刈

あ

る

そ

し

て

凡

て

が

石

一一 10 -

政

太

ｎ ｾ＠

説

丈

友

も

の

を

吟

味

す

る

と

と

で

る

る

u
次

に

は

建

物

の

外

観

内

部

の

逃

作

で

あ

る

が

、

之

れ

は

趣

味

の

問

題

で

一

寸

面

倒

で

あ

る

。

外

翻

の

方

は

つ

と

め

て

人

目

を

引

く

棋

に

さ

り

と

て

融

惑

な

強

烈

な

も

の

は

勿

論

良

し

く

な

い

。

大

陸

の

竹

子

は

様

式

の

新

鶴

に

か

t

A

わ

ら

ヂ

公

共

的

危

そ

し

て

附

味

の

た

っ

ぷ

り

し

た

且

つ

今

迄

述

べ

た

内
・

符

を

総

括

し

た

故

後

の

現

は

れ

で

友

く

て

は

な

ら

な

い

。

内

部

の

逝

作

は

な

る

べ

く

簡

潔

に

し

て

、

映

前

槻

賞

を

本

代

と

し

‘

刺

悦

の

聞

き

も

の

は

良

し

く

友

い

。

併

し

段

々

競

争

が

激

し

く

た

っ

て

兎

角

川

以

烈

な

娃

飾

を

施

す

州

向

は

あ

れ

ど

も

、

成

る

べ

く

事

怖

が

許

せ

ば

問

機

な

る

を

良

し

と

す

。

能

く

此

円

か

ら

怨

築

を

制

円

以

す

る

言

葉

に

「

美

蓋

し

品

川

護

し

」

と

一
試

ふ

事

が

あ

る

が

之

れ

は

車

の

雨

愉

の

如

き

も

の

で

ど

ち

ら

も

欠

く

と

と

は

川

米

な

い

。

即

ち

美

に

過

へ

ば

芯

u
w-
生

じ

、

告

に

泊

へ

ば

美

を

生

や

る

詩

で

あ

る

が

.

妹
一

史

彫

刻

納

J

H

M

等

を

施

さ

な

く

と

も

成

る

ぺ
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く

普

の

方

に

重

き

を

置

き

、

之

れ

よ

り

美

を

得

る

様

な

や

り

方

が

映

諸

制

賞

に

は

無

難

と

関

心

わ

れ

る

。

。

失

は

劇

場

建

築

の

ε
で

あ

る

が

.

之

れ

は

一

般

に

前

者

よ

り

も

柏

規

模

が

大

と

な

る

傾

向

が

あ

る

J

夫

れ

は

第

一

に

舞

事

装

置

.

柴

屋

等

の

程

度

が

大

き

く

成

り

叉

劇

の

首都

聞

が

あ

る

闘

係

よ

り

、

食

堂

及

宮

山

等

に

相

首

の

面

積

を

要

し

従

て

建

物

の

需

が

大

き

く

な

る

。

放

に

前

者

即

ち

映

商

館

の

敷

地

撰

定

と

は

少

し

呉

っ

て

来

る

。

殊

に

最

近

は

何

k

税

制

舎

な

ど

L

種

々

の

催

が

行

わ

れ

.

入

場

退

場

の

時

は

自

動

車

の

輯

藤

が

激

し

い

か

ら

道

路

幅

は

成

る

ぺ

く

蹟

く

、

且

劇

場

私

は

『

建

築

家

』

で

は

あ

り

ま

せ

ん

、

だ

か

ら

私

か

ら

「

建

築

の

智

識

』

と

云

ふ

や

う

な

も

の

を

獲

ゃ

う

と

・

な

さ

れ

て

も

そ

れ

は

無

駄

友

努

力

だ

と

思

ひ

ま

す

。

し

か

し

私

は

「

建

築

の

趣

味

』

と

一去

っ

た

や

う

な

も

の

L

持

合

せ

は

あ

り

ま

す

。

だ

か

ら

私

か

ら

さ

う

し

た

も

の

を

聴

か

つ

蹟

壌

の

如

き

も

の

る

れ

ば

向

結

構

で

あ

る

。

建

物

に

就

て

は

大

韓

前

者

と

同

一

で

あ

る

が

客

席

は

刺

の
ト

々

は

崎

く

す

る

と

と

が

前

者

の

そ

れ

よ

り

も

少

な

い

。

大

韓

に

於

て

明

る

い

か

ら

此

結

が

飴

程

考

慮

を

要

す

る

、

即

ち

芝

居

気

分

が

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

首

今

は

従

来

の

歌

舞

伎

劇

と

問

洋

劇

が

交

K

演

じ

ら

れ

る

の

で

、

双

方

に

都

介

の

能

き

も

の

が

一

帯

良

し

い

課

で

は

あ

る

が

、

中

身

六

ケ

敷

い

。

結

局

簡

削

除

友

る

も

の

が

双

方

に

染

ま

り

ゃ

す

く

、

若

し

単

調

に

流

る

L

様

な

と

き

は

、

共

場

面

に

舷

じ

電

灯

及

『

カ

ー

テ

ン

』

或

は

引

幕

の

様

友

も

の

に

て

装

飾

を

施

し

‘

調

和

を

柿

足

す

る

核

に

す

る

と

と

は

能

い

と

思

ふ

。

此

鈷

に

闘

し

て

は

映

苗

の

方

は

暗

い

か

の

長ｾ

斌

分

う

と

な

さ

る

な

ら

‘

ひ

ょ

っ

と

す

る

と

面

白

い

事

を

云

ふ

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

私

は

今

『

劇

場

の

気

分

』

と

い

ふ

も

の

を

話

さ

う

と

用

意

し

て

居

り

ま

す

。

私

は

『

芝

居

』

と

い

ふ

も

の

を

作

り

る

げ

て

行

〈

『

作

者

』

で

る

り

ま

す

。

『

作

』

ら

日

本

劇

で

も

所

洋

劇

で

も

犬

し

た

問

題

で

友

い

。

叉

歌

舞

伎

芝

居

専

門

と

な

れ

ば

之

れ

に

は

巾

す

迄

も

友

〈

昔

か

ら

の

能

〈

洗

練

さ

れ

た

型

が

あ

っ

て

、

之

れ

に

桜

め

る

か

ら

外

観

・

な

ど

は

楠

の

上

っ

た

江

戸

風

の

も

の

.

叉

内

部

造

作

は

大

瓶

二

階

建

で

そ

し

て

階

高

が

一

般

に

低

い

か

ら

、

脱

税

が

第

一

に

柴

く

で

、

口

跡

が

能

〈

問

え

、

制

と

建

物

と

は

ピ

タ

ツ

ト

介

致

し

て

居

る

か

ら

-

共

味

は

又

別

で

あ

る

。

能

〈

昔

の

芝

居

は

一

度

見

る

と

印

象

が

探

〈

て

忘

れ

に

く

い

と

一
五

ふ

の

は

、

思

ふ

に

遺

作

の

刺

戟

が

今

桂

で

な

く

、

劇

の

矧

立

に

車

き

を

世

き

.

劇

と

の

親

し

み

深

か

っ

た

様

K

思

わ

れ

る

c

勿

論

今

日

の

如

き

日

進

月

歩

の

と

き

に

何

も

背

を

山

中

ぶ

ξ

も

友

い

と

思

わ

t 、

艮

と

い

ふ

事

は

「

建

築

』

と

共

通

し

た

一

つ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

る

り

ま

す

。

私

は

作

り

あ

げ

ら

れ

た

「

建

築

』

を

批

許

τ
る

事

が

出

来

ま

す

。

し

か

し

芝

居

を

基

礎

工

事

か

ら

積

上

げ

得

ら

れ

る

や

う

に

、

地

を

幾

十

丈

か

剃

下

げ

て

ソ

ロ

/

1

家

を

建

て

ゃ

う

と

い

ふ

事

は

不

可

能

で

す

れ

る

が

、

さ

り

と

て

捨

て

難

き

風

情

と

思

ふ

。

。

兎

に

角

結

論

と

し

て

概

容

に

好

感

を

奥

へ

経

営

の

繁

栄

を

期

す

る

と

と

で

あ

る

が

.

之

れ

に

は

叉

入

場

料

金

の

低

廉

な

る

を

要

す

る

を

以

て

、

比

較

的

少

額

の

投

資

に

て

最

大

の

効

果

を

得

る

線

計

制

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

っ

之

れ

に

は

普

壷

し

の

方

法

で

、

階

級

の

如

何

を

問

は

や

凡

て

の

客

府

よ

り

滋

舞

昌

一

回

曲

、

映

画

の

観

賞

胸

部

聞

に

遺

憾

な

か

ら

し

む

る

と

云

ふ

ξ

が

絶

封

僚

件

で

、

出

来

柴

へ

も

相

首

に

効

川

ポ

を

修

め

た

な

ら

ば

.

共

建

物

が

自

己

の

所

有

で

あ

り

て

も

、

亦

賃

貸

建

物

で

も

、

経

信

者

と

し

て

の

見

地

よ

り

渦

足

す

べ

き

も

の

と

思

ふ

0

2

5

j蔚

南

ヰ七

『

劇

場

』

そ

れ

は

そ

も

/

¥

表

構

へ

か

ら

し

て

「

劇

場

」

が

も

っ

て

ゐ

る

力

説

や

か

さ

』

が

ほ

し

い

と

思

ひ

ま

す

。

ゐ

寺

の

ゃ

う

で

も

困

る

で

せ

う

し

ピ

ル

ヂ

ン

〆

で

も

い

け

ま

せ

ん

、

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

で

も

.

百

貨

底

で

も

、

ホ

テ

ル

で

も

困

り

ま

す

。
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「

劇

場

の

も

つ

特

麗

の

味

』

を

そ

と

に

俗

ら

友

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。人

を

ひ

き

つ

け

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

J

劇

場

の

建

物

に

「

ま

ね

き

猫

』

の

役

目

を

つ

と

め

さ

せ

な

け

れ

ば

友

り

ま

せ

ん

。

さ

う

す

る

と

、

共

庭

に

、

『

色

彩

」

『

感

じ

」

『

や

わ

ら

か

さ

旬

味

』

『

官同

さ

』

『

建

築

』

の

方

で

は

ど

ん

た

テ

ク

ニ

ツ

場

慮。

1/l. 

「

U

私

は

巴

旧

ょ

や

そ

の

他

の

都

市

で

小

ぢ

ん

ま

り

し

た

気

の

き

い

た

新

ら

し

い

小

劇

場

を

三

阿

見

乏

し

た

が

、

日

本

で

も

、

せ

い

ぜ

い

三

百

人

枕

乃

至

五

百

人

ま

で

位

の

.

云

は

ぱ

従

米

の

寄

席

を

も

っ

と

近

代

的

に

改

築

し

た

大

き

さ

の

、

小

劇

場

を

建

て

L

欲

し

い

と

思

う

て

居

り

ま

す

。

そ

う

云

う

小

劇

場

は

卒

聞

は

非

常

に

か

ん

た

ん

で

、

唯

安

楽

K

そ

し

て

気

安

く

見

ら

る

L

と

云

う

と

と

だ

け

を

主

限

と

し

て

建

築

さ

れ

て

居

る

放

‘

別

に

食

堂

と

か

喫

茶

・加

と

か

叉

は

休

憩

室

と

か

そ

う

云

っ

た

徐

分

の

・

髭

は

全

く

無

い

ク

を

用

ひ

る

か

は

し

り

ま

せ

ん

が

、

兎

に

角

さ

う

云

っ

た

す

べ

て

を

佐

り

か

へ

考

慮

し

友

け

れ

ば

な

り

ま

す

ま

い

3

1

『

芝

居

』

友

ん

で

い

ふ

も

の

は

ど

の

道

か

ら

進

ん

で

見

て

も

『

気

分

本

位

』

の

も

の

で

?

私

は

山

音

量

し

美

つ

く

し

で

は

困

る

と

思

ふ

一

人

友

の

で

す

、

舞

葺

が

世

話

場

で

る

る

に

拘

は

ら

歩

、

翻

斑

府

が

金

ピ

カ

で

は

全

〈

出

合

は

な

い

も

の

が

る

り

は

し

ま

す

ま

い

か

。

つ

漫

筆

い

て

の

で
、

煙

車

な

ど

は

廊

下

や

階

段

室

で

の

ん

き

に

ふ

か

し

て

居

る

有

様

で

す

。

尤

h

劇

場

の

開

始

時

聞

が

夕

食

後

で

あ

る

た

め

、

日

本

の

そ

れ

の

よ

・

つ

に

見

る

事

と

食

ふ

事

と

が

軍

複

し

て

な

い

の

だ

か

ら

、

そ

の

貼

甚

だ

都

合

よ

い

の

で

あ

り

ま

す

。

場

所

に

よ

っ

て

は

一

寸

し

た

酒

場

が

あ

り

ま

す

が

.

之

は

飲

物

専

貰

だ

か

ら

殆

ん

ど

御

容

は

立

飲

み

で

用

が

た

り

ま

す

。

叉

特

K

飲

み

た

い

人

は

芝

居

が

は

ね

て

か

ら

詮

中

ω

レ

ス

ト

ラ

ン

へ

出

か

け

ま

す

し

、

御

腹

の

益

い

た

人

も

そ

と

で

夜

中

の

食

事

が

出

来

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

コ

食

ふ

と

と

は

第

二

の

問

『

外

観

』

な

ど

は

、

前

K

云

っ

た

ゃ

う

で

い

L

と

し

て

、

『

内

部

』

は

あ

ま

り

に

洋

式

に

流

れ

な

い

や

う

に

し

た

い

の

と

.

「

コ

テ

/

ー

し

た

色

彩

』

『

甘

い

味

」

『

べ

ら

ぼ

う

な

高

さ

』

「

限

を

射

る

や

う

な

キ

ラ

ピ

ヤ

か

さ

』

友

ど

は

一

切

さ

け

な

け

れ

ば

場

中

は

叶

締

ま

ら

な

い

と

思

ふ

の

で

す

。

木

題

と

し

て

、

見

る

一

方

の

気

持

ち

の

よ

い

、

小

ぢ

ん

ま

り

し

た

小

劇

場

は

是

非

あ

っ

て

よ

い

と

思

ひ

ま

す

。

先

年

私

が

東

京

で

仕

事

を

し

て

出

る

時

、

或

る

芝

居

合

同

枇

の

幹

部

の

人

人

も

是

非

ぞ

ん

な

小

屋

を

迷

っ

て

見

た

い

な

ど

L

切

に

話

さ

れ

た

と

と

が

あ

灼

ま

し

た

が

、

芝

居

道

側

係

者

に

も

と

ん

な

慾

求

は

多

分

私

な

ど

以

上

K

持

っ

て

居

ら

る

t

A

と

と

で

せ

う

が

‘

と

か

く

問

題

の

多

い

目

下

の

欣

態

で

は

そ

と

ま

で

手

が

の

び

な

い

の

だ

と

思

は

れ

ま

す

。。

小

劇

効

と

し

て

一

個

建

に

す

る

と

と

近

頃

多

〈

洋

式

を

と

り

い

れ

て

む

や

み

に

「

モ

ダ

ン

」

が

っ

て

ゐ

ま

す

が

『

レ

ヴ

ユ

l

』

と

か

『

映

苗

』

に

は

よ

い

と

し

て

、

日

本

古

来

の

歌

舞

伎

の

場

合

に

『

無

調

和

』

と

い

ふ

事

が

ま

ぬ

か

れ

ま

す

ま

い

。

銀

話

し

か

け

て

見

る

と

.

と

れ

以

上

の

事

も

云

へ

・

な

さ

さ

う

で

す

、

何

だ

い

そ

れ

つ

ぽ

つ

ち

か

い

と

笑

は

な

い

で

ね

。

十す

千尋

Ns  

は

理

想

的

で

す

が

、

高

k

五

百

人

か

八

百

人

位

牧

容

の

小

屋

は

過

賞

な

る

ピ

ル

デ

ン

グ

の

一

部

に

ふ

く

め

ら

れ

で

も

よ

い

と

忠

ひ

ま

す

。

千

人

以

上

の

小

屋

は

中

劇

場

と

し

て

相

官

の

傑

件

が

つ

き

ま

と

う

と

と

は

止

む

を

得

ぬ

と

は

思

は

れ

ま

す

が

、

そ

れ

以

下

の

小

屋

は

監

督

官

似

の

方

で

も

大

分

に

割

引

し

て

融

通

性

の

あ

る

僚

令

で

以

て

、

危

険

や

ひ

ど

い

支

障

の

な

い

限

り

、

或

る

梶

度

寛

大

な

按

配

を

ゆ

る

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

と

好

都

合

と

存

じ

ま

す

。

前

置

き

が

長

く

な

り

ま

し

た

が

、

巴

里

で

見

た

或

る

小

屋

は

全

く

一

つ

の

ピ

- 12 ー
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ル

デ

ン

グ

の

地

下

室

を

利

川

し

た

も

の

で

、

正

面

玄

関

か

ら

い

き

友

り

蹟

問

へ

出

る

と

切

符

資

揚

が

る

っ

て

、

す

ぐ

う

し

ろ

と

左

右

に

出

入

口

や

階

段

が

あ

っ

て

.

そ

れ

A

¥
平

場

や

桟

敷

へ

連

絡

し

て

あ

り

ま

す

。

矧

賀

川

に

は

左

右

に

廊

下

友

ど

は

無

く

長

さ

の

三

分

一

梓

.

ま

で

二

階

構

敷

が

出

て

居

り

ま

す

J

芝

居

が

す

む

と

す

ぐ

舞

台

の

前

の

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

の

左

右

に

設

け

ら

れ

た

出

口

か

ら

、

極

め

て

辿

か

に

御

容

は

退

場

し

て

し

ま

ひ

ま

す

ο

O

 

と

ん

丘

小

劇

場

で

は

御

客

の

う

ど

き

が

能

く

訓

練

さ

れ

て

居

る

た

め

に

殆

ん

ど

興

業

者

側

か

ら

の

手

は

か

L

ら

ぬ

よ

う

で

、

案

内

人

な

ど

も

そ

ん

友

に

大

勢

居

り

ま

せ

ん

し

、

そ

れ

に

切

符

は

椅

子

の

存

続

入

り

だ

か

ら

御

互

の

混

雑

は

自

然

起

ら

な

い

D

で

す

。

今

思

う

と

可

笑

し

い

の

で

す

が

一

帯

に

駄

洲

の

劇

場

で

は

御

客

は

案

内

人

に

心

付

け

を

や

り

叉

案

内

人

は

御

客

か

ら

心

付

け

を

貰

う

と

と

と

な

っ

て

居

る

と

と

は

、

従

来

東

京

や

大

阪

の

劇

場

で

も

あ

っ

た

と

と

で

首

今

は

大

分

減

っ

た

よ

う

で

す

が

、

肱

洲

で

は

依

然

そ

の

ま

L

ek

-

な

っ

て

居

る

様

子

で

る

り

ま

す

。

巴

里

の

或

る

と

と

ろ

で

は

案

内

人

の

方

か

ら

『

と

れ

ぢ

や

す

く

な

過

ぎ

る

・

も

っ

と

下

さ

い

』

・

な

ん

て

岡

k

し

い

の

が

居

り

ま

し

た

が

.

之

ら

は

一

般

に

友

く

な

っ

て

く

る

傾

向

が

見

え

ま

す

。

最

近

改

築

出

来

た

ば

が

り

の

巴

里

の

ガ

ク

モ

ン

バ

レ

ー

な

ど

で

は

と

ち

ら

か

ら

心

付

け

を

出

し

て

も

案

内

人

は

受

け

取

ら

な

か

っ

た

と

受

え

て

居

り

ま

す

。

叉

横

道

に

そ

れ

ま

し

た

が

、

大

憾

に

於

い

て

建

物

の

平

面

を

概

槻

し

て

取

締

規

則

は

我

間

程

股

格

で

た

く

大

分

ゆ

と

り

が

あ

る

よ

う

に

思

は

れ

ま

す

0

4

ん

も

町

全

憾

の

建

築

は

絶

鰐

耐

誌

と

は

申

し

か

ね

ま

す

が

、

耐

火

的

で

は

あ

る

よ

う

で

す

か

ら

、

共

溢

我

閣

の

よ

う

な

木

浩

建

築

の

多

い

町

の

中

K

建

て

ら

れ

る

も

の

と

は

大

分

係

件

が

迷

っ

て

来

る

の

だ

ら

う

と

思

は

れ

ま

す

c

O

 

椅

子

の

大

き

さ

、

各

問

陥

な

ど

は

、

我

園

の

鋭

定

よ

り

少

し

く

一

廻

り

ひ

ろ

い

と

云

っ

た

程

度

で

る

り

ま

す

が

、

多

く

の

場

合

椅

子

そ

の

も

の

の

腰

掛

具

合

は

ま

と

と

に

能

く

、

安

柴

友

も

の

で

す

。

建

物

そ

れ

自

悼

は

所

謂

無

装

飾

式

と

で

も

一
広

ひ

ま

せ

う

か

、

近

代

の

も

の

程

揃

酒

な

単

純

な

形

式

で

つ

〈

ら

れ

て

居

り

ま

す

が

、

仕

上

材

料

な

ど

は

相

官

の

良

質

の

も

の

を

使

用

し

て

居

h

り

ま

す

の

で

一

寸

見

に

は

或

は

安

く

思

は

れ

で

も

.

-

世

際

は

形

の

割

に

は

質

禅

な

も

の

が

多

い

よ

う

で

あ

り

ま

す

。

舞

台

の

道

具

建

も

単

純

に

た

っ

て

居

る

よ

う

で

す

が

、

舞

台

に

附

随

し

て

必

要

注

設

備

は

と

れ

と

反

封

K

だ

ん

/

¥

1

複

雑

陀

な

っ

て

行

く

も

の

と

思

は

れ

ま

す

。

殊

に

電

気

の

照

明

接

世

は

素

晴

ら

し

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

充

分

洗

練

さ

れ

た

色

彩

の

感

究

と

た

く

み

な

電

気

照

明

術

と

に

よ

っ

て

、

舞

台

効

果

の

上

に

な

ん

と

も

云

へ

ぬ

情

景

を

表

現

し

て

M

る

の

で

あ

り

ま

す

。

-

E

K
巴

毘

人

程

現

代

に

於

い

て

県

富

友

色

彩

感

覚

を

多

分

に

持

ち

、

そ

し

て

生

き

/

¥

し

た

立

添

友

美

し

い

表

現

を

注

し

得

る

も

の

は

な

い

と

思

ひ

ま

す

。

。

巴

旦

の

グ

ラ

ン

ド

オ

ペ

ラ

の

よ

う

な

大

劇

場

は

む

ろ

ん

小

劇

場

で

も

舞

台

装

世

.

道

具

建

て

‘

い

ろ

/

¥

小

道

具

の

配

置

、

家

具

制

度

口

m

の

な

ら

ぺ

方

、

そ

し

て

と

と

に

そ

れ

ら

の

形

と

色

彩

の

布

世

と

、

俳

優

の

扮

接

と

化

粧

た

ど

寸

分

の

隙

間

も

た

く

、

置

に

す

ば

ら

し

い

た

く

み

さ

で

あ

り

ま

す

。

残

念

な

が

ら

私

は

フ

ラ

ン

ス

語

が

出

来

友

い

の

で

コ

ミ

ッ

ク

な

ど

の

気

の

利

い

た

酒

落

と

と

ば

が

わ

か

ら

な

い

の

守

、

劇

場

内

の

柴

し

い

掠

聞

東

を

充

分

堪

能

出

来

な

い

の

で

し

た

が

、

そ

れ

で

も

か

な

り

深

い

感

動

を

受

け

て

の

う

/

¥

し

た

ほ

が

ら

か

な

気

分

に

ひ

た

っ

て

満

足

し

た

と

と

で

あ

り

ま

す

。

か

L

る

種

類

の

小

劇

場

は

建

築

と

し

て

さ

程

に

凝

っ

た

も

の

L

如

く

見

え

ま

せ

ん

が
、

然

し

一

面

デ

ザ

イ

ン

と

し

て

相

官

洗

練

を

へ

て

居

る

よ

う

で

あ

り

ま

す

。

組

本

問

題

と

し

て

卒

商

計

剰

が

比

較

的

簡

易

直

明

で

あ

る

と

と

が

自

然

も

の

L

刺

織

や

梢

阿

に

影

山

柑

一

閃

し

て

く

る

の

で

す

が

、

同

時

に

建

築

そ

れ

向

臨

も

小

さ

い

な

が

ら

も

市

動

的

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

と

思

ひ

ま

す

。

劇

場

の

ま

わ

り

の

後

地

な

ど

は

周

回

の

似

畑

山

K

よ

っ

て

は

さ

程

に

考

慮

す

る

必

要

も

な

い

場

合

も

少

友

く

な

い

と

思

は

れ

ま

す

、

と

う

云

ふ

蜘

で

は

駄

米

の

金

問

で

は

無

い

か

も

知

れ

な

い

け

れ

ど

、

古

い

ピ

ル

デ

ン

グ

の

一

部

を

小

劇

場

や

映

前

舘

に

改

築

し

た

よ

う

の

例

は

、

我

閣

な

ど

の

日

下

の

欣

態

で

は

一

寸

望

め

友

い

問

題

で

る

る

と

と

は

遺

感

で

あ

り

ま

す

。

。

日

本

の

劇

場

と

除

洲

の

そ

れ

と

は

到

底

比

較

に

な

ら

ぬ

程

御

互

に

引

殊

性

を

持

っ

て

肘

る

と

と

は

ま

と

と

に

興

味

が

あ

り

ま

す

。

舞

台

だ

け

の

事

か

ら

で

も

.

日

本

は

卒

間

的

で

向

う

は

立

閥

的

と

で

13 ー
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も

中

し

ま

せ

う

か

。

東

作

人

と

西

洋

人

と

の

聞

に

於

い

て

各

々

体

説

的

に

持

っ

て

授

か

っ

た

も

の

の

館

公

態

度

が

ゐ

の

づ

と

か

L

る

形

式

を

生

ん

だ

も

の

と

云

っ

て

よ

い

と

思

ひ

ま

す

。

べ

っ

た

り

廃

部

国

K

坐

っ

て

見

る

と

と

と

椅

子

K

も

た

れ

て

上

牟

身

を

直

立

さ

し

て

見

る

と

と

の

差

異

が

舞

台

及

大

道

具

の

方

に

も

及

ぼ

し

て

、

舞

台

間

口

の

形

.

奥

行

な

ど

及

び

道

具

建

の

は

た

ら

き

、

俳

優

の

う

ど

き

そ

れ

ぞ

れ

の

形

式

を

呉

友

ら

し

め

て

居

る

と

思

は

れ

ま

す

。

が

近

頃

念

下内のｾＧＢ主る ー に ｾｾｬ Ｇ Ｎ ＧＱ芭

ＱｴＧｾＱ 今の助町

に

日

本

の

生

前

椋

式

が

陥

化

し

て

来

ま

し

た

乃

で

、

ど

ち

ら

が

よ

い

と

か

わ

る

い

と

か

を

論

や

る

飴

地

は

始

ん

E

役

〈

・な

っ

て

来

て

、

今

後

は

純

粋

の

日

本

式

劇

場

は

成

り

た

L

な

い

の

で

、

新

ら

し

い

劇

場

を

建

て

る

と

す

れ

ば

ど

う

し

て

も

欧

米

の

そ

れ

ら

を

参

酌

し

友

け

れ

ば

友

ぬ

ぬ

衆

運

K

在

る

と

と

は

止

む

を

得

ぬ

と

と

L

思

は

れ

ま

す

。

槻

覧

席

を

椅

子

に

改

め

る

と

と

は

す

で

に

徹

底

し

た

よ

う

で

す

が

、

そ

れ

で

も

向

舞

台

上

の

効

川

市

を

立

鰭

的

に

表

現

す

る

穴

め

、

忠

ひ

切

っ

て

従

来

の

横

長

の

舞

台

間

口

を

縦

長

の

そ

れ

に

改

造

問

来

ぬ

矛

盾

が

る

る

よ

う

で

す

。

即

ち

と

れ

程

日

本

の

演

劇

そ

の

も

の

L

根

強

よ

さ

、

叉

は

特

殊

性

或

は

又

御

客

側

の

鑑

賞

的

態

度

な

り

が

日

本

ら

し

い

特

色

を

ま

だ

多

分

K

保

有

し

て

居

る

の

で

あ

る

と

思

は

れ

ま

す

O

 

小

劇

場

の

舞

台

間

口

と

し

て

・

横

六

七

間

杭

、

高

五

間

住

欲

し

い

と

思

ひ

ま

す

。

奥

行

も

五

六

聞

で

充

分

で

せ

う

。

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

が

あ

れ

ば

-m
分

は

無

い

と

思

ひ

ま

す

。

従

来

の

日

本

に

於

け

る

劇

場

は

小

屋

の

格

位

を

舞

台

間

口

の

幅

で

き

め

て

し

ま

う

よ

う

で

あ

り

ま

す

。

東

京

の

歌

舞

伎

座

は

十

五

間

だ

か

ら

第

一

流

だ

と

か

、

明

治

座

の

は

十

三

間

だ

か

ら

第

ご

流

だ

と

か

、

帝

劇

は

十

聞

だ

か

ら

東

京

劇

場

に

は

及

ば

な

い

と

か

、

つ

ま

り

舞

台

間

口

の

叫

が

そ

の

小

犀

の

先

決

川

閣

で

観

客

人

員

な

ど

も

之

に

よ

っ

て

抑

制

出

さ

れ

る

様

様

で

あ

り

ま

す

。

尤

も

近

頃

や

か

ま

し

い

犬

家

劇

場

を

目

的

と

す

る

方

か

ら

は

歌

舞

伎

座

や

賀

塚

歌

劇

場

な

ど

の

観

客

人

員

二

千

五

百

人

と

か

三

千

人

と

か

試

は

も

っ

と

収

容

で

き

る

産

物

は

組

め

て

好

都

合

で

あ

り

ま

せ

う

が

、

小

劇

場

と

雄

も

見

せ

る

方

法

に

よ

っ

て

は

充

分

大

朱

的

に

成

り

得

る

と

思

は

れ

ま

す

。

ア

メ

リ

カ

の

或

る

活

動

窮

民

館

で

し

た

が

、

と

れ

は

い

つ

も

時

事

問

題

や

き

わ

も

の

を

た

て

儲

け

に

う

つ

し

て

一

日

に

七

阿

も

八

阿

も

何

阿

と

左

く

た

へ

ま

た

く

繰

り

返

し

て

居

る

の

で

す

。

ト

ー

キ

ー

で

す

か

ら

説

明

者

は

不

要

で

す

、

御

客

は

入

場

料

を

は

ら

っ

て

ど

と

で

も

安

い

た

府

民

す

わ

っ

て

見

て

、

一

定

の

お

毘

を

見

終

は

っ

た

ら

勝

手

に

出

て

行

っ

て

し

ま

う

の

で

す

。

だ

か

ら

と

の

映

古

舘

に

は

た

し

か

切

符

賢

壌

に

人

影

を

見

る

だ

け

で

管

理

人

と

か

案

内

者

な

ど

は

見

え

た

か

っ

た

と

忠

は

れ

ま

す

。

と

れ

な

ど

は

随

分

徹

底

し

た

大

氷

的

の

経

営

方

法

だ

と

思

は

れ

ま

す

。
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特

妹

設

備

と

し

て

は

電

お

銭

置

に

、
主

と

し

て

出

来

る

だ

け

の

力

を

致

す

べ

き

で

、

と

の

知

で

は

残

念

・な

が

ら

我

岡

の

劇

場

は

、

陥

米

に

比

し

何

ん

と

も

形

容

の

出

来

ぬ

程

の

貧

弱

さ

幼

稚

さ

で

、

馬

鹿

k

k

し

い

位

で

あ

り

ま

す

。

む

し

ろ

そ

の

外

の

換

気

と

か

媛

房

と

か

冷

-

房

で

は

少

く

と

も

欧

羅

巳

の

多

く

の

劇

場

K

比

し

左

税

の

遜

色

な

い

と

思

は

れ

ま

す

J

む

ろ

ん

賦

洲

は

一

般

に

気

候

や

温

度

の

鎚

化

や

差

遣

が

少

な

い

た

め

に

、

か

L

る

方

耐

陀

針

し

日

本

の

劇

場

の

よ
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う

に

複

雑

な

る

佐

世

は

必

要

と

し

な

い

も

の

と

思

は

れ

ま

す

。

少

・

な

く

と

も

冷

房

に

つ

い

て

は

日

本

の

劇

場

の

方

が

か

た

り

苦

殿

さ

れ

て

居

る

悦

様

で

あ

り

ま

す

』

尤

も

向

う

で

は

夏

別

に

は

芝

居

は

休

演

し

て

肘

る

の

で

冷

房

装

置

の

必

要

は

感

じ

な

い

の

で

あ

り

ま

せ

う

。

か

L

る

方

一

削

の

川

題

で

は

や

は

り

ア

メ

リ

カ

の

劇

場

や

映

商

館

の

方

が

遥

か

に

進

ん

だ

立

誠

危

設

備

を

備

へ

て

居

り

ま

す

。

全

〈

蹴

洲

の

も

の

な

ど

と

は

御

話

し

に

な

ら

ね

m

何

度

の

も

の

で

あ

り

ま

す

J

だ

か

ら

人

気

取

り

の

上

予

な

ア

メ

リ

カ

の

或

る

小

凶
作

で

は

、

冷

房

や

地

気

設

備

の

完

全

な

る

と

と

を

棋

精

し

て

.

大

道

路

K

商

し

た

吹

闘

の

所

へ

大

げ

さ

に

脊

き

た

て

て

立

体

川

に

前

告

し

て

居

る

も

の

友

ど

を

m

k
見

う

け

ま

し

た

。

。

イ

タ

リ

ー

れ

・

ロ

!

?

で

ド

l

ボ

ラ

ボ

ー

ロ

戸

川

労

働

の

後

}
凶

惜

の

専

別

し

て

尉

る

手

頃

な

A

M

H

主

を

見

ま

し

た

が

、

主

と

し

て

出

制

と

奏

楽

場

に

使

用

さ

れ

て

居

る

も

の

で

、

ぎ

っ

し

り

つ

め

た

ら

千

三

四

百

人

は

入

る

と

思

は

れ

ま

す

。

私

が

行

っ

た

の

は

大

マ

ス

カ

ニ

ー

が

鍛

道

従

業

員

よ

り

成

る

一背

繋

闘

を

指

揮

し

て

ベ

l

ト

ペ

ン

や

ベ

ル

デ

イ

や

大

マ

ス

カ

ニ

1

自

身

の

曲

目

を

演

奏

す

る

と

云

ふ

の

で

そ

れ

を

聞

く

た

め

に

ロ

1

7

で

御

近

づ

き

に

・

な

っ

た

下

位

さ

ん

の

御

家

族

の

お

供

を

し

て

書

り

ま

し

た

。

建

築

は

新

ら

し

い

も

の

で

す

が

.

さ

す

が

イ

タ

リ

ー

に

は

グ

ラ

シ

カ

ル

友

形

式

が

根

聞

く

て

向

然

新

し

が

り

の

建

築

K

も

そ

う

云

ふ

古

い

形

式

の

友

に

も

の

か

ピ

表

は

れ

て

居

り

ま

す

吋

観

閲

府

は

問

形

で

、

敏

一
及

天

井

は

純

白

ス

タ

ツ

コ

徐

一
一

り

の

す

と

ぶ

る

簡

素

友

も

の

で
‘

椅

子

も

全

部

金

物

の

込

K

ベ

ニ

ヤ

板

を

張

っ

た

も

の

だ

っ

た

と

川

山

ひ

ま

す

。

天

井

に

は

阿

M

M

で

山

側

十

二

日
八

伎

の

く

ぼ

み

が

あ

り

ま

す

が

休

憩

時

聞

に

な

る

と

く

ぼ

み

の

上

部

の

荒

が

員

二

つ

に

わ

れ

て

左

右

へ

引

き

分

け

る

よ

う

に

な

っ

て

.

そ

と

か

ら

間

前

中

K

と

も

っ

た

悪

い

広

告

刑

が

屋

川

伏

裏

を

通

っ

て

外

へ

排

出

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

居

り

ま

す

。

な

に

し

ろ

大

ア

ス

カ

エ

1

川

出

と

云

う

の

で

人

気

は

犬

鑓

な

も

の

で

又

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

の

鍛

道

従

業

員

の

普

柴

聞

も

す

と

ぶ

ろ

緊

張

し

て

熱

心

F  

/  t  

D

A

h

偽

句

パ
は

(
工

ヲ

ゲ

シ

。

キ
干

#

t

h

U

R

白

え主

体

内

局

L
に

出

奏

し

ま

し

た

が

、

か

L

る

方

簡

に

る

ま

り

顕

の

知

県

い

私

で

も

深

い

感

激

を

味

は

っ

た

と

と

で

し

た

ν

。

イ

タ

リ

ー

内

地

の

主

な

ろ

各

都

市

陀

は

ド

l

ボ

ラ

ポ

1

ロ

の

間

関

で

椛

川

た

る

制

織

山

下

に

椛

告

さ

れ

て

居

る

立

祇

友

性

宅

問

域

が

あ

り

ま

し

て

、

そ

と

に

は

そ

れ

メ

¥

小

刷

場

の

叫

仲

間

で

公

A

M

U

堂

の

よ

う

な

建

物

が

た

つ

て

居

り

ま

す

。

ロ

ー

マ

だ

け

で

も

阿

っ

か

五

つ

忙

あ

っ

た

と

忠

ひ

ま

す

。

そ

し

て

時

々

そ

の

A

M

日

常

で

同

開

の
A

M

H

員

よ

り

成

る

演

劇

や

一
試
一

円

紫

公

加

が

あ

っ

て

随

分

有

武

義

な

る

文

化

機

闘

と

な

っ

て

肘

る

の

で

あ

り

ま

す

o

恐

ら

〈

イ

タ

リ

ー

人

税

一国
円

墳

愛

灯

の

岡

氏

は

無

い

と

思

は

れ

ま

す

が

.

ど

と

へ

行

つ

で

も

相

首

の

行

柴

を

き

く

事

が

川

来

ま

す

。

ド

l

ボ

ラ

ボ

l

ロ

の
A

M

江

川

は

能

く

青

集

合

場

と

し

て

又

部

劇

場

と

し

て

利

川

さ

れ

て

居

る

の

で

、

特

に

と

の

作

品

は

ご

く

慌

た

入

場

料

で

場

介

に

よ

っ

て

は

無

料

で

入

れ

お

の

で

あ

り

ま

す

。

間

合

時

間

は

た

い

て

い

夕

食

後

即

ち

八

時

Tol し

1S 一一
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頃

か

ら

で

あ

り

ま

す

か

ら

勤

務

や

勢

働

の

時

聞

を

む

だ

に

す

る

よ

う

の

と

と

な

く
、

叉

と

の

閉

館

に

は

少

く

も

正

賞

た

賊

労

働

や

勤

務

に

よ

っ

て

生

活

し

て

居

る

者

は

、

佐

世

の

上

下

に

か

L

わ

ら

十

極

め

て

や

す

い

合

設

で

合

員

と

な

る

と

と

が

問

来

る

の

で

、

家

族

の

あ

る

者

は

家

族

も

同

様

の

待

遇

を

う

け

る

と

と

が

川

来

る

の

だ

そ

う

で

あ

り

ま

す

。

と

う

云

ふ

闇

慌

を

我

閣

に

逝

っ

て

よ

い

か

ど

う

か

は

別

問

題

と

し

て

、

説

で

も

気

安

く

出

入

り

の

川

米

る

手

頃

の

大

さ

の

A

W

U

場

を

数

多

〈

建

て

る

と

と

は

無

意

味

で

は

な

い

と

思

は

れ

ま

す

J

o

 

m

早

に

商

宵

上

か

ら

と

う

云

ふ

種

類

の

も

の

が

能

い

経

営

を

続

け

る

と

と

は

無

論

至

級

友

と

と

L

は

想

像

さ

れ

ま

す

が

と

の

漫

筆

の

最

初

に

於

い

て

書

い

た

よ

う

に

大

作

祉

の

幹

部

の

中

に

も

か

な

り

熱

心

に

幾

分

な

り

と

理

想

K

近

い

小

制

場

を

建

て

L

見

た

い

と

云

ふ

主

張

は

あ

る

よ

う

で

す

か

ら

、

早

川

山

賀

現

す

る

と

と

が

山

川

来

る

か

も

知

れ

な

い

と

思

ひ

ま

す

。

私

の

頭

の

中

に

は

別

K

具

躍

的

に

ど

う

し

て

よ

い

と

云

ふ

考

案

は

無

い

の

で

あ

り

ま

す

が

.

出

来

れ

ば

東

京

と

大

阪

位

に

せ

め

て

一

ケ

所

づ

L

位

の

ま

と

ま

っ

た

小

劇

場

が

あ

っ

た

ら

と

忠

ひ

ま

す

。

大

阪

の

朝

日

合

桁

な

ど

が

た

へ

や
J

利

用

さ

れ

て

居

る

の

は

す

で

に

と

の

気

運

が

熟

し

て

居

る

の

で

は

純

一

い

で

せ

う

か
、

あ

れ

友

ど

は

ま

と

と

に

枇

命

日

的

に

白

川

義

の

あ

る

は

だ

ら

き

を

持

っ

た

建

物

だ

と

思

は

れ

ま

す

。

O

 

小

劇

場

の

道

具

友

ど

に

つ

い

て

は

、

欧

洲

の

各

都

市

で

佐

K

演

附

さ

れ

て

居

る

レ

ビ

ュ

ー

に

使

用

し

て

居

る

も

の

は

主

と

し

て

霊

幕

肱

川

の

も

の

で

、

そ

れ

は

最

も

使

利

だ

と

思

び

ま

す

c

電

気

の

照

明

に

相

首

な

工

夫

が

る

れ

ば

、

山
平
に

霊

蒜

だ

け

で

も

か

・

な

り

複

雑

な

そ

し

て

生

き

/

¥

し

た

立

械

な

効

果

が

表

現

さ

れ

る

と

思

ひ

ま

す

。

日

本

式

の

横

長

舞

事

で

は

ど

う

し

て

も

垂

幕

だ

け

で

は

聞

が

ぬ

け

ま

す

J

い

や

で

も

雨

脇

氏

不

自

然

友

形

ち

の

二

重

に

も

三

重

一
陀

も

の

高

い

塀

を

つ

く

ら

ね

ば

友

り

ま

せ

ん

。

と

と

に

多

く

の

演

技

で

見

て

も

舞

事

で

ほ

ん

と

う

の

働

き

の

あ

る

所

は

雨

花

道

の

聞

で

る

っ

て

、

そ

の

左

右

は

川

が

た

り

と

か

は

や

し

場

の

た

め

に

の

み

存

在

の

理

由

あ

る

に

止

ま

る

と

さ

へ

思

は

れ

ま

す

。

せ

め

て

あ

の

左

右

の

も

の

だ

け

で

も

取

り

去

る

と

と

が

出

来

れ

ば

日

本

の

舞

系

間

口

も

よ

ほ

ど

立

慢

的

に

成

る

の

で

せ

う

。

と

の

問

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

で

ロ

キ

シ

1

劇

場

を

見

た

時

舞

豪

前

の

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

が

有

っ

て

、

ほ

か

に

ち

ょ

う

ど

舞

蛮

わ

き

の

日

本

で

一
五

へ

ば

武

質

問

に

あ

た

る

場

所

の

中

段

で

演

奏

や

山

内

諾

り

を

や

っ

て

居

り

ま

し

た

が

、

日

本

の

劇

場

に

於

て

ど

う

で

も

出

語

り

や

、

は

や

し

の

場

所

を

客

川

に

向

っ

て

、

出

す

と

と

が

必

要

で

あ

る

と

す

れ

ば

ロ

キ

シ

l

式

に

す

る

と

よ

い

か

と

思

ひ

ま

す

コ

O

 

道

具

の

は

た

ら

き

と

一

創

出

者

の

う

ど

き

と

の

附

係

で

は

じ

間

十

一
の

リ

ピ

ュ

ー

が

す

ば

ら

し

い

も

の

で

す

。

そ

と

に

は

何

ら

手

持

無

沙

汰

の

昼

間

や

間

抜

け

た

無

駄

が

あ

り

ま

せ

ん

。

在

に

両

方

が

ぴ

っ

た

り

統

制

さ

れ

、

そ

し

て

御

互

を

生

か

し

て

賠

り

ま

す

。

道

具

建

は

そ

れ

粍

込

み

入

っ

た

手

数

を

か

け

た

も

の

と

は

忠

は

れ

ま

せ

ん

が

も

の

L

形

、

分

量

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

，

・

奥

行

き

.

殊

に

色

彩

の

生

き

/

¥

し

た

美

し

さ
‘

舞

詩

作

業

の

迅

症

な

ど

ま

と

と

K

息

も

つ

か

せ

た

い

有

様

で

あ

り

ま

す

。

小

劇

場

に

は

花

道

な

ど

は

別

陀

つ

け

る

必

要

は

あ

る

ま

い

か

と

思

は

れ

ま

す

が

、

官

際

花

遣

を

つ

け

る

と

と

に

よ

っ

て

槻

客

川

が

縦

医

大

き

た

匝

剖

を

生

歩

る

と

と

は

劇

場

の

卒

商

計

制

に

於

い

て

か

な

り

友

苦

痛

ぜ

あ

り

ま

す

J

一

方

叉

舞

蚕

の

延

長

と

し

て

花

道

の

作

在

は

色

々

に

稜

雑

な

意

味

を

持

っ

と

と

に

な

り

距

離

や

又

は

時

間

の

上

に

も

町

内

い

興

味

を

保

っ

て

居

り

ま

す

c

と

と

に

採

豪

で

の

説

川

が

ま

だ

始

ま

ら

ぬ

前

民

同

開

幕

か

ら

花

道

へ

の

山

内

は

.

は

や

一

一

関

の

掠

囲

気

で

も

っ

て

翻

客

席

全

慌

を

包

ん

で

し

ま

っ

て

、

そ

れ

だ

け

で

又

と

な

い

気

分

で

全

観

客

は

陶

酔

し

て

し

ま

う

よ

う

の

場

介

も

る

る

よ

う

で

る

り

ま

す

-

O

 

恐

ら

く

日

本

の

制

拐

に

於

い

て

花

道

は

た

し

か

に

重

大

義

の

あ

る

存

在

で

、

と

れ

の

る

る

と

な

い

と

は

全

く

劇

場

と

し

て

の

目

的

に

添

う

か

或

は

そ

ぐ

わ

友

い

か

と

も

見

ら

れ

る

粍

む

つ

か

し

い

役

目

を

も

っ

て

居

り

ま

す

。

4

ん

も

鵬

詩

物

や

又

は

花

道

な

ど

に

小

山

一

一

き

れ
乞

世

か

な

い

横

倒

に

は

む

L

ろ

邪

魔

に

な

る

程

度

の

も

の

で

せ

う

が

、

私

だ

け

は

何

故

か

花

道

に

か

な

り

な

執

活

が

あ

っ

て

、

少

く

と

も

日

本

の

劇

場

か

ら

一

気

に

消

失

さ

し

て

し

ま

う

と

と

に

は

と

て

も

米

練

を

持

っ

て

居

る

の

で

あ

り

ま

す

。

先

般

質

塚

歌

舞

場

で

問

題

K

な

っ

た

銀

椛

と

云

う

も

の

は

、

百

は

私

は

知

ら

な

い

の

で

す

が

、

多

分

か

っ

て

私

は

ロ

ー

マ

の

テ

ア

ト

ル

ア

ド

リ

ア

ノ

で

オ

l

ス

ト

リ

1

の

シ

ユ

ワ

ル

ツ

一

肢

の

レ

ピ

- 16 ー
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ュ

ー

を

見

ま

し

た

時

、

持

基

の

前

方

の

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

を

段

り

め

ぐ

ら

し

て

四

尺

五

寸

胴

位

の

一

一

砲

の

花

道

が

出

来

て

居

っ

て

、

そ

の

花

道

を

足

さ

ば

き

の

美

し

い

そ

し

て

愛

隔

の

あ

る

踊

子

の

除

列

が

各

々

ほ

ん

の

荷

物

一

般

の

姿

で

聾

高

K

秋

び

な

が

ら

漉

剃

た

る

元

気

を

見

せ

て

そ

と

を

揃

っ

て

行

く

の

で

す

が

、

そ

の

花

道

を

銀

橋

と

云

ふ

の

で

は

無

い

の

で

せ

う

か

と

思

は

れ

ま

す

。

然

し

か

L

る

種

類

の

花

道

は

舞

蚕

を

一

居

観

客

に

接

近

さ

し

て

る

だ

け

で

、

た

ピ

祭

八

刀

を

或

る

程

度

強

め

る

た

め

の

も

の

と

し

か

思

は

れ

ま

せ

ん

し

、

ど

う

も

純

粋

の

決

劇

に

は

不

向

き

の

よ

う

に

見

え

ま

す

け

れ

共

、

と

う

云

う

も

の

を

常

K

設

備

し

て

世

レ

て

た

へ

や

使

用

し

て

居

れ

ば

何

か

叉

呉

な

っ

た

策

分

が

川

て

来

る

か

と

も

想

像

さ

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

O

 

近

年

主

と

し

て

ド

イ

ツ

方

面

で

は

劇

場

に

つ

い

て

き

わ

め

て

新

奇

な

計

剖

を

章

表

し

て

そ

れ

を

具

鵠

的

の

も

の

に

遁

進

し

て

居

る

と

と

は

ま

と

と

に

め

ざ

ま

し

い

も

の

で

す

。

殊

に

ド

イ

ツ

の

各

大

き

な

都

市

に

は

必

守

成

大

友

運

動

場

が

あ

っ

て

、

そ

C

K

は

野

球

を

の

ぞ

い

た

あ

ら

ゆ

る

租

矧

の

運

動

が

出

来

る

設

備

が

あ

り

ま

す

ほ

か

に

、

野

外

劇

場

も

そ

の

中

-
K

合

め

ら

れ

で

あ

る

の

を

屡

々

見

ま

し

た

が

、

そ

れ

ら

は

至

極

簡

単

な

も

の

で

芝

草

を

他

え

た

舞

誌

の

前

に

精

k

三

四

百

人

分

似

の

脱

併

が

世

い

て

ゐ

る

だ

け

で

あ

h

り

ま

す

口

舞

基

の

後

方

は

日

本

の

生

垣

式

の

刷

込

み

が

あ

っ

て

野

外

の

散

ぬ

な

気

持

ち

か

ら

匝

剖

を

し

て

有

り

ま

す

。

そ

し

て

野

外

劇

場

の

周

囲

は

後

上

り

に

成

っ

て

一

寸

小

高

い

土

手

で

外

郭

を

仕

切

る

と

と

に

成

っ

て

居

り

ま

す

が

、

そ

の

ま

わ

り

は

一

杯

に

木

を

繁

ら

し

て

森

に

し

て

あ

り

ま

す

。

つ

ま

り

大

き

友

森

の

巾

に

劇

場

が

あ

る

と

云

ふ

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

ζ

ん

た

野

外

劇

場

で

な

ら

日

本

で

も

す

ぐ

出

来

る

と

旧山

υ

ま

す

。

勝

十

校

の

運

動

場

の

片

隅

に

で

も

利

用

川

似

た

ら

と

思

う

て

肘

り

ま

す

。

向

運

動

場

の

中

に

は

野

外

劇

場

の

外

K

野

外

舞

踏

場

が

②

り

ま

す

が

、

と

れ

と

て

幾

分

借

り

上

げ

た

図

形

の

土

問

也

氏

芝

草

を

値

え

て

あ

る

に

過

ぎ

な

い

簡

単

な

も

の

で

す

が

、

な

に

か

そ

う

云

ふ

も

の

を

一

寸

見

た

ピ

け

で

も

ほ

が

ら

か

友

健

康

美

を

想

像

5

せ

ら

れ

ま

す

。

。

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

パ

ラ

マ

ク

ン

ト

と

か

ロ

キ

シ

ー

と

か

先

年

州

市

然

、

た

ジ

1

ク

フ

リ

ー

ド

と

か

は

す

べ

て

建

築

が

米

図

式

所

謂

大

衆

的

に

な

か

/

X
大

げ

さ

な

も

の

で

、

牧

容

人

員

か

ら

見

て

も

資

塚

歌

劇

場

の

二

倍

或

は

二

倍

宇

も

あ

ら

う

か

と

思

は

れ

ま

す

の

で

、

も

凡

ピ

様

山

の

人

数

を

牧

容

す

る

建

築

と

し

て

見

れ

ば

申

分

の

友

い

設

備

乞

充

分

強

揮

し

て

居

る

、

の

で

せ

う

が

、

然

し

ト

ー

キ

ー

や

篤

民

は

ま

る

よ

い

と

し

て

も

、

一

度

あ

の

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

や

、

男

女

俳

優

の

唄

ゃ

、

踊

り

子

の

困

問

、ダ

ン

ス

を

見

る

と

巳

毘

な

ど

で

見

た

も

の

と

比

べ

て

見

て

全

く

も

の

に

な

っ

て

居

な

い

よ

う

に

私

及

ど

に

も

感

じ

ら

れ

ま

す

。

客

席

が

あ

ま

り

多

数

あ

る

た

め

に

出

し

物

が

す

ぺ

て

そ

れ

に

比

例

し

て

大

げ

さ

に

な

っ

て

来

て

、

む

し

ろ

馬

鹿

/

¥

し

い

位

だ

ら

し

の

な

い

程

度

に

ま

で

臨

落

し

て

居

る

よ

う

に

見

え

る

の

で

あ

り

ま

す

J

身

振

り

な

ど

も

多

く

の

人

に

印

象

を

興

へ

な

け

れ

ば

友

ら

友

い

箆

に

は

、

よ

り

以

上

氏

誇

張

し

て

来

な

け

れ

ば

な

ら

ム

な

く

な

っ

て

、

そ

れ

ら

が

不

自

然

な

そ

し

て

無

理

友

表

現

と

友

っ

て

来

る

の

で

せ

う

。

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

の

コ

ン

ダ

ク

タ

ー

だ

っ

て

あ

の

タ

ク

ト

の

一

見

馬

鹿

げ

た

大

け

さ

な

身

振

り

で

ま

る

で

何

か

事

的

な

惜

換

を

し

て

居

る

よ

う

に

見

え

ま

す

。

ス

ポ

ッ

ト

ラ

イ

ト

に

し

て

も

た

ピ

む

や

み

に

け

ば

/

¥

1

し

い

色

の

光

線

を

投

げ

と

ば

し

て

.

な

ん

ら

襲

倒

的

表

現

に

な

っ

て

居

な

い

よ

う

で

あ

り

ま

す

J

0

 

と

う

云

ふ

も

の

が

演

出

さ

れ

る

と

と

に

な

る

と

至

上

の

目

的

と

し

て

の

謹

術

償

値

か

ら

だ

ん

1
1

遠

の

い

て

来

る

と

と

に

友

る

の

で

‘

一

時

に

あ

ま

り

多

人

数

を

牧

谷

ず

る

劇

場

は

よ

ほ

ど

以

上

の

賠

で

考

慮

す

ぺ

き

も

の

だ

と

思

は

れ

ま

す

。

巴

史

や

伯

林

や

維

馬

な

ど

の

欧

洲

の

各

都

市

に

は

カ

フ

エ

ー

で

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

を

演

奏

す

る

所

が

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

。

中

に

は

僅

か

三

四

人

で

出

炎

し

て

居

る

場

合

も

t

u

り

ま

す

が

、

そ

れ

で

も

ア

メ

リ

カ

た

ど

L

は

比

較

に

な

ら

ぬ

理

一背

柴

的

だ

E

思

は

れ

ま

す

、

い

そ

が

し

い

生

活

者

の

大

衆

を

あ

い

て

に

す

る

と

と

に

な

る

と

一音

楽

な

ど

も

自

然

ア

メ

リ

カ

の

よ

う

に

ジ

ャ

ズ

で

友

け

れ

ば

と

た

へ

友

い

と

と

に

成

る

の

で

せ

う

と

思

は

れ

ま

す

。

一

面

ア

メ

リ

カ

の

文

化

は

蹴

洲

の

そ

れ

に

比

し

極

め

て

若

い

し

叉

新

ら

し

い

の

で

、

そ

れ

だ

け

精

筑

に

充

ち

又

将

来

を

同

す

る

と

と

が

同

一

公

る

の

で

せ

う

が

一
一
山

欧

洲

の

よ

う

に

洗

練

さ

れ

た

巧

致

や

塑

術

味

の

深

さ

に

は

到

達

し

て

肘

な

い

の

は

や

む

を

得

ぬ

と

と

か

も

知

れ

な

い

の

で

せ

う
。

と

と

に

日

本

に

紋

も

接

近

し

て

居

る

ア

メ

リ

カ

阿

部

地

方

の

文
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化

は

同

じ

ア

メ

リ

カ

の

京

都

民

比

し

て

大

分

懸

陥

が

あ

る

の

で

、

そ

れ

ら

の

低

級

趣

味

が

円

本

に

禅

山

は

い

っ

て

来

て

居

る

の

は

遺

憾

に

た

へ

ま

せ

ん

。

所

助

や

ト

ー

キ

ー

の

都

と

云

は

る

』

ハ

リ

ウ

ッ

ド

な

ど

で

は

何

を

見

て

も

さ

し

て

好

ま

し

い

事

術

味

は

見

山

川

せ

ま

せ

ん

。

あ

そ

と

で

許

判

の

チ

ヤ

イ

ニ

ズ

シ

ヤ

タ

ー

や

ヱ

ジ

プ

シ

ャ

ン

シ

ヤ

タ

ー

な

ど

は

た

ピ

外

相

を

見

た

ピ

け

で

も

た

ま

ら

友

い

劇

場

及

( ー)

緒

一=  
広司

殻

聾

映

4
H
M

の

出

現

が

、

M

J
P
M

製

作

上

の

技

術

に

一

考

し

い

鐙

革

を

粛

し

た

ば

か

り

で

な

く

、

そ

の

m
M

-幣

は

及

ん

で

吾

人

の

建

築

技

術

の

上

に

も

ボ

て

居

る

の

で

あ

る
。

即

ち

劇

場

建

築

に

於

け

る

一
一

音

響

問

題

之

れ

で

あ

る

。

従

来

の

一

般

の

劇

場

と

雌

も

音

響

の

問

題

は

決

し

て

等

陶

κ
附

せ

ら

る

べ

き

も

の

で

友

か

っ

た

が

殻

聾

映

苗

を

主

と

し

て

上

映

す

る

映

苗

館

に

あ

っ

て

、

品

川

町

稗

の

問

題

は

俄

か

に

更

に

そ

の

重

要

性

を

高

め

た

か

に

見

受

け

ら

れ

る

o

米

閣

で

は

じ

め

て

ト

1

キ

不

愉

快

さ

を

感

じ

ま

す

3

M

M

論

か

L

る

種

矧

の

も

の

ば

か

り

で

は

無

い

と

し

て

も

.

多

く

の

訟

へ

け

低

級

趣

味

に

限

し

て

し

ま

っ

て

出

る

も

の

を

開

山

見

せ

つ

け

ら

れ

る

の

で

あ

り

ま

寸

O

O

 

私

は

放

て

大

一家

的

の

劇

場

と

し

て

大

制

壌

に

し

た

が

よ

い

と

か

、

又

は

寄

席

式

に

し

た

が

よ

い

と

か

の

提

唱

宋

は

持

た

な

い

の

で

あ

り

ま

す

が

‘

大

き

さ

に

於

ぴ

映

書

劇

場

の

ー

が

各

映

苗

舘

に

上

限

さ

れ

出

し

た

頃

の

品

だ

が

、

従

米

の

似

…

聾

映

4

F

M

K

劃

し

て

川

題

の

広

か

っ

た

波

多

の

劇

場

か

ら

一音

響

技

川

の

事

務

所

に

向

っ

て

勾

日

の

や

う

に

電

話

が

懸

っ

て

来

た

。

『

俺

の

制

や

場

の

一音

響

を

何

と

か

し

て

央

れ

』

と

。

瑳

聾

映

前

に

と

っ

て

劇

場

の

一

青

山

得

の

泊

不

泊

は

致

命

的

保

件

だ

か

ら

で

あ

る

一

J

強

控

映

前

の

接

頭

が

叉

ラ

ヂ

オ

と

相

候

っ

て

一音

響

製

の

進

歩

を

刺

戟

し

始

め

た

。

と

L

数

年

十
然

、

際

刑

音

響

患

の

治

訴

は

め

ま

ぐ

る

し

い

勢

で

あ

る

。

殊

に

ア

メ

リ

カ

に

於

け

る

と

の

方

商

の

研

究

は

他

事

凶

作

に

見

ら

れ

ぬ

盛

況

を

呈

し

て

て

ど

う

と

云

ふ

と

と

で

無

し

に

本

質

に

於

て

可

成

り

な

程

度

に

整

っ

た

劇

場

を

欲

し

い

と

云

ふ

余

財

を

持

っ

て

居

る

の

で

、

か

L

る

場

人

け

に

は

大

劇

場

よ

り

む

し

ろ

小

劇

場

の

方

が

従

際

的

の

仕

事

と

し

て

幾

分

手

取

早

い

と

思

は

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

私

は

今

ま

で

劇

場

方

商

の

建

築

に

二

三

従

ー

し

た

経

験

は

あ

り

ま

す

が

、

い

つ

で

も

注

文

者

側

か

ら

の

要

求

を

取

入

れ

て

の

・

た

ピ

云

は

ピ

容

務

一

音

響

佐

ゐ

る

J

浪

者

等

毎

月

の

各

問
f

術

雑

誌

或

は

報

告

書

を

入

手

し

て

之

れ

を

読

了

、

消

化

す

る

だ

け

で

の

暇

も

友

い

始

末

で

あ

る

。

五回

凶

に

於

い

て

も

今

日

一

流

の

映

古

制

場

で

は

技

控

映

前

を

主

と

し

て

上

映

し

始

め

た

口

そ

し

て

人

々

は

従

来

の

一

般

の

劇

場

と

琵

聾

映

前

劇

場

と

の

聞

に

青

山

響

的

相

異

性

の

あ

る

事

を

認

め

出

し

た

ゃ

う

で

あ

る

。

事

宮

北ハ

底

陀

は

重

大

友

相

異

が

在

る

の

で

あ

る

。

在

来

の

劇

場

青

山

帯

感

は

、
A

史

に

蛍

聾

映

前

劇

場

の

音

響

の

特

殊

性

に

ま

で

領

野

を

辰

げ

、

共

成

に

新

し

い

叫

題

を

見

山

し

た

・

の

画

面

を

か

い

た

ピ

け

で

、

本

質

的

に

深

く

考

慮

し

友

か

っ

た

と

と

は

汗

顔

に

た

へ

ま

せ

ん

。

の

み

な

ら

歩

、

先

般

の

外

遊

も

と

か

く

引

込

思

案

の

私

に

は

専

門

的

に

突

込

ん

だ

研

究

h

致

さ

な

か

っ

た

の

で

ま

と

ま

っ

た

好

資

料

を

仰

土

産

K

す

る

と

と

も

出

米

歩

、

全

く

の

円以

筆

で

申

諾

け

が

い

叫

…

い

の

で

あ

り

ま

す

3

(

十

月

十

治

日

)

藤

夫

武

筆

者

は

と

L

で

室

内

に

於

け

る

一音

響

現

象

を

聴

感

の

上

か

ら

僻

削

し

‘

終

り

に

在

来

の

一

般

の

劇

場

と

、

張

醗

映

苗

劇

場

と

の

間

K

於

け

る

音

響

特

性

の

細

川
市
ハ
を

述

べ

て

見

ゃ

う

と

思

ふ

の

で

あ

る

が

、

問

題

の

性

質

上

多

少

専

門

的

に

線

本

的

友

方

面

か

ら

叙

辿

を

進

め

・

な

く

て

は

な

ら

な

い

か

も

知

れ

な

い

。

出

来

る

だ

け

卒

易

K

書

い

て

見

度

い

が

、

そ

れ

で

も

難

解

に

見

え

る

貼

が

あ

り

と

し

た

ら

筆

者

演

劇

午

若

輩

の

然

ら

し

む

る

底

と

御

克

恕

あ

り

た

い

3

ニ

聴

感

要

素

と

明

瞭

度

- 1 8 -
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一

般

に

室

内

κ
於

け

る

聴

感

は

何

K

よ

っ

て

決

定

さ

れ

る

か

。

之

を

大

別

す

れ

ば(

一

)

一

一

音

源

の

性

質

{
二

)

騒

音

の

存

在

三

一

)

宝

に

聞

有

左

音

響

特

性

(
四

)

聴

者

の

聴

費

機

能

と

・

な

る

。

(

四

)

の

項

は

先

づ

本

問

題

の

外

に

あ

る

と

し

て

、

前

三

者

は

室

内

に

於

け

る

聴

感

を

決

定

す

る

重

要

な

る

要

素

で

あ

る

J

市

し

て

(

三

)

の

室

に

問

有

怠

る

丞

円

響

特

性

と

そ

劇

場

音

響

製

が

取

扱

ふ

所

ろ

の

中

心

問

題

友

の

で

あ

る

。

即

ち

室

の

大

き

さ

.

周

壁

の

仕

上

材

料

、

内

に

あ

る

什

器

の

性

質

‘

及

び

室

の

形

等

K

よ

っ

て

同

一

の

一一耳
目
源

を

作

用

せ

し

め

て

も

、

室

内

の

一背

響

倣

態

が

鑓

化

す

る

の

で

る

る

。

具

鵠

的

に

一

広

へ

ば

‘

そ

れ

佐

一

寸

の

僚

件

に

従

っ

て

.

室

内

の

菅

量

(

h

o

E

2

0

』

帥

)

と

徐

響

(

河

内

〈

号

。

E
門

向
。

ロ

)

が

掛

変

化

す

る

の

で

あ

る

。

ロ

ス

ア

ン

ゼ

ル

ス

の

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大

事

教

授

ク

ヌ

ヅ

ス

ン

氏

は

、

室

内

の

聴

感

は

次

の

諸

要

素

に

よ

っ

て

決

定

さ

る

L

と

・た

し

た

。

一

、

一
一Z

一

日

豆

(

円

。

口

弘

ロ

何

回

目

)

二

，

飴

響

(

同

2
A
W
号

伶

E
同

日

0

ロ

)

三

.

騒

音

h

H

A

丸

山内

)

四

、

富

の

形

〔

留

記

官

)

而

し

て

、

之

等

の

諸

要

素

に

よ

っ

て

結

果

さ

る

L

室

の

聴

感

明

瞭

度

は

、

言

語

一育

を

聴

く

場

合

次

の

式

に

て

表

は

さ

る

L

と
一
広

ふ

の

で

る

る

。

叫

甜

ヨ

索

開

(

旬
。

『

n
g
z
m
o

〉

E

B

2

-
忠

一
o

ロ

)

H

玄

関

-

閃

」

ハ

L

P

蕊

k

g

と

い

ふ

は

、

最

も

完

全

な

欣

態

に

於

け

る

言

語

明

瞭

度

試

験

の

常

敢

を

示

し

て

居

り

、

同

-

は

一一
耳
目
且
互

に

よ

る

減

翠

.

同

ハ

吋

は

払

防

弾

に

よ

る

減

率

、

同

ロ

は

騒

音

に

よ

る

減

-率

、

同

ω

は

形

に

よ

る

減

京

で

あ

る

o

即

ち

忠

那

完

全

な

欣

態

で

あ

っ

て

も

・

言

語

明

瞭

度

は

九

六

%

が

最

高

で

あ

り

、

室

内

の

諸

後

件

に

よ

っ

て

そ

れ

が

段

々

減

少

す

る

事

を

表

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

一且円

城

市

に

就

い

て

は

明

時

度

と

い

ふ

事

は

一

寸

言

ひ

誕

い

。

そ

れ

は

著

し

く

主

槻

的

で

る

り

.

且

つ

数

量

的

に

決

定

し

難

い

問

題

だ

か

ら

で

あ

る

が

、

時

々

言

語

明

瞭

度

に

近

い

性

質

を

有

っ

て

居

る

と

と

だ

け

は

明

か

で

あ

る

。

以

下

右

の

聴

感

上

の

新

要

素

に

つ

い

て

述

べ

て

見

ゃ

う

。{ 三)

音

量

言

語

明

瞭

度

に

封

す

と

一育

量

の

効

果

に

つ

い

て

は

、

ペ

ル

・

テ

レ

フ

ォ

ン

・

ラ

ボ

ラ

ト

り

!

の

フ

レ

ッ

チ

ャ

ー

博

士

の

信

樹

す

べ

き

研

究

が

殻

表

さ

れ

て

居

る

。

第

一

回

を

参

照

さ

れ

度

い

。

と

れ

に

見

て

、

一

斉

量

と

言

語

明

瞭

度

と

の

聞

に

一

定

の

閥

係

が

あ

る

事

を

知

る

の

で

あ

る

。

音

量

の

単

位

は

デ

シ

ベ

ル

(

ロ

?

の
一

σ

巳

躍

に

略

し

て

己

σ

)

が

一

般

に

別

ひ

ら

れ

て

居

る

。

零

デ

シ

ベ

ル

と

い

ふ

の

は

、

正

常

の

耳

を

有

っ

た

人

κ
聴

き

と

れ

な

く

た

つ

き

育

で

あ

る

と

心

得

て

戴

け

れ

ば

よ

い

。

第

一

闘

か

ら

見

る

と

、

七

O

J

T

シ

ペ

ル

位

の

一

音

量

が

最

も

随l

v  
~ 

トー、ー

/  

J  

宮古

100 

F

A

u

n

V

A

U

 

酌

F

6

4

2

齢、‘、

t

-

之、

5

・
、
h

‘明、

.

h

h

w

h

E

L

w

-u

-

z

a

吾

人

に

良

き

明

瞭

度

を

奥

へ

て

居

り

、

五

O

J
ア

シ

ペ

ル

以

下

は

急

激

に

明

瞭

度

を

減

じ

、

八

O

J
ア

シ

ベ

ル

を

超

え

た

大

き

-

豆

諸
国

は

却

っ

て

叉

明

瞭

度

を

下

げ

て

居

る

事

が

判

る

。

吾

K

が

普

通

封

座

し

て

合

話

を

聞

く

と

き

の

一背

は

凶

O

J

T

シ

ベ

ル

乃

至

六

O

J
ア

シ

ベ

ル

位

で

あ

る

。

七

O

デ

シ

ベ

ル

程

度

に

於

い

て

明

瞭

度

は

最

・

両

で

あ

り

、

九

六

%

を

示

し

て

居

る

事

は

、

前

に

も

述

べ

た

泊

り

で

あ

る

。

所

で

劇

場

や

大

き

な

ホ

ー

ル

の

内

で

演

説

を

聴

く

場

合

、

丞

円

量

は

聴

き

乎

の

佐

世

に

よ

っ

て

異

る

が

、

何

れ

の

場

所

に

あ

っ

て

も

光

づ

三

五

デ

シ

ベ

ル

以

上

の

刺

戟

乞

聴

者

に

興

へ

る

や

う

で

な

け

れ

ば

な

る

ま

い

と

さ

れ

。

必

て

ゐ

る
。

一

般

に

人

々

は

騒

k

o

し

い

場

所

で

は

ん

き

な

聾

を

出

m

し

静

か

な

場

所

で

は

小

さ

い

聾

o

b

で

合

話

す

る

と

同

級

に

大

き

た

8

吋

室

で

多

数

の

聴

衆

を

前

陀

す

れ

ω

叩

ば

犬

き

友

聾

を

張

り

上

げ

虫

が

同

小

さ

く

聴

衆

が

少

な

く

な

れ

ば

卯

μ

叉

そ

れ

に

謄

じ

て

小

さ

な

聾

に

落

す

と

い

ふ

風

に

.

相

手

の

聴

μ

目

覚

を

考

へ

て

向

分

で

自

分

の

一孟一悶

量

を

調

節

す

る

の

が

普

通

で

あ

る

。

併

し

乍

ら

人

聞

の

一

背

景

は
、

そ

の

人

々

に

よ

っ

て

呉

り

・

又

制

限

が

あ

る

か

ら

、

室

の

容

積

が

犬

き

〈

な

り

、

聴

衆

が

非

常

に

多

く

友

る

や

う

た

場

合

に

は

到

底

満

足

す

べ

き

音

量

19 ー
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を

聴

者

会

簡

に

行

き

亙

ら

せ

る

事

が

出

来

な

い

。

其

と

き

に

は

電

気

蹟

聾

器

を

川

ひ

て

膏

量

を

増

帆

す

る

の

で

あ

る

，

が

先

づ

今

日

の

一

般

の

劇

場

、

千

人

乃

至

三

千

人

程

度

の

劇

場

で

は

斯

様

な

増

幅

装

置

を

有

た

・

?

と

も

他

の

色

々

な

工

夫

に

よ

っ

て

・

原

音

の

補

強

を

闘

り

略

々

満

足

す

べ

き

結

果

が

得

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

即

ち

安

の

形

の

工

夫

と

、

払跡

揃

苛

を

・

過

度

K

調

節

す

る

事

に

よ

っ

て

.

叉

妨

害

と

な

る

騒

音

を

出

来

る

だ

け

低

下

さ

せ

る

事

に

よ

っ

て

達

し

制

作

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

、I

ノ四
〆
，
‘

、

劇

場

の

内

部

の

形

の

問

題

は

二

つ

の

意

義

K

於

い

て

充

分

考

究

さ

る

べ

き

で

あ

る

。一

、

特

殊

な

る

有

害

現

象

と

し

て

の

反

響

(

木

魂

)

(

何

円
F

O

)

の

生

じ

な

い

た

め

。

一
一
、

反

射

性

を

利

用

し

て

原

音

を

柿

組、

す

る

た

め

。

一

一

は

消

極

的

友

意

味

に

於

い

て

今

日

迄

も

よ

く

論

ぜ

ら

れ

た

背

中

で

る

る

が

、

二

は

税

倒

的

な

る

意

義

民

於

い

て

近

時

漸

く

重

要

視

さ

る

L

K

到

っ

た

。

即

ち

前

者

は

反

射

音

が

集

中

し

つ

L

直

接

一言

よ

り

あ

る

限

界

以

上

K

遅

れ

て

聴

者

の

形

の

問

題

耳

に

達

す

る

場

合

の

現

象

で

る

っ

て

、

天

井

、

幣

一
位

一寸

の

形

が

大

き

な

曲

商

を

話

す

場

合

に

起

り

勝

ち

で

あ

り

‘

叫

燃

に

」

慢

の

大

き

さ

が

相

官

大

き

い

場

合

K

於

て

と

の

危

険

が

屡

々

あ

る

。

後

者

は

壁

や

天

井

か

ら

反

射

す

る

孟

円

を

以

っ

て

b

る

時

間

的

限

界

以

内

に

於

い

て

直

接

音

を

補

強

し
、

直

接

一

昌

一

日

が

距

離

の

二

乗

に

逆

比

例

し

て

遁

減

す

る

の

を

償

ふ

の

で

る

っ

て

、

と

れ

は

非

常

に

効

県

が

あ

る

。

殊

に

大

き

左

劇

場

で

.

後

方

の

府

は

兎

角

}
一

記
円

主

が

不

円

え

に

な

る

が

、

と

の

方

法

に

よ

っ

て

僅

か

で

も

音

量

を

増

し

得

る

事

は

明

瞭

度

に

於

い

て

著

し

き

効

果

が

得

ら

れ

る

の

で

あ

る

c

例

へ

ば

東

京

市

日

比

谷

公

合

堂

に

於

い

て

は

そ

の

天

井

壁

等

釈

斯

椋

友

意

刷

を

以

っ

て

計

聾

さ

れ

た

た

め

、

(

第

二

凶

参

照

)

M

駄

に

於

い

て

直

接

音

に

到

し

八

・

E

%

の

反

射

珪

円
の
一
一

耳
目

量

貢

献

が

あ

り

、

N

貼

に

於

い

て

は

貨

に

七

七

忽

の

反

射

一
五

円
の

一
Z

円

量

一
貝

献

が

あ

る

の

℃

あ

る

。

若

し

、

直

接

一四
日

ば

か

り

で

ニ

リ

デ

シ

ベ

ル

の

感

枯

死

が

N

駄

に

興

へ

ら

れ

て

目

指

る

も

の

と

す

れ

ば

反

射

一背

の

制

似

一

に

よ

っ

て

三

五

デ

シ

ベ

ル

に

達

す

る

事

が

出

米

る

と

と

を

示

し

て

居

る

。

と

れ

は

草

花

一

次

の

反

射

音

の

み

の

貢

献

を

計

算

し

た

も

の

で

あ

る

が

、

事

官

は

も

っ

と

津

山

の

反

射

一孟一
同

賞

献

が

あ

る

筈

だ

か

ら

‘

と

れ

よ

り

も

以

上

の一

一育

量

と

な

っ

て

N

貼

は

恵

ま

れ

る

だ

ら

う

。

反

射

記

円

の

積

極

的

利

川

は

、

右

に

辿

ぺ

た

泊

り

音

量

の

術

大

の

た

め

で

あ

っ

て

、

メ

ガ

ホ

ン

を

運

動

曾

あ

た

り

で

刷

ひ

る

の

と

同

・

意

義

で

あ

る

が

、

と

の

た

め

に

一斉

質

生

多

少

損

ね

る

事

は

否

み

難

い

。

併

し

乍

ら

一背

柴

を

除

い

て

樹

拾

に

制

し

て

は

、

と

の

一首

長

増

大

の

試

献

は

対

抗

の

鎚

歪

を

相

殺

し

て

向

伶

の

あ

る

の

で

る

る

。

斯

の

如

き

形

の

問

題

に

就

い

て

、

如

何

な

る

方

針

に

よ

っ

て

設

計

を

進

む

べ

き

か

に

就

い

て

草

花

詳

述

す

る

除

硲

が

な

い

が

、

集

者

が

と

の

問

題

に

つ

い

て

多

少

研

究

を

進

め

た

笈

験

の

結

果

を

窮

民

と

し

た

も

の

が

あ

る

か

ら

拍

げ

て

ゐ

か

う

0

(

第

三

同

)

と

の

質

除

は

僻

箱

法

と

呼

ん

で

ゐ

る

も

の

で

、

笹

験

し

ゃ

う

と

す

る

劇

場

の

断

商

を

金

属

鏡

で

作

り

と

れ

に

煙

を

充

し

た

相

の

中

に

入

れ

て

一

音

源

K

相

官

す

る

庭

に

光

源

を

お

き
、

そ

の

内

の

反

射

の

性

質

を

調

べ

る

の

で

あ

る

音

の

反

射

の

性

質

が

光

の

そ

れ

と

同

様

だ

か

ら

で

あ

る

。

と

の

府

民

に

示

し

た

も

の

は

東

京

市

に

在

る

某

大

鵡

堂

の

縦

断

面

内

の

・質

験

で

あ

る

が

、

そ

の

天

井

に

巨

大

な

ド

l

ム

を

有

っ

て

ゐ

る

た

め

に

、

桟

敷

の

中

程

に

著

し

く

弧

大

友

反

響

を

感

4

y

句
。

貼

が

あ

る

と

と

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

J

と

れ

に

封

し

て

第

凶

刷

の

方

は

問

機

の

宜

験

で

あ

ろ

講

堂

の

.

フ

ラ

ン

を

調

べ

た

も

の

略

k

理

想

的

に

一孟一
日

東

が

分

布

さ

れ

て

ゐ

る

設

計

に

つ

い

て

行

っ

た

も

の

で

あ

る

。

即

ち

前

者

は

悪

き

形

態

の

例

|品|

- 2 0 -
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で

あ

り

後

者

は

良

き

形

態

の

例

で

あ

る

の

で

あ

る

。

形

の

問

題

に

闘

し

て

、

如

何

な

る

形

態

が

最

良

で

あ

る

か

と

い

ふ

質

問

を

よ

く

う

け

る

が

、

間

早

に

音

響

の

上

か

ら

最

良

の

形

態

と

云

も

の

が

極

め

ら

れ

る

も

の

で

は

な

い

υ

最

良

の

構

造

と

い

ふ

も

の

が

考

へ

ら

れ

な

い

と

同

様

に

。

即

ち

他

の

要

求

と

僚

件

K

つ

れ

て

夫

々

の

複

合

に

つ

い

て

最

良

の

形

態

が

考

へ

ら

れ

る

の

で

あ

っ

て

、

共

庭

K

形

態

設

計

の

商

白

味

が

あ

る

の

で

あ

る

。

叉

建

築

家

に

し

て

初

め

て

自

由

民

大

断

に

金

惜

の

設

計

と

相

侠

っ

て

手

腕

を

振

ひ

得

る

も

の

な

の

で

あ

る

u

欧

州

の

新

進

建

築

家

が

そ

の

設

計

に

ア

メ

リ

カ

建

築

家

の

企

て

得

な

い

や

う

な

取

扱

ひ

を

示

し

て

ゐ

る

と

と

な

ど

、

と

の

聞

の

消

息

を

物

語

る

も

の

で

あ

釘

う

。

形

態

の

設

計

に

於

い

て

同

時

K

考

慮

さ

れ

な

け

れ

ば

友

ら

ぬ

貼

は

‘

各

耐

の

仕

上

材

判

の

撰

搾

布

置

の

問

題

で

あ

る

。

有

効

な

る

反

射

耐

K

一
一

背

の

反

射

率

高

き

材

料

を

常

て

.
有

効

な

ら

ざ

る

、

乃

王

は

有

室内

な

る

反

射

商

に

は

吸

一背

察

・向

き

材

料

を

首

て

る

底

の

計

重

で

あ

る

。

と

れ

も

そ

の

場

そ

の

附

坊

に

常

っ

て

臨

機

際

艶

K

設

計

さ

れ

な

け

れ

ば

友

ら

ぬ

が

概

し

て

蛍

-

背

附

却

に

近

き

方

を

反

射

性

強

き

材

料

を

以

て

仕

上

げ

.

漸

時

放

話

回
附
相

よ

り

遠

ざ

か

る

方

を

吸

詑

円

性

高

き

材

料

を

以

て

仕

上

ぐ

る

の

が

原

則

で

あ

っ

て

聴

感

上

有

利

で

あ

る

J

( 五)

齢

響

の

調

節

室

の

大

き

さ

と

周

竪

の

仕

上

材

料

叉

は

そ

の

う

ち

に

る

る

什

総

等

の

性

質

に

よ

る

吸

正
一

日

カ

と

に

よ

っ

て

室

内

の

徐

符

が

典

る

事

は

巴

に

よ

く

知

ら

れ

た

と

と

で

②

る

J

が

二

音

源

の

大

き

さ

K

よ

っ

て

除

問

符

が

鎚

化

す

る

と

と

は

兎

角

忘

れ

ら

れ

勝

ち

の

や

う

で

あ

る

。

と

今

一

つ
、

骨

量

と

依

響

の

聞

に

も

あ

る

必

然

的

関

係

の

る

る

事

が

よ

く

知

ら

れ

て

肘

た

い

ゃ

う

で

あ

る

。

飴

山枠

制

節

が

、

如

何

な

る

開

山

川

で

必

要

な

の

か

と

い

ふ

問

題

に

就

い

て

は

、

と

の

聞

の

理

山

た

悶

に

し

て

か

L

ら

な
一

い

と

よ

く

判

ら

な

い

。

音

の

よ

く

稗

く

室

、

即

ち

よ

く

-

青

を

反

射

す

る

安

で

は

又

徐

断

れ

も

必

然

水

ぃ

。

即

ち

よ

く

音

を

反

射

す

る

部

屋

で

は

背

景

一
も

榊

大

す

る

が

.

徐
山
骨
げ

も

永

く

な

る

の

で

あ

る

。

一

方

に

利

盆

が

あ

る

が

、

一

方

に

妨

害

と

な

る

の

で

あ

る

。

問

者

の

聞

に

は

或

る

限

界

が

あ

っ

て

然

る

べ

き

で

あ

る

。

前

記

ク

ヌ

ヅ

ス

ン

教

授

は

と

の

川

題

宣

言

語

明

瞭

皮

試

胎

.
に

第

ヨ玉

箇l

司、 、

卜斗¥

............. 

ｾ＠
k 、、、

子 -
卜~ートー

仰

お

印

刷

判

h

n

J

A

h

帽、、

3

・
Q

L

h

、
句
、

h

u

t

F

史

、

u

h

p

t

よ

っ

て

解

決

さ

れ

た

。

第

五

闘

を

見

て

い

た

ピ

き

度

い

。

と

の

闘

表

は

夫

K

M
牒

響

時

間

へ

背

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

街

度

が

百

高

か

ら

一

に

ま

で

減

衰

す

る

に

要

す

る

時

間

で

あ

っ

て

、

単

な

る

徐

響

で

は

な

い
。

徐

響

時

間

と

い

ふ

は

皐

術

上

の

想

定

で

あ

る

事

を

注

・

意

あ

り

度

い

)

が

奥

る

い

く

つ

か

の

室

に

於

い

て

試

み

ら

れ

た

言

一首

明

瞭

度

試

験

の

結

果

で

あ

っ

て

飴

緋

時

間

が

増

大

す

る

に

従

っ

て

各

秒

毎

に

明

瞭

度

が

約

六

%

位

宛

減

少

し

て

ゐ

る

事

が

判

る

。

尤

も

と

の

岡

表

は

七

f. lI 

O

J
ア

シ

ベ

ル

の

珪

円

B

M
-

を

何

れ

の

守

一

花

於

い

て

も

保

た

し

め

た

場

合

に

訂

正

さ

れ

て

儲

か

れ

た

も

の

で

あ

る

。

併

し

一

勧

際

に

あ

っ

て

は

大

い

さ

の

異

る

宣

に

於

い

て

は

一音

量

は

決

し

て

一

定

し

た

い

。

今

若

し

室

の

大

い

さ

に

よ

る

弦

音

者

の

晶一日

の

出

力

を

一

定

三

し

夫

k

の

室

の

大

い

さ

に

釘

し

て

生

や

る

徐

響

と

言

語

明

瞭

度

と

の

閥

係

を

計

算

す

れ

ば

第

六

闘

の

如

く

な

る

と

ク

ヌ

ヅ

ス

ン

敬

授

は

提

示

し

た

J

即

ち

小

放

る

・

出

は

大

な

る

京

よ

り

も

一

般

に

明

瞭

ぬ

宜

し

く

、

叉

夫

k

徐

掛

川

が

増

大

す

る

に

つ

れ

て

明

瞭

度

が

悪

く

な

る

事

を

示

し

て

ゐ

る

が

‘

興

味

あ

る

は

何

れ

も

そ

の

明

瞭

度

の

最

高

航

が

一

秒

附

近

に

あ

り

・

安

が

大

き

く

な

る

税

そ

の

峯

が

右

に

寄

っ

て

来

る

事

で

あ

る

。

一

吉

ひ

悦

へ

れ

ば

、

各

州

制

の

-縦

軸

に

於

け

る

設

大

仙

が

掛

軸

に

於

い

て

室

の

大

き

く

友

る

に

つ

れ

て

大

き

く

な

っ

て

ゐ

る

事

で

あ

る

。

更

に

判

り

易

く

云

へ

ば

.

去

が

大

き

く

友

る

に

つ

れ

て

後

響

が

柏

k

明

大

す

る

程

‘

明

瞭

度

が

却

っ

て

場

す

と

い

ふ

事

貨

を

見

る

の

で

あ

る

。

斯

の

如

〈

徐

響

が

室

の

大

き

さ

に

つ

れ

て

鐙

化

す

る

と

ぎ

.

最

大

値

の

明

瞭

度

が

得

ら

れ

る

と

云

ふ

現

象

に

於

い

て

・

過

度

の

絵

稗

と

い

ふ

川

題

が

旧

へ

ら

れ
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，
h

仇

β

h

A
叫

a

h

ザ

0

3

9

0

6

リ

J

7

8

3

e

a

何

印

Z

H
川

Z

E

M

a

2

4

 

U

H

d

品

a

a

R

R

L

v

e

'ト

o

a

H

v

o

o

n

v

F

0

6

0

a

v

o

 

u

s
内

0

.
A
民

民

0
.

r

2

0

0

9

6

 

，
，

4

S

4

 

ノ、 聞

，
目
・川

吋

h

町

ω
ゅ

の

リ
'

〆

，.

，
‘

P

目
、

第

る

の

で

あ

る

。

前

に

も

述

べ

た

後

響

の

桝

大

に

つ

れ

て

一一音

量

が

増

大

し

、

あ

る

限

設

ま

で

は

徐

響

の

妨

害

を

相

殺

し

て

明

味

度

を

増

す

事

貨

を

悲

K

明

K

立

潜

す

る

事

が

川

来

る

。

と

と

ろ

で

と

の

凶

表

の

各

曲

線

の

頂

鞘

は

射

で

た

く

相

官

卒

で

帆

が

あ

る

。

と

の

事

は

適

度

の

徐

響

が

夫

税

峻

厳

で

た

く

あ

る

程

度

の

許

容

す

べ

き

純

闘

が

る

る

事

を

示

し

て

居

る

の

で

あ

っ

て

、

劇

場

や

講

堂

の

設

計

に

首

っ

て

吸

一正

円

力

の

取

倣

ひ

に

際

し

て

と

の

許

存

し

得

べ

き

範

間

内

K

聴

裁

の

多

少

に

よ

る

後

響

の

鎚

化

を

牧

め

得

る

や

う

に

し

た

ら

宜

し

い

事

を

暗

示

し

て

ゐ

る

。

油

度

の

飴

響

の

問

題

は

、

巴

に

ワ

ト

ソ

ン

敬

授

.

リ

フ

シ

ツ

ツ

回数

授

等

に

よ

っ

て

経

験

的

に

或

は

理

論

的

に

取

倣

は

れ

て

来

た

が

、

ク

ヌ

ヅ

ス

ジ

教

授

の

明

瞭

度

試

験

に

よ

る

J

7

1

タ

は

最

も

信

頼

す

べ

き

で

あ

ら

う

。

第

七

闘

は

車

の

大

き

さ

と

、

夫

々

に

油

度

な

る

徐

響

時

川

と

の

閥

係

を

一

示

す

も

の

で

、

最

下

の

山

総

は

ク

ヌ

ヅ

ス

シ

教

授

の

前

禍

第

六

刷
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の

各

曲

線

の

最

大

値

を

結

ん

で

得

た

も

の

で

あ

り

、

出

説

に

針

す

る

適

度

線

廿

あ

る

。

上

の

曲

線

は

、

ワ

ト

ソ

ン

及

び

リ

フ

シ

ツ

ツ

敬

授

の

提

示

す

る

一

Z

円

相

川

氏

到

す

る

適

度

線

、

中

間

の

曲

線

は

両

者

の

平

均

を

と

っ

た

も

の

で

.

-
一
昆

円
-
M

m

と

出

訟

の

双

方

に

妥

協

し

た

適

度

税

が

一

不

さ

れ

て

あ

る

次

K

.

補

者

の

脅

聾

の

出

力

が

思

(

る

場

A

H

・

そ

の

結

果

室

内

の

詰

円

響

と

徐

稗

に

鐙

化

b

E

来

し

明

瞭

度

に

関

係

す

る

事

貨

に

到

し

で

も

ク

ヌ

ヅ

ス

ン

敬

授

は

第

八

川

州

b

Z

州

開

示

し

た

。

各

州

総

は

附

中

の

書

き

入

れ

に

も

あ

る

泊

り

、

一白一
円

盤

の

出

力

の

興

っ

た

夫

々

の

場

A

円

で

あ

っ

て

、

一

悼

の

小

さ

い

人

民

針

し

て

は

明

脈

肢

が

一

般

に

少

な

く

、

そ

の一

品
阿

武

を

榊

さ

し

む

る

た

め

に

柏

k

長

目

の

伶
ι

得

が

望

ま

れ

、

一括

円

撃

の

出

力

が

大

き

〈

な

る

に

つ

れ

て

明

瞭

版

は

増

大

し
、

徐

響

は

そ

れ

桂

必

要

で

な

く

友

り

.

織

強

山

市

を

川

ひ

た

場

合

殆

ん

ど

徐

響

が

な

い

ト

方

が

明

肱

度

が

高

い

事

を

明

か

に

示

し

て

ゐ

る

。

と

の

事

貨

は

後

述

寸

る

鉱

山

の

ト

l

8 "  
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( 穴)

騒

音

の

存

在

騒

音

の

存

在

す

る

場

所

で

聴

感

が

妨

害

さ

れ

る

事

も

周

知

で

あ

る

o

と

の

数

常

的

閥

係

も

同

じ

く

ク

ヌ

ヅ

ス

ン

教

授

に

よ

っ

て

完

全

な

研

究

が

矯

さ

れ

て

あ

る
。

第

九

闘

は

七

O

デ

シ

ベ

ル

の

一音

量

J. ovdnf i SS 0" 1V<I ( s e  - cl b 

し

た

も

の

が

あ

っ

た

。

と

れ

で

は

如

何

に

徐

響

調

節

、

形

態

の

考

慮

に

力

を

入

れ

て

も

水

泡

で

あ

る

。

( 七 )

ト

ー

キ

ー

劇

場

の

特

殊

性

前

項

ま

で

説

明

し

保

っ

た

と

と

ろ

に

よ

っ

て

.

一

般

の

劇

場

耕

堂

等

に

於

け

る

一青

山

帝

現

象

を

刷

協

感

の

上

か

ら

理

解

さ

る

k

底

が

あ

っ

た

と

思

ふ

。

聴

感

上

の

明

附

度

を

上

げ

る

た

め

に

如

何

な

る

現

象

在

五

日

人

は

利

用

す

る

の

で

あ

る

か

と

い

ふ

川

町

四

K

沿

っ

て

そ

の

梢

裂

を

記

し

た

の

で

あ

っ

た

。

続

い

て

訟

聾

映

番

劇

場

が

.

如

何

な

る

意

峠

に

於

い

て

一

般

の

劇

場

と

脅

鱒

取

似

ひ

に

相

川

祉

を

有

っ

か

に

及

ぼ

う

と

閉

山

ふ

。

兵

閥

的

危

設

計

指

針

に

主

で

倒

れ

ら

れ

な

い

r

k

し

で

も

、

新

し

く

路

頭

し

た

特

妹

問

題

が

、

一

般

の

劇

場

一育

響

取

と

山
側

辿

し

て

理

併

さ

る

L

庇

あ

れ

ば

幸

せ

で

み

る
、

前

に

も

辿

ぺ

た

如

〈

一抜

聾

欣

前

の

出

現

が

欣

苗

劇

場

の

脅

響

問

題

に

新

た

友

傾

野

を

開

い

た

の

で

あ

っ

て

，

即

ち

前

者

で

は

人

と

か

柴

田

耐

と

か

か

ら

殻

生

せ

ら

れ

た

そ

の

依

の

一孟
一

月

を

鹿

理

ず

る

の

で

あ

る

が

、

後

者

で

は

一

日

そ

れ

を

詑

鍬

し

更

に

電

気

的

に

再

生

し

た

も

の

を

取

倣

ふ

の

で

る

る

。

即

ち

電

気

蛾

聾

械

が

一育

制

と

な

る

の

で

あ

っ

て

、

と

の

翫

の

一

一

育

制

は

そ

の

枕

世

が

一

定

の

杭

世

に

回

定

さ

れ

且

っ

そ

の

川

力

を

白

山

花

電

気

的

に

訓

怖

し

得

る

批

判

徴

を

有

っ

て

ゐ

る

斯

る

音

制

の

優

越

性

は

必

然

的

に

劇

場

の

管

制

廿

的

特

性

に

影

響

し

、

此

庭

に

一彼

九

蜂

欣

'苗

刷

切

の

特

殊

性

を

生

十

る

に

王

っ

た

の

で

る

る

一

般

劇

場

に

あ

っ

て

は

.

そ

の

大

き

さ

の

小

さ

い

も

の

は

別

と

し

て

大

き

い

も

の

で

は

一斉

・

仮

自

開

の

出

力

K

制

限

が

あ

る

か

ら

、

そ

の

不

足

を

柿

ふ

た

め

の

一

法

と

し

て

そ

の

形

態

に

特

に

考

慮

が

胤

賀

さ

れ

る

が

、

ト

ー

キ

ー

劇

場

で

は

骨

組

酬

の

出

力

を

閉

山

陀

・高

め

る

象

。一が

市

来

る

し

・

叉

一紫

野

川

市

の

指

向

性

を

利

川

し

て

劇

場

の

附

M

K

除

じ

て

昔

b
z

均

等

に

分

散

さ

せ

る

事

が

あ

る

科

度

迄

出

来

る

。

然

し

音

は

距

離

の

二

一味

に

逆

比

例

し

て

そ

の

強

度

を

剥

め

る

か

ら

、

之

を

柿

戸

た

め

に

は

形

態

上

の

考

慮

を

忽

せ

に

す

べ

き

で

な

い

ト

。

現

・

花

致

聾

総

の

位

置

は

ス

ク

リ

ー

ン

の

後

部

K

L
お

か

れ

る

の

が

普

通

で

あ

る

が

、

最

紅

絹

乙

で

は

之

れ

を

天

井

泣

く

に

ゐ

〈

方

が

距

維

に

よ

る

尋

問

景

一
の

不

平

等

が

齢

〈

て

艮

い

と

す

る

説

が

唱

へ

ら

れ

て

ゐ

あ

が

、

間

畳

的

印

象

と

聴

先

的

印

象

と

が

方

向

を

別

に

す

る

事

は

心

理

的

K

両

白

く

な

い

か

ら

溢

一- 24 ーー
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叫

a

Z

6

J
U
出

時

2

・
2

e

z
‘

喧

凶

略

M

B》

出

量

也

@

也

v

a
』

か

に

賛

成

し

難

い

。

・

訟

控

映

識

で

は

茸

円

減

が

強

大

で

あ

る

か

ら

徐

響

は

従

っ

て

増

大

し

て

来

る

。

今

あ

る

劇

場

万

吸

音

力

が

一

定

た

場

合

一音

源

の

出

力

を

痩

へ

る

事

に

よ

っ

て

室

内

の

卒

均

一

音

量

が

饗

化

し

、

同

時

K

徐

響

が

鑓

化

す

る

欣

態

を

闘

一
市

す

れ

ば

第

十

岡

山

如

く

・

な

る

ベ

闘

中

六

O

J
ア

シ

ベ

ル

の

糾

は

棋

滋

飴

響

時

間

を

一
不

す

も

の

で

あ

る

。

)

一技

聾

映

識

は

、

そ

の

普

響

記

錬

の

際

K

巴

に

効

果

を

目

的

と

し

て

夫

K

必

要

4  

11. 0 

た

る

絵

簿

を

巴

に

合

ん

で

ゐ

Z

の

で

あ

る

か

ら

、

劇

場

で

川

生

さ

れ

る

場

A

け

に

は

二

部

一
の

徐

稗

効

果

配

呈

す

る

事

に

な

っ

て

飴

轡

は

愈

々

一明

大

す

る

に

至

る

の

で

る

る

。

一

共

底

で

一彼

控

映

苗

の

出

現

官

初

は

、

.

般

の

劇

場

よ

り

も

適

度

の

徐

響

を

小

さ

ぐ

す

る

事

が

唱

へ

ら

れ

た

が

近

頃

廿

は

山

山

来

る

だ

け

室

内

の

飴

叩

盟

国

を

絶

無

に

近

か

ら

し

む

る

市

中

が

、

撒

彩

の

場

合

の

抽

出

期

す

る

型

術

的

効

川

市

を

完

全

に

純

粋

に

す

る

も

の

と

の

見

解

の

も

と

に

提

唱

さ

れ

始

め

た

。

期

の

如

〈

徐

縛

を

絶

無

に

近

か

ら

し

む

る

と

と

は

、

室

内

の

収

背

力

を

絶

大

に

す

る

事

を

意

味

し

、

従

っ

て

野

外

に

近

き

僚

件

と

友

る

事

を

け

棋

と

す

る

の

で

あ

る

。

例

へ

ば

野

外

の

接

聞

の

場

合

、

そ

と

で

合

話

す

る

人

物

の

命

日

話

が

全

く

後

響

な

く

詑

鍬

さ

れ

て

ゐ

て

も

、

そ

れ

が

劇

場

内

で

内

生

さ

れ

て

徐

抑

げ

を

作

っ

て

来

る

が

如

き

は

不

向

然

r
あ

る

。

火

A

M

の

内

の

ピ

ス

ト

ル

の

一五日

は

ガ

ン

ノ

¥

的

り

響

く

自

然

の

似

態

に

於

い

て

記

録

さ

れ

、

そ

れ

が

そ

の

他

劇

場

内

で

再

生

さ

れ

L

ば

充

分

で

あ

る

。

と

い

ふ

意

味

友

の

で

あ

る

。

訪

日

響

の

自

然

的

表

州

民

於

い

て

.

ト

ー

キ

ー

は

.

般

劇

場

内

に

於

け

る

演

出

よ

り

斯

の

如

き

優

越

性

を

d

人

4

つ

加

へ

た

の

で

あ

る

u

10・8 0  

... ‘・
約百E南 側 陀 町

:z.o 。

一

般

の

劇

場

が

音

量

の

明

大

の

た

め

に

形

に

つ

い

て

苦

心

し

、

飴

m

m

M

を

利

用

せ

ん

と

し

た

に

較

べ

て

、

ト

ー

キ

ー

劇

場

は

一音

源

に

於

い

て

易

々

と

し

て

豆
一
円
量

を

増

大

加

減

し

得

る

ば

か

り

で

な

く

、

上

越

の

如

き

一音

響

の

自

然

的

自

質

的

効

果

を

獲

得

し

得

る

の

で

あ

っ

て

、

誌

に

一剛

者

の

問

K

大

い

友

る

相

遣

を

見

出

す

と

と

が

出

来

る

P

却

て

共

底

で

ト

ー

キ

ー

劇

場

に

於

い

て

川

題

と

な

る

所

ろ

の

も

の

は

.

一忠商

似

の

出

力

を

如

何

に

す

べ

き

や

で

あ

る

。

之

に

劃

し

て

最

近

ベ

ル

・

テ

レ

フ

ォ

ン

・

ラ

ボ

ラ

ト

リ

l

の

研

究

員

ウ

ル

フ

氏

は

次

に

略

記

す

る

や

う

た

考

へ

方

に

よ

'

J

て

一

背

源

の

出

力

を

決

定

せ

ん

と

試

み

て

ゐ

る

。

ト

ー

キ

ー

劇

場

で

は

後

細

川

を

絶

無

に

近

か

ら

し

む

る

と

い

ふ

事

を

前

提

i

と

し

て

、

従

っ

て

一回目
a

似

た

る

蛾

控

絡

が

負

婚

す

る

特

務

は

、

そ

の

直

媛

一
且
一
月

乃

五

せ

い

円

¥

一

同

の

反

射

一

育

が

聴

衆

雨

を

カ

バ

ー

す

る

と

と

で

ゐ

っ

て

、

と

の

面

K

卒

均

八

O

Jア
シ

ベ

ル

の

音

量

を

貰

献

せ

し

め

る

も

の

と

し
、

慨

聾

械

の

最

大

出

力

を

算

定

す

る

の

で

あ

る

J

認

に

於

て

か

、

ト

ー

キ

ー

劇

場

で

は

建

築

家

の

任

務

は

苦

し

く

軒

減

せ

ら

れ

た

わ

け

で

、

出

来

る

だ

け

吸

音

力

高

〈
、

且

つ

特

殊

の

反

響

現

象

を

生

ぜ

ざ

る

而

も

税

極

的

に

有

効

及

る

反

射

面

を

有

す

る

形

態

を

計

聾

す

る

事

が

縫

さ

れ

た

科

題

と

な

る

の

で

あ

る

。

ー
、
4

，

 

〆
，
‘

、

以

上

敷

項

に

亙

っ

て

述

べ

た

と

と

ろ

を

簡

約

し

‘

敢

言

を

加

へ

て

沿

か

う

。

一

般

の

劇

場

で

は
、

人

及

び

柴

器

等

が

音

源

と

な

る

の

で

る

る

か

ら

、

そ

の

一
昌
一
同

響

出

力

に

一

定

の

限

度

が

あ

り

‘

一一音

量

を

出

来

る

だ

け

上

げ

る

た

め

に

は

、

形

態

上

の

慎

重

た

る

設

計

と

.

払

帥

響

を

あ

る

程

度

ま

で

利

用

し

て

効

川

市

を

地

す

油

皮

の

飴

響

を

附

輿

し

な

け

れ

ば

た

ら

ぬ

。之

に

反

し

て

ト

ー

キ

ー

劇

場

で

は

一音

響

の

出

力

を

自

-
m
k
増

大

し

得

る

か

ら

徐

甥

に

よ

る

助

力

は

不

要

で

あ

り

却

っ

て

嬰

術

的

効

巣

に

邪

雌

で

あ

る

。

形

態

の

川

題

は

宗

内

の

吸

品

目

力

が

哨

す

に

従

っ

て

そ

の

重

要

性

を

高

め

る

(

ラ

ヂ

オ

の

放

送

室

等

も

近

頃

形

の

川

題

が

草

硯

さ

る

L

K

到

っ

て

ゐ

る

)

。

形

と

し

て

理

想

型

は

ヰ

円

掛

川

の

粘

か

ら

だ

け

で

決

定

出

来

る

も

の

で

は

友

い

が

先

づ

今

日

の

型

と

し

て

は

第

十

一

闘

に

一

示

す

や

う

な

も

の

が

最

も

有

効

に

反

射

聞

を

有

っ

た

も

の

と

し

て

推

奨

出

来

や

結

論

- 2S -
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劇

場

及

峡

書

館

の

火

災

壊

、

或

は

混

飢

の

震

に

観

客

の

焼

兆

悔

や

睦

化

傷

を

M

川

護

し
‘

撤

柴

愉

伐

の

殿

堂

は

忽

に

し

て

阿

鼻

叫

喚

の

修

緑

地

獄

に

化

す

る

虞

が

あ

り
、

就

中

日

常

惹

起

し

易

い

火

災

に

於

て

然

り

で

る

る

。

従

っ

て

劇

場

及

映

茜

舘

に

於

る

火

災

防

止

は

、

建

築

警

察

上

は

刷

よ

り

保

安

特

祭

上

忽

諸

に

附

し

得

ざ

る

重

要

事

案

で

あ

る

口

妹

K

時

代

の

出

を

悲

に

し

て

腐

る

映

苗

舘

の

如

き

は

‘

フ

ィ

ル

ム

に

本

づ

〈

出

火

頻

度

極

め

て

大

な

る

も

の

が

あ

る

か

ら

、

共

の

防

火

針

策

の

緊

要

頗

る

劇

場

及

映

商

館

の

災

害

に

は

火

災

に

因

弓

燥

悦

と

・

腐

朽

風

害

又

は

地

震

等

に

因

る

損

壊

と

の

二

形

態

が

る

る

が

、

と

れ

ら

の

災

害

が

若

し

上

演

中

に

勃

放

し

た

な

ら

ば
‘

同

単

な

る

建

築

物

の

被

害

に

止

ら

な

い

で

‘

或

は

劫

火

、

或

は

倒

'. 

ー す 一 切一 一 四. ん 一 一

第 一路l 北米合衆国シカゴ市のイロク イス座の火災j [ } ( 況 、左 は 災 前 の

正町 、右は 災後 の 内部( 一九O三 年十 二 月〉

耐火構造 で あっ たから外紙には 異1えなかっ たが、 内部 は 全焼して

六 百 二 名 の 死 者 と 二 百五十 除 名 の傷者とを出し た。

我

が

困

K

於

て

設

近

六

ヶ

年

(

自

大

正

十

四

年

五

昭

和

五

年

)

聞

に

護

生

し

た

ろ

劇

場

及

映

識

航

の

火

災

を

新

聞

紙

の

報

や

る

所

に

依

り

集

計

す

れ

ば

一
大

京

市

年

一
大

T

民

主

年

一
昭

和

二

年

一
昭

和

三

年

一
昭

和

四

年

一
時

和

五

年

一

場

一

六

一

七

一

四

一

一
一

一

六

一

一

二

館

一

二

九

一

一

有

一

一一一

一

一

三

一

二

四

一

一

-

J

計

一

三

町

一

一一一

一
一

二

六

一

二

三

一

ニ

O

一

二

六

lJ ζ  

就

て

戸ｾ
民

切

友

る

も

の

が

あ

る

。

-

、

我

が

固

に

於

る

劇

場

及

映

竃

舘

の

火

災

概

況

合 映 劇

番

仰

考

(

刷

局

欄

の

鍛

字

に

は

映

出

船

と

の

W

随

分

間

間

か

で

な

い

も

の

も

合

む

。

〉

で

あ

っ

て

、

と

れ

ら

の

火

災

の

内

死

傷

者

を

出

し

た

も

の

を

刈

記

す

れ

ば

次

の

通

り

で

る

る

。

大

正

+

四

年

O

一

月

二

日

十

九

名

O

十

月

四

日

一

名

O

十

月

九

吋

電

気

仙

川

(

新

潟

仰刷

新

掛

仲

町

〉

死

亡

一

名

、

負

傷

多

鍛

天

満

似

拙

事

山

(

大

阪

市

)

負

傷

第

一

朝

日

館

ハ

大

阪

市

〉

負

傷

野

久

大

正

+

五

年

O

三

月

二

十

日

死

亡

一

名

O

閉

月

二

十

日

中

陽

歌

舞

劇

場

(

兵

陣

旧
師
川

V

W

隔

制

〉

負

傷

十

九

名

O

十

二

月

五

日

桐

生

キ

ネ

マ

ハ

群

川

向

山

師

桐

生

市

〉

負

傷

十

数

名

問

和

二

年

林

座

(

香

川

阪

下

高

瀬

村

)

縦

書特

凶E
f 司、

1111 

If :J 

ｾｦ，＠

館 . 一 一

l  一 言|

ｾ ｉ 七四 一
民 1 二 五 七

O

一

月

二
.

日

傷

一

名

O

一
一

-
月

三

日

亡

二

名

O

四

月

玉

目

前

士

品

川

(

京

都

市

〉

負

傷

=
一

名

O

十

月

二

十

一

日

叶

座

(

傑

太

大

泊

町

〉

苑

亡

一
名

O

十

一

月

十

阿

口

負

傷

一

名

昭

和

三

年

。

一一
一

月

二

十

九

日

一-

.
名

O

同

月

一
二

十

日

大

黒

賂

ハ

出

帆
e

品

販

制

山

市

)

死

パ

l

p

刷

ぬ

(

大

阪

市

〉

北

川

町

仙

川

大

阪

市

〉

代

傷

布

製

山

m.

ハ

後

援

M

M

松

山

市

」
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負

傷

一

名

O

十

月

十

六

日

映

部

ク

ラ

プ

(

熊

本

骸

八

代

町

〉

死

亡

六

名

昭

和

四

年

O

六

月

二

十

七

日

限

界

鮒

〔

爾

阿

蘇

八

脈

市

)

負

傷

三

名

昭

和

五

年

O

一

月

六

日

阿

谷

キ

ネ

マ

(

長

野

山

師

岡

谷

町

)

負

傷

多

毅

o

=

一
月

七

日

二

葉

館

〔

紳

戸

市

)

負

傷

二

名

o

=

-

月

十

日

陸

軍

管

舎

内

俄

役

映

岱

場

(

朝

鮮

銀

海

)

叫

ん

亡

百

六

名

o

=

.

月

二

十

一

日

岡

町

市

股

(

群

馬

脱

原

市

川

〉

伐

傷

1

六

名

O

五

月

十

二

日

昇

陀

(

北

海

道

夕

張

町

)

死

亡

=

.
名

.

負

傷

二

名

。

ヘ

月

十

七

日

従

氷

股

(

一1

4
m

阪

厄

呂

志

村

〉

伐

傷

一一
一

名

十

凶 一 ー _ ._--- -

件 第 二 岡 英遡アイルラント¥

で 一 九 二 六 年 九 月〉

あ 約五 ＱＭ 名 の 焼 ｬ ｴｾ が，Ａｬ廷後 ｽｪ ｲ こ見ゆるカ ｹ パ λ の Ｆに鋭ｊｦｉなって

竺 居た 、出入 口の近〈に映潟機があったこと 、酌こは滋俸が似めら

μ: れてあったとと、階設が 狭かった ζ とが死者 を出すに至った ので

共 ある。

(/.) 

ヨ主

な

る

も

ιコ

向

小

平

年

比

入

っ

て

か

ら

九

月

末

ま

で

の

川

火

件

数

は

はO

五

月

十

二

日

仮

設

川

町

窃

場

ハ

北

海

道

後

士

ω

図

東

山

崎

牧

村

〉

死

亡

十

六

名

、

負

傷

二

十

二

名

O

K

月

十

六

日

仮

設

映

笛

場

(

群

川

内

販

合

十

u

町

〉

死

亡

十

=

名

、

負

傷

五

十

六

名

等

で

あ

る

。

ニ

.

外

国

に

於

る

事

例

肱

米

共

の

他

の

諸

聞

に

於

る

劇

場

及

映

潜

航

火

災

の

件

数

陀

什

て

は

明

雌

な

も

の

を

本

げ

作

友

い

け

れ

ど

も

北

米

合

衆

閣

の

五

大

都

市

、

=
ュ

l

ョ

l

ク

市

バ

ル

チ

モ

1

ア

市

・

フ

イ

ラ

デ

ル

フ

イ

ヤ

市

、

ル

ソ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

市

及

ボ

ス

ト

ン

市

に

於

る

円

以

近

十

ヶ

年

間

の

出

火

件

数

を

左

衣

K

よ

っ

て

説

へ

ば

共

の

一

斑

を

察

知

し

得

る

で

る

ら

う

。

一

九

一

ぺ

年

一

九

一

九

年

一

九

二

O

年

一

九

二

.

年

}

九

一

一

二

年

一

九

二

-
一

-

年

一

九

二

阿

年

一

九

二

一

五

年

一

九

二

六

年

一

九

二

七

年

九

二

八

年

合

計

同

二

六
一

一

三

二

」

ノ

J

1

六

七

七

阿

L

-

T

 

J

J

~J

J

 

六

四

九

九

六

一

ハ

七

二

叉

‘

死

傷

者

を

川

し

た

る

火

災

民

付

て

は

米

同

k

民

防

火

協

合

の

調

引

に

よ

れ

ば

千

七

百

九

十

八

年

よ

り

千

九

百

三

十

年

ま

で

の

川

に

於

て

七

十

四

件

に

及

び

、

と

の

内

五

十

名

以

上

の

牝

者

を

出

し

た

も

の

を

摘

記

す

れ

ば

次

の

通

り

で

る

る

。

O

千

八

百

十

-

年

十

一
一

月

北

米

合

衆

凶

グ

ア

l

ジ

ニ

ア

州

リ

ッ

チ

モ

y

ド

市

、

サ

ウ

ス

時

(

鋒

益

に

於

る

燭

火

よ

り

出

火

〉

必

者

七

十

二

名

O

千

八

百

二

十

九

年

一
一

月

緩

西

説

、

セ

ン

ト

ピ

l

F

ス

プ

ル

〆

市

、

レ

1

7

y

時

ハ

舞

・

去

に

於

る

ラ

y

プ

よ

り

出

火

〉

死

者

八

百

品

開

名

O

千

八

百

四

十

r

R

年

五

月

支

那

、

府

束

、

支

那

他

(

室

内

の

燈

火

よ

り

出

火

)叫

ん

者

千

四

五 八 一 五 内 六 六 二 二 七 四

九 二 一 一

一 O 二 六 九 四 四 二 阿 六 四

ノ、

ブし

六

百

七

十

除

名

O

千

八

百

四

十

六

年

六

月

加

奈

陀

、

キ

ウ

ベ

ツ

ク

市

、

ロ

ー

ヤ

ル

座

(

舞

翠

L

L

の

7

y

プ

よ

り

出

火

U

死

者

百

品

開

名

O

千

八

百

四

十

七

年

一
一

月

獅

縫

・

カ

ー

ル

ス

ル

l

へ

、

グ

ラ

ン

ド

ヂ

ユ

カ

ル

賂

(

ガ

ス

燈

よ

り

出

火

)

死

者

六

十

一

一
一

名

、

傷

者

二

百

一
一

4

名

O

千

八

百

五

十

七

年

六

月

伊

大

利

、

レ

グ

ホ

l

y

市

、

デ

グ

リ

・

ア

キ

ド

フ

ト

咋

パ

舞

- 2ヨー

l都

/ 市

タ =

r打ユ

ヨ

ポ

ス

y  

市

ア パ

市ノι

守

司E

|ジサ
ス y

コ 7

二八二二三二三宍 _7i. 三|市:

17 7  

イイ
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5

で

侠

m
の

狼

燐

よ

り

出

火

〉

死

者

四

十

=

.
名

、

傷

者

百

三

十

四

名

O

千

八

百

七

十

六

年

十

二

月

北

米

合

衆

凶

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

市

プ

ル

ッ

ク

リ

y

‘

コ

y

ウ

ェ

イ

時

(

橋

板

川

の

抽

砲

火

よ

り

出

火

)

死

者

二

百

八

十

三

名

O

千

八

百

八

十

一

年

三

月

例

閣

西

、

ナ

イ

ス

、

7

エ

ジ

パ

ル

座

(

看

板

用

ガ

ス

僚

の

爆

後

)

死

者

二

百

俗

名

O

千

八

百

八

十

一

年

十

二

月

現

太

刑

、

ゥ

イ

y

市

、

リ

ン

グ

座

〔

看

板

用

ガ

ス

燈

よ

り

出

火

)

死

者

四

百
一

九

十

名

、

傷

者

伴

、
厳

O

千

ヘ

百

へ

十

一-

一
年

一

月

醤

西

辺

、

ペ

ル

ヂ

ツ

チ

l

7

市

、

コ

ス

F

リ

随

時

間

(

阪

会

の

激

嘆

に

煩

草

の

吸

殺

務

下

〉

死

者

六

百

六

十

一
一
-

名

η

千

八

百

へ

十

三

年

一
一

・
月

二

ユ

I

オ

凡

レ

ア

Y

ス

、

的

問

内

州

場

ハ

興

行

中

に

ガ

ア

燈

?

よ

り

出

火

〉

死

者

沢

十

八

名

、

傷

者

百

名

O

千

八

百

八

十

七

年

沢

月

例

問

問

問

、

パ

リ

l

市

、

ォ

ベ

ラ

コ

ミ

ッ

ク

応

〔

ガ

ス

燈

よ

り

出

火

〉

死

者

百

十

式

名

‘

傷

者

六

十

名

O

千

八

百

八

十

七

年

九

月

英

吉

利

、

ェ

ク

ス

F

l

市

、

ロ

ー

ヤ

ル

新

刷

場

(

聞

神

山

中

に

ガ

ス

俊

，

か

ら

出

火

〉

死

者

八

十

第 三 lii.il 北 米 合衆 国 ニュ ー ヨー クrli プ ノL ツ タ リ y に於る F イ ポ リ座 の

出 火 現 況( - A 二 八年凶月〕

火 災 11 i! '.防隊 i ! ) 迅速なる 活 動 に よっ て大事 に至 ら ず して泊、止 めた

が 、 最初j 火 の手 が ヒ る が 否 や混菌l を来 た して 死傷 者 を出した。

六

名

、

傷

者

百

除

名

O

千

八

百

ヘ

十

八

年

三

月

ポ

凶

作

ト

Y

ル

、

オ

ボ

ル

ト

市

バ

ケ

テ

鹿

(

附

獄

中

ガ

ス

俊

ー

か

ら

山山

火

)

O

千

・

ヘ

百

九

十

二

年

阿

月

北

米

合

衆

園

、

-
ヘ

ン

シ

ル

ヴ

ア

ニ

ア

州

、

フ

イ

ラ

デ

凡

ア

イ

ヤ

市

グ

ラ

ゾ

ト

セ

ン

ト

ラ

ル

時

(

閥

抗

中

ガ

ス

符

か

ら

出

火

〉

死

者

十

阿

名

、

傷

者

七

十

僚

名

O

千

八

百

九

十

沢

年

十

二

月

北

米

合

衆

附

メ

リ

!

?

ゾ

ド

州

、

パ

ル

チ

モ

1

7

市

、

セ

y

ト

フ

ロ

ン

ト

陀

ペ

ガ

ス

燈

の

爆

淡

)

死

者

二

十

二

名

、

傷

者

内

十

一丸

名

O

千

へ

百

九

十

七

年

一点

月

例

問

問

、

パ

リ

-

市

、

パ

ザ

l

に

於

る

仮

設

映

岱

州

場

(

7

4

凡

ム

映

寓

機

よ

り

出

火

)

死

者

百

二

十

内

名

、

傷

者

無

数

O

千

九

百

二
一

年

一

月

北

米

合

衆

閥

、

.
へ

y

シ

凡

ゲ

ア

ニ

ア

州

、

オ

イ

エ

凡

タ

山

ソ

ン

市

ロ

l

ド

オ

ペ

ラ

陀

(

原

附

不

詳

)

死

者

百

七

卜

名

O

千

九

百

三

年

十

二

月

北

米

合

衆

凶

、

ィ

リ

ノ

イ

ス

州

、

v

カ

ゴ

市

、

ィ

ロ

ク

イ

ス

肱

f

ア

ー

ク

燃

の

火

花

よ

り

出

火

)

死

者

六

百

二

名

、

傷

者

二

百

荒

十

鈴

名

O

千

九

一白

丸

年

二

月

メ

キ

ジ

コ

、

ァ

ヵ

プ

ル

コ

、

ロ

l

ド

オ

イ

ラ

w

m

〔

以

同

不

祥

U

死

者

二

百

一
れ

十

名

O

千

九

百

十

一

年

一引

月

鋲

西

山

川

、

ポ

ロ

ン

廿南

側

場

(

原

川

不

明

)

死

者

百

一
一

十

名

O

千

九

百

十

二

年

配

月

ス

イ

イ

y

、

7

イ

ラ

リ

l

M
州

、

某

映

部

品

川

(

原

因

7

イ

凡

ム

?

)

死

者

ヘ

十

名

O

千

九

百

十

同

年

一

月

瓜

町

、

ス

ラ

パ

ヤ

サ

市

映

酪

品川

(

原

閃

7

イ

凡

ム

?

〉

死

者

七

寸

有

名

O

千

九

百

十

九

年

六

月

例

関

西

、

ワ

ラ

y

ス

、

υ

1

4

廿

南

側

吻

ハ

似

附

不

川

U

死

者

ヘ

寸

名

。

千

九

百

十

九

年

六

月

ボ

ル

ト

リ

コ

、

メ

ヤ

ギ

l

ゼ

、

来

峡

筒

仙

附

(

泊

以

短

絡

よ

り

出

火

)

死

者

ヘ

十

品

開

名

O

千

九

百

二

十

竺

年

間

月

メ

キ

ジ

コ

、

F

キ

ユ

パ

ヤ

(

メ

キ

シ

ヨ

市

外

〉

サ

市

川

町

筒

袖

川

(

川

町

穏

幽

問

よ

り

川

火

)

死

者

二

十

二

名

、

傷

者

無

数

O

千

九

百

二

十

内

年

七

月

メ

キ

シ

コ

、

ペ

-
フ

ク

ル

ッ

、

エ

ス

パ

ラ

附

(

川

町

九

%

機

よ

り

出

火

〉

死

者

二

十

銭

名

、

傷

者

一
一
-

十

鈴

名

O

千

九

百

二

十

阿

年

九

月

、

土

耳

古

、

ス

ミ

凡

ヤ

.

サ

市

川

町

船

出

仙

川

ハ

7

イ

凡

ム

引

火

U

死

者

百

品

山

政

引

。

千

九

百

二

十

七

作

一

月

加

絞

陀

、

モ

y

ト

リ

ア

ル

市

、

ロ

l

リ

エ

ル

パ

レ

ス

隆

ハ

フ

ィ

ル

ム

引

火

〉

死

者

七

十

八

名

、

傷

者

一一
一

十

航路

取引

O

千

九

百

二

十

ぺ

年

・

一
月

九

V

太

副

判

、

モ

リ

ア

ゴ

、

ふ

跡、

館

館

(

7

イ

凡

ム

引

火

)

死

者

二

十

K

名

、

傷

者

悦

…
駁

。

千

九

百

二

十

ヘ

年

九

月

ス

ペ

イ

ン

、

7

ド

グ

ッ

ド

市

、

ノ

ベ

ダ

グ

咋

(

ル

川

内

不

可

川

)

死

者

六

十

名

、

傷

者

百

七

十

俗

名

O

千

九

百

二

十

-
ヘ

年

l

↑

月

第

四

叫

、

ホ

ヂ

宇

1

7

、

某

映

笛

仙

川

(

フ

イ

パ

ム

引

火

〉

死

者

五

十

名

O

千

九

百

一
一

十

九

年

一
一

-
月

探

凶

川

、

，

Y

7

ヂ

ミ

凡

州

、

ィ

ゴ

ル

キ

ノ

l

村

川

山

梨

'市

ハ

フ

ィ

ル

ム

引

火

)

死

者

百

二

十

名

。

千

九

百

二

十

九

年

十

二

月

ス

コ

ッ

ト

テ

ン

ド

、

べ

l

ス

レ

!

、

グ

レ

y

#

ネ

マ

〈
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れ の

北 ば 峨

米 / 正中1:

計共著 ｅｚ 芝自猟吉宗安土 ・・ ｲ Ｇ Ｎ 盟ｾＢａ Ｏｉ Ｎ
他 Il: i 牙 刺 手11 西 Z是非:11 園 U 弘・・・E こ.. . . .  圃圃・圃E 週臥 戸 喝 姐I l .  泊り ーー圃圃，ＭＢＢ，一ーーｾ竺［，Ｎ ＢＧＭＮ弐 ・ _  tf 

りたt !，?; 四園 北 米 合 衆 閣 メ リ ー ラ y ド洲 パ ル チ モ ー ア 市 に 於 る 7 オリ ー 略

で る の火災現状( 一九二八年三 月)

あ 者 素 人 細 工 のnに舞誌の HI 線が 短 絡 を 起 して出火したと体へられて

る の 同 守

。枇 咽 V

ｾ段 ｬ と館叉於界ｴＮｦ Ｎ 百年九年百づ調記防米ツる
を 於 の は て 各 間 三 1 ' 1 : 百 よ 九 き 不 f . 鋒 火 閤 ク が

穆 て 火 H央底11 固 に 十 主 三 り 十 千 lと 部 協 k 氏

ぐ 共 Jミ 苗 場 K 世 二 る 十 千 七 七 本 の 合 . t r C 及 サ

フ

ィ

ル

ム

引

火

)

死

者

百

七

十

名

O

千

九

百

エ

十

年

三

月

満

洲

、

吉

林

、

む

影

品

川

ハ

フ

イ

凡

ム

引

火

)

死

者

七

十

六

名

、

傷

者

無

数

三

、

死

傷

者

劇

場

及

映

番

館

の

火

災

に

於

て

は

佐

k

多

数

の

ル

傷

者

を

出

す

と

と

は

既

記

の

事

例

の

一

不

す

所

で

あ

る

が

、

我

閣

の

如

き

も

大

正

十

四

年

よ

り

昨

年

ま

で

の

僅

々

い

ハ

ヶ

年

聞

に

約

百

五

十

名

の

死

者

と

二

百

数

十

名

の

傷

者

と

を

州

し

て

居

欧測

一

六

七

一

二

八

五

九

へ

束

中

ハ

T

R

阿

T

t

へ

六

六

一

問

。

一

内

九

O

一
一
一

O

宅

一
一

-
阿

O

九

其 由 、 英 土 豆

り， 古i ' i 細

_¥、.: :: ] 手 -

ｦｩ ｾ 碕 ￆＡ

計 イ也 闘 図 ti 洲

沢

流

二

六

一0

0

内

十
九

五

竺

七

九

二

沢

一

一

一
ヒ

九
一

A  
p  

而

し

て

と

れ

ら

の

死

者

を

出

し

た

る

経

路

を

大

別

す

れ

ば

焼

死

及

廊

化

と

中

毒

死

の

二

顧

と

た

る

。

即

ち

前

者

は

多

数

の

槻

客

が

或

は

周

主

総

引

の

矯

.

或

は

挫

総

階

段

、

安

全

通

路

・

非

常

口

等

の

快

如

、

不

川

広

・

不

完

全

米

は

挫

刻

誘

導

の

不

良

等

の

需

に

混

飢

雑

踏

し

て

越

難

の

機

合

を

失

ひ

、

北

ハ

の

制

或

は

火

傷

を

象

り

、

或

は

焼

死

し

・

若

は

股

糊

M
m

殺

せ

ら

る

a

A

K

至

る

も

の

で

あ

っ

て

‘

後

者

は

主

と

し

て

映

帯

航

若

は

映

計

上

映

の

劇

場

に

佐

々

現

川

す

る

が

如

く

.

フ

ィ

ル

ム

の

分

解

瓦

斯

に

囚

り

て

中

討

死

K

陥

る

も

の

で

あ

る

が

、

叫

聞

に

後

者

の

場

介

は

一

時

に

比

較

的

多

数

の

死

傷

者

を

山

川

す

の

を

常

と

し

て

居

る

、

既

記

の

レ

1

マ

ン

臨

(

死

者

八

百

徐

名

)

‘

支

那

康

(

死

者

千

六

百

七

十

徐

名

)

、

コ

ン

ウ

ェ

イ

康

(

死

者

二

百

八

十

徐

名

コ

リ

ン

グ

庫

(

死

者

四

百

五

十

飴

名

)

.

コ

ス

タ

リ

曲

馬

場

(

死

者

六

百

六

十

除

名

)

‘

イ

ロ

ク

イ

ス

座

(

死

者

六

百

除

名

)

の

如

き

は

主

と

し

て

前

者

K

屈

す

る

も

の

で

あ

っ

て

.

概

ね

十

九

世

紀

前

の

劇

場

火

災

の

犠

牲

者

で

あ

る

が

後

者

に

属

す

る

火

災

は

二

十

世

紀

K

入

り

て

頓

に

増

加

し

、

約

二

十

五

件

の

火

災

に

於

て

千

徐

名

の

死

者

を

附

し

て

居

る

J

即

ち

死

傷

者

の

敢

に

於

て

は

減

少

せ

る

も

件

数

は

益

々

増

加

の

趨

勢

に

あ

っ

て

、

北

ハ

の

山

有

名

な

る

も

の

は

フ

イ

ラ

リ

ー

ル

(

ス

ペ

イ

ン

)

の

眼

苗

館

(

死

芥

八

十

徐

名

Y

メ

ヤ

ギ

l

ゼ

(

ポ

ル

ト

ガ

ル

)

の

映

苗

仙

(

死

お

八

十

除

名

)

、

ヴ

イ

ラ

リ

ア

(

ス

ペ

イ

ン

e

の

映

識

館

(

死

者

八

十

除

名

)

.

ス

ミ

ル

ヤ

(

ト

ル

コ

)

の

映

嵩

桁

(

死

者

百

除

名

三

イ

ゴ

ル

キ

ノ

l

倶

楽

部

(

ロ

シ

ア

J

の

仮

託

映

括

協

(

死

者

百

二

十

飴

名

)

、

ペ

l

ス

レ

1

(

ス

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

)

の

欣

融

航

「

死

お

百

七

十

飴

0

2

.釦

栴

(

朝

鮮

、

悩

泣

映

苗

場

(

死

者

百

除

名

Y

モ

ン

ト

リ

プ

ル

(

カ

ナ

ダ

)

の

映

前

館

(

死

者

七

十

除

名

)

、

吉

林

(

満

洲

)

の

映

高

館

(

死

芥

七

十

除

名

)

等

で

あ

る

、

今

.

前

掲

の

事

例

共

の

他

の

劇

場

-A

映

前

紡

火

災

に

於

る

死

者

二

千

同

百

二

十

六

名

に

付

き

其

の

悲

惨

な

る

運

命

に

難

る

L

に

至

っ

た

原

悶

を

制

分

す

れ

ば

- 3 0 ー
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原

}正l

係閥物m

不

適

嘗

な

る

出

口

と

浪

飢

迅

速

な

る

火

勢

の

山

山

口

述

動

窓

よ

り

の

飛

降

計

係腕衣驚

燃

植

民

フ

ィ

ル

ム

b

蒲

衣

に

鰍

火

線

火

接

簡

に

よ

り

勲

火

号

制

係閥I tM宵

接 消

極 防

計 の 中

仔IJ 燃

渓 燐

建

物

院

予吾

不

詳

で

あ

っ

て

.

こ

れ

ら

の

犠

牲

者

の

性

別

t車、

言「

日開j

Ｚｬｩ 」ムニ 」二 上 ｉｾ Ｍ 九三 一
映

日」ニ出4i ld -

A  

'" 

一

一

二

七

七

九

一

二

O

七

7L  

-ヒ

北

ハ

他

を

阪

分

す

れ

ば
，

次

の

泊

り

で

あ

る

pq 

官古

セg.. 強合伝 位J iIJ てさL 性gu t] 、

BS件!l' 師 年 女 男

人，ト齢不

計のｾ ｾ 見
記 主

o  0さ ロ ロ 01: 自首i

Cコ Cコ C コ 亡コ ｾ，｟＠

:f :s 

=一，，_一・ ニヱ プ2一Ｎミ ｾ
包一・ 回: h.  =:  口 ｾ ，｟＠

ノー一ー、・ 三守主- . ーー ーー I  籾*  ・

映
Eコ亡コ ー- :ft.o Cコ

電li

ー 他

Cコ Cコ Cコ Cコ Cコ ーー

官官

三ｦ ノｾ一 ｌ、 ｾ 1一b 一t一t  

会長一 一|理
e合

cコ Cコ ，，_ cコ

sl 其他

邑 会 長ニ ｾ ｉ 計
官|

プ竜 仁コ Cコ ， 

向

直

接

火

災

に

因

る

K

非

ら

や

し

て

共

の

服

報

の

篤

に

槻

客

の

恐

慌

欣

態

を

椋

起

し

て

、

死

傷

者

を

出

し

た

る

事

例

及

建

物

の

倒

壊

、

其

の

他

の

災

害

に

よ
V

穴

場

れつ決

ば て

左 死

の 傷

涌 者

り を

で /+' ，

あ し

る ?と

。 る

f列j

を

摘

ぐ

O

千

八

百

八

十

四

年

十

一

月

ス

コ

ッ

ト

テ

y

ド

、

グ

ラ

ス

ゴ

I

市

の

ス

タ

l

座

に

於

る

死

者

十

四

名

(

出

火

山

肌

報

〉

O

千

八

百

ヘ

十

七

年

六

月

英

士

口

利

、

ロ

y

ド

ン

市

の

九

プ

リ

ウ

・

ド

-
7

T

F

ラ

メ

陀

に

於

る

死

者

十

七

名

門

出

火

山

肌

報

U

O

千

へ

百

九

十

一
一

.

年

六

月

北

米

合

衆

閥

、

コ

ロ

y

ピ

ア

地

方

、

ワ

シ

ン

ト

ン

の

フ

ォ

ー

ド

販

に

於

る

死

者

二

十

二

名

へ

倒

壊

)

O

千

九

百

十

一

年

へ

月

北

米

合

衆

国

、

.
へ

ン

シ

ル

ヴ

ア

ユ

ア

州

、

カ

ノ

ン

ス

パ

l

グ

の

オ

イ

一

7

陀

に

於

る

死

者

二

十

六

取

引

(

出

火

応

報

〉

O

千

九

百

十

円

年

十

三

月

ミ

シ

シ

ッ

ピ

l

州

、

カ

ル

メ

ツ

ト

の

イ

F

リ

l

品川

に

於

る

死

者

七

十

二

取

引

(

出

火

践

報

〉

。

千

九

百

二

十

二

年

一

月

北

米

合

衆

園

、

コ

口

Y

ピ

ア

地

方

、

ニ

ッ

ケ

ル

の

ポ

ツ

カ

l

肢

の

死

者

九

十

七

名

(

例

扱

〉

計

一O

一
一

一 九 二

回

、

出

火

原

因

劇

場

及

映

菰

紛

の

川

火

原

凶

と

し

て

一

般

に

認

め

ら

る

L

も

の

は

.

第

一

火

の

不

始

末

で

あ

っ

て

‘

殊

に

我

が

闘

の

如

く

脆

北

米

合

衆

倒

、

山

本

枕

で

る

っ

て

暖

房

設

備

不

完

全

な

る

も

の

多

い

場

人

口

氏

於

て

は

、

火

鉢

叉

は

煙

草

の

吸

殻

の

不

始

末

に

本

づ

く

出

火

が

砂

〈

友

い

。

第

二

は

伽

州

事

照

明

共

の

他

の

日

的

K

使

川

せ

ら

る

L

電

祭

設

備

の

故

障

、

例

へ

ば

漏

電

、

短

絡

等

で

あ

る

が

、

映

諸

制

k

b

つ

て

は

電

燈

叉

は

ア

l

ク

燈

の

如

き

高

熱

の

光

源

韓

の

篤

K

フ

ィ

ル

ム

を

放

火

せ

し

む

る

と

と

が

多

ぃ

。

今

、

参

考

の

岬

崎

氏

米

岡

々

民

防

火

協

第五回 スペイ ン、マ ド リツド市 の アペ F グ座 の焼跡( ーブL 二八 年 十

月〉 六 十八 名 死 亡。
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命

は

詑

鋭

部

、

マ

サ

ツ

チ

ユ

セ

ツ

ツ

州

及

英

領

コ

ロ

ン

ビ

ア

に

於

て

訓

有

し

た

る

(
4

〉

米

園

々

民

防

火

協

曾

記

録

郵

原

11;1  

特

別

危

害

喫

燃

及

燐

寸

電

以

的

原

附

暖

樹

、

m・

汽

叫

粧

品

凡

其

の

パ

イ

プ

雷

稜

及

紙

屑

自

然

後

火

加

熱

波

位

。

ヘ

げ
は

定

以

照

明

技

鐙

に

依

る

可

燃

性

物

の

燃

焼

京

消

.
ハ

l

ナ

l

燈

又

は

暖

凶

の

掛川

火

焼

失

及

川

川

辺

の

磁

故

田

人

は

治

熱

引

火

性

一以

値

貼

火

せ

る

.

九

斯

危

朱

ア

イ

ロ

y

孫
一

み

a

セ
m
k仇

ヨ

宅

『放合不累

の

明 言| 火 火 他 慌言|

マ

サ

ツ

チ

ユ

セ

ツ

ツ

州

山川

火

原

川

を

表

示

す

れ

ば

弐

の

辺

り

で

あ

る

。

陪『

-、
、

一
一
一
一

二

二

九

O

問

一二

-

一
一

-

;場
一 一 宍 七

じ O 七 三ミ O ブL 玩 rq rq  ) L ヘ
pq  

t

I

vi

 

M

a

A
川

一 二 荒 九

八 七 一 七 o 0  

五 回

三 七 三円: 二

O ヘ 二 二 九 坑 二 O 二 O 八 二 七 二

自 従 喫 [ I 己

然主主 煩 IJJ; t! ' - J  

的 l!J.

5豊 原 燐

火 1'" 寸

1"1  

〈

一

九

一

九

l

一

九

二

八

年

)

f

京

ft 

- rq 

七 六 O

加 破 摩

熱 m

君主せ

l Rる

叉 ォ

It イ

1m ノι 擦

明 パ

袋 1

置 ナ

数

困

十三

回

L

L

 

3

J

 

阿

円

M

・

一

一一
一

一
一

一

一

=

一

有一

六

八

一

一

へ

一

一

八
ム
ハ

一
一
一

イ午

一 一 一 二 二 六 二 九

八 九 O 二 七 二 五ー一 九 八重主

子

供

の

燐

寸

奔

り

引

火

性

液

過

熱

せ

る

抵

抗

器

過

熱

せ

る

燈

煩

火

故

意

の

悪

戯

(

ハ

〉

英

領

1

J

ロ

シ

ビ

ア

一一 一一一 一一 一 一 一 一 ー

一 一

7  

イ

<0 ム

の

長

明 他 矧

毒事

箆

十

ル

、

4

J

'

 

不犯

抑

制

な

き

も

の

ム
口

原

1"1  
(

一

九

二

回

|

一

九

二

九

年

〉

重立

破

ム

m

A

寸

線

火

唆

城

の

火

の

粉

破

損

せ

る

映

潟

機

電

然

的

原

同

破

損

せ

る

川町

-

mハ

燈

の

過

熱…

不

明

合

計

慨 j員

7  

イ

ル

決

燐

四 四 九

と

れ

の

原

因

中

(

イ

)

表

の

判

川

危

害

(

ロ

)

表

の

電

気

的

原

悶

の

大

部

分

及

フ

ィ

ル

ム

の

長

期

法

露

・

(

ハ

)

表

の

破

損

せ

る

フ

ィ

ル

ム

及

破

出

せ

る

映

話

機

は

何

れ

も

映

画

館

の

火

災

原

悶

で

あ

っ

て

(

イ

)

表

中

の

特

別

危

害

二

百

八

十

四

件

を

更

に

細

分

す

れ

ば

、

映

話

機

操

縦

中

に

フ

ィ

ル

ム

の

引

火

せ

る

も

の

百

十

五

件

‘

映

篤

機

の

熱

叉

は

ア

l

ク

燈

の

過

露

州

に

依

り

フ

ィ

ル

ム

の

燃

焼

せ

る

も

の

同

十

七

件

、

映

山訪

中

K

フ

ィ

ル

ム

の

f!: 

ヱモ pq  ;IL 九 二 一 一 一 二 二

fi l  

一O

一
一

-
沢

一

間

六

n

R

 

4

 

符

(

山

仲

)

r

A

=

一

六

七

ト

」

h

、

.、

-ノ

a

，

内

八

六

九

o

o
f

-

六

八

六

一

二

八

一

八

一

八

七

六

一
O

九

七

三

一

九

四

六

O

切

断

せ

る

も

の

二

十

八

件

で

あ

っ

て

、

共

の

他

の

も

の

も

何

れ

も

フ

ィ

ル

ム

が

川

火

の

緋

慌

を

矯

し
、

共

の

如

何

κ
危

険

な

る

か

を

如

笛

K

示

し

て

居

る

の

で

あ

る

。五

、

フ

ィ

ル

ム

の

授

火

現

今

映

由

民

川

ひ

ら

れ

つ

L

あ

る

フ

ィ

ル

ム

は

『

九

ミ

リ

ル

T

」

叉

は

『

十

六

ミ

リ

』

の

如

き

小

型

物

を

除

き

、

興

行

共

の

他

一

般

に

川

ひ

ら

る

L

棋

準

物

、

即

一- 3 2 -
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ち

『

三

十

五

ミ

リ

』

フ

ィ

ル

ム

は

熱

に

針

す

る

祇

抗

性

制

め

て

拘

弱

で

あ

っ

て

、

而

か

も

倣

焼

性

の

頗

る

蒋

大

怒

る

セ

ル

ロ

イ

ド

を

ベ

1

ス

と

し

た

る

も

の

で

②

る

。

山

じ

然

、

セ

ル

ロ

イ

ド

は

周

知

の

如

く

之

に

鈷

火

す

れ

ば

最

も

迅

速

且

つ

競

烈

K

燃

焼

す

る

の

み

な

ら

歩

、

部

氏

百

十

度

以

上

の

浪

度

K

遁

遇

す

れ

ば

弐

仰

に

分

解

し
、

二

百

度

を

超

ゆ

れ

ば

遂

に

強

火

す

る

に

王

る

も

の

で

あ

る

が

、

フ

イ

ル

ム

川

セ

ル

ロ

イ

ド

の

如

き

は

共

の

利

成

が

持

組

の

セ

ル

ロ

イ

ド

と

明

か

趣

を

具

に

し

て

不

安

定

な

る

と

、

北

ハ

の

形

態

一

山

政

欣

友

る

震

に

容

易

に

強

火

延

焼

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

其

の

蛍

火

貼

は

普

通

百

七

十

度

前

後

で

あ

り

、

兆

一

し

き

場

人

け

に

於

て

は

既

に

百

二

十

度

前

後

に

於

て

琵

火

す

る

。

従

っ

て

五

百

ワ

ッ

ト

乃

王

千

ワ

ッ

ト

の

電

球

又

は

と

れ

ら

に

・

調

合

す

る

光

加

に

山

一

射

せ

ら

る

れ

ば

数

秒

に

し

て

強

火

す

る

に

至

る

も

の

で

あ

る

が

、

其

の

誘

因

と

な

る

も

の

は

多

く

映

腐

機

の

不

良

叉

は

故

障

操

縦

者

の

怠

慢

叉

は

不

注

意

等

で

あ

る

。

人

寸

北

ハ

の

一

一

三

に

付

て

左

に

簡

記

す

る

。

川

w
暁

寓

機

の

機

構

普

通

、

映

取

機

中

第六闘 北米合衆園カリアオル= ア州ユーリカに於ける州立劇場の内

部境跡、( - j 1.， 二九年九月〉

{ 白書十高娘、小児の矯めマチーネ開古主主主分前に出火。

に

於

て

フ

ィ

ル

ム

の

最

も

強

火

し

易

き

部

分

は

光

線

投

射

口

で

る

る

所

制

ア

パ

1

チ

ユ

ア

で

る

る

か

ら

‘

之

K

附

属

せ

る

光

一

料

遮

断

川

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

が

迅

速

に

而

か

も

完

全

に

閉

鎖

し

得

る

映

腐

機

を

謎

搾

し

.

日以

つ

共

の

操

縦

前

に

之

が

機

能

を

充

分

に

鈷

検

す

る

要

が

あ

る

。

叉

フ

ィ

ル

ム

悠

取

川

の

リ

l

ル

の

露

出

せ

る

映

応

機

に

あ

り

で

は

フ

ィ

ル

ム

が

ア

パ

l

チ

ユ

ア

の

部

分

に

於

て

散

火

せ

る

場

合

.

若

は

光

線

の

投

射

を

誤

っ

て

フ

ィ

ル

ム

を

強

火

せ

し

め

た

る

場

人

け

に

其

の

延

焼

を

谷

易

な

ら

し

め

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

ア

ー

バ

ン

、

ワ

イ

ツ

グ

、

パ

テ

l

等

の

如

き

映

応

機

の

使

川

は

努

め

て

之

を

・

避

け
・

ラ

ッ

チ

エ

ン

、

シ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

、

ア

ク

メ

、

パ

ワ

l

ル
ヰ
可
の

如

〈

、

共

の

リ

1

ル

を

錨

板

製

ケ

l

ス

を

以

て

被

観

し

た

る

も

の

か

、

若

は

脱

税

川

の

も

の

に

あ

り

で

は

ロ

ー

ヤ

ル

、

デ

プ

ラ

イ

の

如

く

、

機

構

内

に

於

て

リ

ー

ル

の

隔

敵

遮

断

さ

れ

た

る

も

の

を

選

探

す

べ

き

で

あ

る
。

同

操

縦

中

の

故

障

映

府

機

問

料

川

電

動

機

の

ベ

ル

ト

切

断

若

は

輪

動

中

の

フ

ィ

ル

ム

が

不

時

切

断

し

た

る

が

如

き

故

陣

は

・

映

山い心

中

K

於

て

往

k

起

り

得

る

も

の

で

あ

る

.

然

る

に

乙

の

場

合

光

源

の

遮

断

が

遮

延

す

れ

ば

ア

パ

l

チ

ユ

プ

の

部

分

に

於

て

ん

作

滞

せ

る

フ

ィ

ル

ム

が

護

火

し

・

克

巳

共

の

附

近

に

率

一
下

停

滞

せ

る

も

の

に

延

焼

し

て

途

に

大

事

に

至

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

映

お

機

は

か

a

h

る

場

合

直

に

シ

ャ

ッ

タ

ー

の

自

動

的

に

閉

鎖

す

る

も

の

を

選

鐸

使

川

す

べ

き

必

要

が

あ

る

の

で

る

っ

て

‘

北

ハ

の

然

ら

ざ

る

も

の

に

あ

っ

て

は

、

操

縦

者

自

ら

が

直

に

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

閉

づ

る

と

共

に

た

棋

を

消

滅

せ

し

む

べ

き

で

あ

る

。

叉

川

川

官

府

中

に

，

付

託

し

た

る

場

合

の

虚

世

も

亦

フ

ィ

ル

ム

の

強

火

に

桁

接

な

る

川

聞

係

が

あ

る

。

即

ち

停

電

の

場

ん

け

と

雌

も

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

閉

鎖

す

る

か

或

は

減

燈

を

行

は

ざ

れ

ば

、

復

習

と

同

時

に

ア

パ

l

チ

ユ

ア

の

部

分

に

於

て

、

フ

ィ

ル

ム

が

光

線

の

な

激

欣

射

を

受

け

琵

火

せ

し

め

る

も

の

で

る

る

。

内

操

縦

者

の

技

能

操

縦

者

が

共

の

技

能

未

熟

な

る

場

人

け

に

あ

り

で

は

・

佐

K

ピ

ン

ト

を

誤

り

て

フ

ィ

ル

ム

に

芭

射

光

糾

を

放

射

し

て

蛮

火

せ

し

む

る

成

が

②

り

・

ア

ー

ク

燈

を

光

源

K

使

川

す

る

場

合

k

b

り

で

は

、

炭

素

棒

の

調

整

不

良

の

鵠

に

一知

-ほ

す

る

火

花

が

フ

ィ

ル

ム

陀

貼

火

す

る

成

が

b

る

か

ら

操

縦

者

は

と

れ

ら

の

技

術

K

熟

練

し

世

く

の

嬰

が

あ

る

。

叉

辿

組

物

映

幻

に

際

し

次

谷

フ

ィ

ル

ム

を

接

備

せ

る

- 3 3 -
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議

備

機

に

引

を

念

い

で

抽

出

め

光

川

械

を

放

射

す

る

が

如

き

不

一

託

認

を

政

へ

て

し

て

危

険

を

川

町

ん

で

抗

策

す

る

と

と

が

あ

る

か

ら

共

の

問

僅

々

数

秒

の

場

合

と

雌

必

十

之

を

挫

け

フ

ィ

ル

ム

輪

助

後

に

於

て

始

め

て

光

線

を

放

射

す

べ

き

で

あ

る

o

共

の

他

映

話

機

室

に

於

る

喫

煙

の

絶

封

禁

止

や

採

暖

川

火

鉢

の

取

似

心

得

等

は

一

見

現

事

友

り

と

雌

映

高

館

の

安

全

を

期

す

る

と

K

於

て

は

極

め

て

軍

-
嬰

た

る

と

と

で

あ

る

。

向

セ

ル

ロ

イ

ド

ベ

ー

ス

よ

り

成

る

フ

ィ

ル

ム

は

、

前

記

の

如

く

映

宙局

中

に

往

々

登

火

し

て

大

乳

を

服

す

も

の

で

あ

る

が

、

更

に

倶

る

べ

き

は

共

の

受

熱

に

作

ふ

て

分

解

生

成

す

る

瓦

斯

の

中

奇

で

あ

る

。

同

よ

り

と

の

分

解

生

成

瓦

斯

の

極

類

及

分

量

は

.

フ

ィ

ル

ム

共

の

も

の

L

本

質

と

共

の

数

量

に

よ

っ

て

相

還

す

る

と

と

が

砂

く

な

い

が

‘

特

に

甚

し

く

影

響

す

る

要

素

は

分

制

附

す

る

場

所

の

欣

況

で

あ

る

普

通

フ

ィ

ル

ム

が

凶

同

開

放

の

場

所

叉

は

換

気

良

好

な

る

場

所

に

於

て

分

解

す

る

と

き

は

酸

化

炭

素

.

茨

般

ガ

ス

・

メ

タ

ン

、

水

索

、

空

業

等

を

生

成

す

る

の

で

あ

っ

て

、

と

の

内

の

有

害

成

分

た

る

酸

化

炭

素

量

も

比

較

的

・
少

量

で

あ

る

が

.

特

閉

場

所

又

は

品

川

気

不

良

な

る

場

所

.

例

へ

ば

映

番

館

の

如

き

、

地

下

室

や

倉

山

仰

の

如

き

相

場

所

K

於

て

分

解

す

れ

ば

、

酸

化

炭

素

量

が

増

加

す

る

の

外

、

有

害

性

の

姉

、

著

な

る

班

酸

化

詰

索

、

過

酸

化

器

索

、

四

酸

化

安

索

第 ヒ悶 北 米 合衆凶イリノイ ス州オーロ ? に 於る リア ルト 庄 の壌 放

乙の火 災 の錫 I亡附 近 一帯 の jl}j 業地域 は殆 ん ど全部俊 繍 rまれ た の で

ある。

等

を

生

成

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

映

茜

舘

火

災

に

際

し

多

数

の

死

者

を

出

し

た

る

場

ム

け

あ

り

と

す

れ

ば

.

北

ハ

の

犬

部

分

は

と

れ

ら

の

有

害

瓦

斯

に

中

毒

し

た

る

も

の

と

断

じ

て

誤

が

友

い

。

例

へ

ば

既

詑

の

加

奈

陀

モ

ン

ト

リ

ア

ル

市

の

ロ

l

リ

ヱ

ル

パ

レ

ス

肢

の

火

災

民

於

て

出

し

た

る

死

者

七

十

八

名

中

五

十

二

名

は

中

毒

死

友

り

し

事

賀

、

或

は

叉

朝

鮮

鎮

海

事

件

に

於

て

も

火

焔

が

映

お

場

外

に

現

は

れ

て

始

め

て

川

火

を

先

知

し

た

る

程

静

寂

裡

κ
、

百

除

名

の

少

年

少

女

が

死

亡

し

た

り

と

体

へ

ら

る

L

が

如

肴

も

・

明

に

瓦

斯

中

枇

の

事

官

を

物

語

る

も

の

で

あ

る

....... 
，、

封

策

劇

場

及

映

識

館

の

火

災

に

あ

っ

て

は

建

築

物

や

設

備

等

の

焼

失

に

依

る

被

害

は

聞

よ

り

齢

く

な

い

け

れ

ど

も

.

間

一

出

・中

に

若

し

強

火

す

れ

ば

.

或

は

共

の

火

焔

の

震

に

、

或

は

惇

胤

雑

踏

の

震

に

、

若

は

フ

ィ

ル

ム

の

分

解

瓦

斯

の

震

に

槻

客

中

よ

り

多

数

の

死

傷

者

を

州

す

虞

が

あ

る

か

ら

、

共

の

防

火

針

策

に

付

て

は

慎

重

に

研

究

考

慮

す

る

必

要

が

②

る

。

今

、

左

に

共

の

重

要

事

項

の

三

刊

を

掲

げ

る

。

(

イ

)

建

物

の

構

造

劇

場

及

映

苗

館

は

多

く

の

場

合

、

人

家

共

の

他

の

建

築

物

の

符

集

せ

る

所

前

繁

華

地

域

に

存

在

す

る

の

を

常

と

す

る

か

ら

、

大

勢

P
-

局

限

し

で

附

近

へ

の

延

焼

を

防

ぐ

上

に

於

」

し

も

‘

叉

附

近

よ

り

の

類

焼

を

挫

く

る

上

に

於

て

も

、

共

の

構

出

の

木

造

で

あ

る

と

と

は

危

険

で

②

る

。

従

っ

て

市

街

地

建

築

物

法

の

泊

則

を

受

く

る

場

合

は

首

然

耐

火

構

浩

な

ら

し

む

べ

き

で

あ

る

が

、

共

の

他

の

場

合

に

於

て

も

可

成

的

に

其

の

緋

匙

を

耐

火

化

せ

し

む

ぺ

く

・
叫

怖

に

映

帯

備

に

於

て

然

り

で

あ

る

。

(

ロ

)
避

難

設

備

多

数

の

-組

容

を

牧

谷

せ

る

劇

場

叉

は

映

古

館

に

於

て

一

朝

思

は

ざ

る

の

事

故

突

穫

し

た

り

と

す

れ

ば

、

北

バ

の

挫

難

K

際

し

所

間

昨

焦

心

理

の

助

く

所

に

従

ひ

或

は

階

段

・

或

は

出

入

口

に

雪

山
加

を

打

す

て

殺

到

し

来

っ

て

往

々

死

傷

右

そ

川

す

も

の

で

あ

る

か

ら

と

れ

ら

の

例

数

、

大

さ

.

高

さ

等

は

建

物

の

排

出

.

U

叫

に

大

小

、

附

近

の

欣

況

等

を

参

附

し

て

決

定

し

、

且

つ

共

の

配

置

は

二

ケ

所

以

上

に

分

世

し
・

可

成

的

短

時

間

に

全

員

を

屋

外

の

安

全

友

る

'場

所

に

挫

難

せ

し

む

べ

き

で

あ

る

が

.

川

刊

に

其

の

標

識

を

明

般

に

し

又

挫

難

の

誘

導

宜

し

き

を

得

る

と

と

も

亦

肝

要

で

る

る

。

同

時

に

常

に

- 34 ー
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閉

鎖

せ

る

非

常

口

や

映

諮

舘

に

於

不

映

寓

機

室

に

近

き

出

入

口

の

如

き

は

極

力

排

斥

す

べ

き

で

あ

る

、

叉

非

常

口

や

出

入

口

比

外

聞

戸

を

附

す

る

と

と

も

避

難

上

有

効

で

わ

る

。

(

ハ

)

換

気

装

置

劇

場

及

映

帯

舘

の

内

部

は

卒

時

に

於

て

も

観

客

の

呼

気

叉

は

喫

般

の

潟

、

或

は

火

鉢

の

炭

火

の

震

に

著

し

く

山

民

集

を

汚

染

せ

ら

れ

る

も

の

で

る

る

か

ら

.

通

風

接

世

乞

完

全

な

ら

し

め

る

と

と

は

槻

客

の

術

生

上

、

閑

却

し

得

な

い

と

と

で

あ

る

が

‘

特

に

映

高

館

に

あ

っ

て

フ

ィ

ル

ム

の

燃

焼

に

仲

ひ

各

種

の

有

害

五

斯

を

生

成

す

る

か

ら

、

之

を

緩

和

す

る

必

要

上

向

気

接

世

に

意

を

刷

ひ

、

最

も

入

念

に

設

計

施

工

す

べ

き

で

あ

る

が

、

単

に

新

鮮

昼

策

を

供

給

す

る

に

止

め

友

い

で

酸

素

の

如

き

を

添

加

す

べ

き

で

あ

る

。

(

--

)

火

集

の

取

締

火

祭

の

取

締

h

亦
・

忽

諸

K

附

す

る

と

と

は

出

来

た

い

、

先

づ

第

一

、

劇

場

及

映

番

館

に

於

て

は

、

喫

州

安

乞

特

設

し

て

槻

路

加

に

於

る

喫

慨

を

厳

禁

す

ぺ

く

殊

に

脆

康

式

観

覧

席

の

劇

場

の

如

き

に

あ

っ

て

は

然

り

で

あ

る

。

第

二

に

探

暖

用

火

鉢

の

使

用

は

可

成

的

に

之

を

撤

腔

し
、

蒸

気

叉

は

電

熱

に

依

る

暖

房

接

世

の

採

別

に

努

む

べ

き

で

あ

る

。

第

三

K

映

苗

舗

に

於

る

光

源

は

多

く

の

場

合

電

燈

又

は

ア

l

ク

舟

で

あ

り

、

又

劇

場

に

於

t

も

近

来

然

高

山

明

等

K

電

気

を

別

ひ

ら

る

h

h

と

と

多

き

を

以

て

、

北

ハ

の

迭

電

線

l

A

電

気

撚

具

等

の

検

査

を

山

骨

刊

に

し

て

漏

電

、

短

耕

等

の

事

故

を

未

然

に

防

止

す

べ

き

で

あ

る

。

(
ホ

)

映

寓

機

操

縦

者

の

技

能

映

諮

舘

に

於

る

上

映

中

・

北

ハ

の

安

全

の

鍵

を

握

る

者

は

映

お

機

操

縦

者

な

り

と

断

じ

て

必

十

し

も

池

一
一
宮

口

で

な

い

U

多

く

の

フ

ィ

ル

ム

火

災

の

殆

ん

ど

す

べ

て

が

操

縦

者

の

無

智

.

怠

慢

、

不

一

任

煮

に

よ

っ

て

誘

殻

さ

れ

て

居

る

現

欣

に

鑑

み

特

に

こ

の

感

が

深

い

。

然

る

に

従

来

の

映

茜

取

締

は

其

の

検

閲

と

い

ひ

、

叉

解

読

者

の

苛

格

制

限

と

い

ひ

、

何

れ

も

風

俗

特

際

、

閉

山

惣

m

m

J

擦

の

立

場

に

市

一

期

を

世

け

る

か

の

翻

が

あ

っ

た

が

、

更

に

之

に

加

ふ

る

に

操

縦

者

に

一

定

の

試

験

を

課

し

て

、

北

ハ

の

技

術

に

熟

練

せ

ざ

る

者

は

勿

論

・

之

に

伴

ふ

知

識

の

依

加

せ

る

者

の

映

寓

機

操

縦

を

担

否

す

べ

き

で

あ

ス

w

o

(
へ

)

消

防

設

備

火

勢

が

猛

烈

を

極

め

て

大

事

に

至

り

た

る

場

合

は

、

同

よ

り

公

設

消

防

除

の

来

援

所

助

に

待

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

け

れ

ど

も

.

出

火

の

首

効

(

糾

聞

に

映

潟

機

室

内

)

の

火

荊

の

如

き

は

方

法

よ

ろ

し

き

乞

得

れ

ば

北

ぷ

釦

肱

一

も

谷

H

初

で

あ

る

か

ら

、

劇

場

及

映

古

舘

の

内

部

に

は

ス

プ

リ

ン

ク

ラ

ー

を

配

世

す

る

か

、

場

内

泊

首

な

る

場

所

に

防

火

衿

を

設

世

す

る

を

安

全

と

す

る
。

共

の

他

相

官

茸

の

水

帥

川

、

バ

ケ

ツ

、

感

念

消

火

総

の

備

付

も

亦

望

ま

し

い

と

と

に

あ

る

が

、

英

図

の

キ

ネ

マ

ト

グ

ラ

フ

ァ

ク

ト

の

第

四

僚

に

…規

定

せ

Z

協

澗

毛

布

の

備

付

の

如

き

も

亦

一

法

と

糾

す

べ

き

で

あ

る

。

之

を

要

す

る

に

劇

場

及

映

茜

舘

κ
於

る

火

災

の

如

く

比

較

的

頻

繁

に

、

市

か

も

集

国

的

に

死

州

出

者

を

出

す

も

の

は

他

に

類

例

が

砂

い

。

従

っ

て

共

の

設

計

、

施

工

.

管

理

に

付

て

は

、

建

物

自

慢

の

火

災

防

備

に

怠

を

用

ふ

る

以

上

K

、

非

常

時

に

於

る
J

友

会

也

難

を

第

一

義

と

話

す

べ

き

で

あ

る

が

、

大

阪

府

の

劇

場

取

締

規

則

や

槻

物

場

及

遊

質

問

取

締

規

則

に

は

と

の

駄

に

付

て

の

規

定

と

し

て

相

首

見

る

べ

き

も

の

が

あ

る

。

叉

劇

場

及

映

番

館

に

於

る

使

川

人

に

封

し

平

素

、

非

常

措

置

に

付

て

充

分

な

る

訓

練

を

施

し

置

き

、

槻

客

の

避

難

誘

導

K

、

人

命

救

助

に

或

は

他

念

消

防

に

前

回

以

漏

な

き

を

期

す

べ

き

で

あ

る

口

何

れ

に

し

て

も

劇

場

放

映

古

舘

の

防

火

問

題

に

付

て

は

建

築

家

、
J

制

整

闘

係

者

は

間

よ

り

一

般

世

人

が

今

少

し

く

之

陀

闘

心

を

持

っ

て

微

山

市

愉

悦

の

殿

堂

を

し

て

益

k

其

の

民

耐

白

を

蛍

部

せ

し

む

べ

き

で

あ

る

。
(

了
〉

十

一

月

枕

山

本

和

夫

氏

「

焚

聾

映

書

館

内

の

一音

響

中

」

A

三

十

八

頁

「

油

度

の

徐

響

時

間

」

八

行

よ

り

印

刷
与

を

o

等

K

ょ

っ

て

得

ら

れ

た

泊

度

の

徐

稗

時

聞

を

る はI 方

霊ぎld

唾 さl 劇l

n'i. 誤 矧| 場

を ￯ｾ z( [ が

不 I " T iE :荷

主主i 生

弓手l 王!i! 1 壬T

iさ|E CJ lと

な| 良 掌J

い| 好 し

〉l 友 て

背

中

が

既

-

K

視

察

さ

れ

る

」

談

B

同

間

二

氏

人

名

〉

-
a
d

〈

0

0
同

正

(

〉

w
x

-
君

。

。

仏

)
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Sharp， T . - A  di ssert at i on on  t he pageants or  dramat i c 

mysteries anc ient l y per f or med at  covent ry， by  t he tr ad-

i ng compani es of  that  ci ty.  (  1825)  

xr v， rappresent az ioni dei  

nova. 一. . coIl ecti o. 

arte esceni co 

( in 

。、

c")  

Ies r omains  j usqu' a  depui s 

F ournel， F.  V . - Curios it e's  theatr ales anci ennes  et modernes， 

fr ancaiscs  et etr angeres.  ( 1859 )  

Fi coroni ， F. - De s s ert at:o  de Ll rvi s  scen:ci s  et  figur :s  co.  

mi ci s  ant i quorul1l romanor um.  ( 1750)  

Fr oni ng ， R . - Das  cl rama  des mi t t el al ters 

F 凸hr. - D e mi mi s  g raecor um ( 1860)  

Gaste， A .- D r ames liturgi ques de la  cathedrale  de Rouen.  

( Annales de la facult e  des lettres de caen， 1888)  

G i udi ci， E. - St or i a del  teatr o  it ali ano. ( 1863 )  

Gol den， W .  F .- A  bri ef  hi story of  t he E ng li sh  dr ama  f r om 

the  earl iest  to t he latest ti rnes .  ( 1890)  

H a巾 hei m，J .ー Conci l a Ge r mani ae.  ( 1759- 90)  

Hel l er ， F.  v on  Hel l wal d，- Geschi cht e des  hol l andi schen 

t heate仕 ( 1874)

J ubi nal， M.  L. A.  - My s t eres i nedi t s  du  qui nzieme  si ecl e 

publ i es pour la premi ere fois avec l' aut orisati on  de M .  

le  mi ni st re  le  I' lnstructi on  publ i que， ( 1837 )  

Jul l evill e， P. de.  - Les  mysteres .  ( 1880)  

J ul l evi l l e， P.  de ー L a C o medi e  et  Jes maeur s  en France au 

moyen age.  ( 1886)  

Jul l evi l l e， P.  de. - L es  Comedi ens en F rance au  moy en  age. 

( 188つ)

J uIl ev 目ll e，P.  de. - R e pertoi re du t hei tre comi que en F rance 

au  moyen 主ge ( 1886)  

J usserand， J. J . - E ng lish wayf ar i ng life  in thc  mi ddl e age 

( 1892 )  

K empe， A.  J .ー T he l osel ey manuscri pts.  ( 1836 )  

Kondak ov， N .  P. - Oφp e c K aXB πt CTHI1IIb K iebo- OoφI HcKapo 

co6opa.  

L a nge， C. - Di e  latei ni schen oster fei er n.  ( 1887)  

Lei bi ng . - Die  inscenier ull g  des zwei tag igen  111zcrnes os ter-

spiels:  ( 1869)  

L owe， R.  W. - A  bi bl iographi cal  account  of  E ng li sh  thea-

tri cal  l i ter a  ture  f r om the  earl iest t i mes to  the  present 

day .  ( 1888)  

conci l i or u m 
( 18つ1)  
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FJ eres， U. - Anc or a  del  capi t an f rancassa 

Gi l l ot ， C.  L e  t hとえtre i tal i en.  

Gol do爪 G. - Memoi r e. ( Transl at ed by  Syr no吋J . A.  1890)  

Gr af， A. 一 A r汁l ecchi rω ( Gi ornal e stori co del l a l et teratura 

i tal i ana， 1896， I X) .  

J arro， G . - L' ori gi ne del l a maschera di  stentereIl o.  ( 1898)  

Loui s ， P . - L 'l  comedi e i tal i en問 . ( 1926)  

Maddal ena， E .- U no  scenλri o i nedi t o.  ( Si t zungsber i chte 

der  wi ener  1く Akad. der wi ssenschaf t en;  phi l. -hi st.  

]く lassc ，1901， C X I  ii). 

1¥Ii cI ashevski ， C. - L 乱 cOl11medi a del l ' arte.  

si an ) .  

1¥Tol and， L. - 1¥'f oli ere et la  c ommedi e it al i enne.  ( 1867)  

ｾ･ｲ ｩ ，＠ A. - Un a  c ommedi 昌 deIl ' arte. ( Gi orn.  stor. d. let t. 

it 品1.， 18g3， i )  

Pet r acconc ， E .- La  c ommedi a 

sccnari .  ( Napl es， 1927)  

l' errucc i， A .- D eIl' .lI' te rappresent at i va pr emedi t at a ed all '  

i  111 prれ噂1川 ‘

p、Oω1一t '1司1，de I・a G. - LJ el l e commedi e.  ( 1726 )  

Iミasi ，L . - 1  comrCl  itaJi ani. ( 1897- 1905)  

R ossi ， V.  - 1  supposi t i  delI 'ari sto ri dott o  a  scenar io. ( 1895)  

Sand， M. - L e s  masques et bouffons  de la  comedi e i tal i enne.  

( 1859 )  

S cala， F. - Il teatr o  del l e rappresent ative.  ( 16 11 )  

Scheri l l o， M .- L a  c omme dia  del l ' arte in i tal i a.  ( 1884)  

Seni gagli a， G. - Ca pit 川 spavent o. Ｈ Ｑｾ ＹＹＩ＠

Si gnorelli ， N. - St oria cri ti ca dei  teatri anti chi  e  moderni. 

( 181 3 )  

St oppato， L 一一L a c ommedi a popola閃 i n it al ia. ( 1887)  

V aJeri ， A .- Gli sccnari  i nedi ti  di  basi l i o l oc atel E .  ( 1894)  

A  gresti ， A .- Studi i  sull a  

X VI. ( 1871)  

DartoJi ， A. - Sc enar i  i nedi ti .  ( 1880 )  

Bert elli ， F .- I l  carn巴vel c it ali ano  mascher ato・

戸i ancol el l i，J. D . - MS  Pari s ， Bi bl. de l ' opel ι1. ( 1760)  

Brouwer ， S.  de.  F . - Car i t an  f rac assa. ( 1880)  

Capasso， ]¥'1'. O .  - Gol doni  c  Ja cOl11medi ;t  de l ' dft e.  

Cal l ot ， ] . - Ealli di  sfessani ;'i .  

C ialllpi ， I. - S t udi o sul!::t coml11cdi a itali ana  nel  5ecolo XVI I .  

(. 1856  )  

Cocchi ， G .- Studi o sull e  m15c hcre i tal i ane.  ( 18つ1)  

Constantini ， A . - La  vi e de scaramouch.  ( 1695) 

C roce， B. - Pul ci nel l a  e  il personaggio  del  napol et ano in 

com media. ( 1899)  

C roce， B . - L o  sp:J gnuol o 

Pont ， X X V I I ) .  

D ieter ich， l' .- Op .  C it. 

Dr icssen， A. - Op.  Ci t.  

F ai nel l i ， V. 一 Chi era pul ci nel l a ?  

it a!.， 1909， Li v )  

Ferrct t i ， E . - L e  mascher巴 it ali ane nel l l  c ommedi a deIl ' arte 

c  nel  teat ro di gol doni .  (  1904)  

( 1880)  

( 19 14;  in Rus-

Str aeten， E.  V . - L e  theatre vill age0is  en fl andre.  ( 1881)  

印 刷rt ，D .  c. - S t age decorat i on in F rance in t he mi ddl e 

ages.  ( 19 10)  

S y monds， J. A. - Shakspear 巴' : ; predeccssors in t he Engl i sh 

dr amλ.  ( 1900 )  

V eselovski， A. - C T apHHHi Ci TeaTpも Bも EBpone. ( 1870)  

Wy nne， A . - T he  gr owt h of  1ミ暗Ii sh dr ama.  ( 19 14 )  

Wr i ght ， J . - Hi st o山 histri oni ca. ( 1874 - 76)  

vVyndhan) ， H .  S  - T he  annaJs  of  covent  gλr dcn  

from 1732  to 1897  ( 1906 )  

Y xart ， J . - El  arte sceni co en csp司nλ.

thcatre 

del  secol o 

(
18

94- 96)  

Commedi a dell'  Arte.  

c ommedi a itali ;l na 

4. 

t ecni ca， St ori a， dell 九ut e :

( 19 12 )  

( Atti deIl ' acc.  ncl l e commedi c.  
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Engl i s h St a. ge.  

B arl 、c 九 日. G. - T he  exampl ary t heatre. ( 1922)  

Bour don， G. - L e s  theatres ang lais. Ｈ ｉ ｾ ＰＳＩ＠

5. 

lctt.  d. stor.  (  Gi orn 



F arquh:us on， R.  S .- A  short hi st ory of  the  E ng lish stage.  

( 190')) 

M atthews， B . - A  hi story of  the  Bi rmi ngham R epert ory.  

(  1924 )  

l' l ay fair ， N . - T he  stury of  t he  Lyr i c  l hむ tr c，H am mer-

smi t h.  ( 1925)  

Saunders， G .- A  trcati se  on  thc  ltres .  ( 1790)  

S hcrson， E .- L ondon' s  lost  th己atres. (  1926)  

W 山 0 11，E.  B. - Sheri dan  to  1ミober t son，a  study  of  t he  

l1 ineteent h cent ury L ondon  stage.  ( 1926)  

ハ

k

r
同

M

G

6. El i z abet han St age.  

A d ams ， ]. Q .- Shakespearean  play hollses. ( 19 17)  

A lbri g ht. V.  E  - T he  S臼ha比kc白sp戸car巾 n 5山t凶ag許e. ( 1909 )  

B arker. H .  B .- Thc L ondon  st age.  ( 1889)  

E oas.  F.  S . - Uni versi ty dram 'l in t he  T udor  age. ( 1肝心

Br adley.  A .  C. - S hakespearcら thcatrc and audience.  ( 1ν09)  

B rookc， C. F .  T . - T he  T udor  drama.  ( 1911 )  

Caff!l1 .  C. H .- T he  appreciati on  of  the  dr a l1l a.  ( 1908 )  

C hambers.  E .  K. ー T he El izabethan  st agc.  ( 1923)  

C reizenλch， 'vV .  M .  A .- T he  E; ng lish  drama  in t he  age  of  

S lll kespe孔比 ( 19 16 )  

Crci 7. enach. W .  M.  A .- G eschic hte  des neueren  dr amas.  

(  1  893  -1909  )  

Dcl 、kel ・， T.  - T he  non- dr amatic works of  T homas  D ek ker. 

( 1884- 86)  

D elius.  N ー Ueber das  eng li sche  theater  wesen  zu  S hョkes-

peareら zeit. ( 1853)  

D 凶， e，N ，- Shak巴speare and  hi s  ti mes.  ( 1843)  

Graves， T .  S.  -- T he  cour t  and thc  L ondon  theatrcs  duri ng  

the  rei gn  of  E li zabet h.  ( 19  r  3 )  

H atcher ， O.  L. - A  book  for  S hakespeare pl ays and page-

ant s  ( 19 16)  

J onas，.  M. - S hakespeare  and  t he stage.  (  19 18)  

K oppel，.  R .- Di e  unkri t sche behandl ung  dramaturgischer 
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angaben und anordnl lng巴n in  den  S hakcsper・e- ausgaben

und  die  bei rrung  der erkenntnisse in bezug  auf  di e  

archaische  ges tal tungswei se  dL: r  alteng lischell dr:l matik  

( Eng lische  St udien.  Bd.  34)  ( 1904)  

L athrop， E  L. - ' vV here S hakespc :l re  set  hi s  stagc .  ( 1906)  

L awrence， Vv .  J. - T he  E li zabetl n n  play house， and other 

st吋 ics. ( 19 12ー 13 )

Ordi sh， T.  F. ー E lrl y  L ondon  thcatr es .  (1899)  

R eynolds， G .  F .- Sorne  princi ples  of  E l  z立bet h 111 stagi ng .  

(  1つ05)

R hodes， R  C. - T he  stagery of  S t叫 叩 speJ re. ( 1922)  

S chelling ， F .  E .- E li zabethan  drama， 1558- 1642.  ( 1908)  

Si sson.  C. ] ，ーL e gout  publ ic  et lc  t heatre  eli sabet hain 

jusqu'd. la  mort de S hakespeare. ( 1922)  

T haler ， E.  - From S hakespeare  to  S heridan. ( 1924 )  

T horndike.  A .  1-J 回 一 S hakespeare's thcatre.  ( 1916 )  

W aldron， F .  G .  T he  ong ln of  the  F ng li sh  stage.  

'vV hansla帆 H . W .- T he  bankside stage-book. ( 1924 )  

7. Pos t  El i z abet han St age.  

Erot anek ， R  - Di e engl ischen  lVr askc nspi el e ( W iener  Beit -

rage  zur e暗 lischcll pti l olog ie.  B d.  15 ) .  ( 1902)  

C ampbell， L.  B .- Scenes  and  machi nes 0 11 the E ngl i sh 

st司gc dur i噌 the Renai ssancc. ( 1823 )  

Cibber， C. - A pol ogy .  ( 1740)  

L owe， R.  W . - T homas Bett ert on. ( I8C) 1)  

Odc ll ， G .  C.  D . - S hakespeare  from Bcttert on  to  Ir vi ng. 

( 1924) 

R eyher.  P.- L es masques  ang lais.  ( 1c) 09)  

S hower ， A.  E .- T he  E ng  ish  stage duri ng  the  res tor at i on 

peri od.  (  1少13)

8. Ame r i c a n St age.  

C hcney， S. - T he  art theatre.  ( 19 I7)  

Dunl ap.， W .- A  history  of  t he  A meri can  t heatre.  
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Mur doc h， J. E . - T he  stagc.  ( 1880)  

ちayl er ，O.  M. - Ou r  Amer i can theatre.  ( 1923 )  

Bi rkmi re， W.  H . - 1 he:: pl anni nε and const ruct i on  of  A me.-

ric an  t heat res .  (  1896)  

Ma c k a y， C.  D'  Ar c y . - T he  l ittle t heatre in t he U ni ted 

States.  ( 19 17)  

Cheney， S. - Moder n art and t he theatre (  1921)  

Sext onμR.  W .- Ame r i c a n t heatres of  T o-day. ( I930)  

9. F r e nc h St age.  

A p oI1i naire， G. - L e  th品 tre i tal i en， avec une  et ude sur le 

theatre i tal ien en France.  ( I9 1O)  

Ar navon， J. - L e s  mi sant hrope.  ( 19 14)  

Arnal di ， E. - I dea di  un teatro nel l e pri nci p:t1i  sue parti  

si mi l e a' teatri  ant i chi  all'  uso moderno accomodat o.  

( 1762)  

Baschet ， A. - L e s  Comedi cns  i tal i ens a  la  cour de Fr ance 

sous Charl es I X， Henr i  III ， Henr i  1  V  et Loui s XI I I. 

( 1882)  

E' erl1ardi n， N.  M. - L a  comedi e it ali ellne en F r ance  ct les 

t he  ;. t陀 de Ia foi re et du boul evard ( 1570- 179 1) .  ( 1902 )  

Branchart ， A . - Trai t る pr ati que sur l ' art de la mi se en 

scene.  ( 19 12 )  

Cari ni ， M .  F. ー Trat t at o sopra la st rut tura de'  teatri ， e  

scene， che a'  nostri  gi orni  si cost umano.  ( 1676)  

Cope1u， J .- U n  essai  de renovati on  dramat i que.  ( 1921)  

Daci er ， E .- L a  Mi se.en- scene a  Paris au  Xvi i e si ecl e.  

(l 山 llloires de 1ョ soc. de l 'hist. de Pa巾 . 1901 )  

Dc s po叫 E. - L e theatre fr a川 ai s sous L o山 XI V. ( 1874)  

Desp: erres ， G  - L e  t he -.. tre et les  cornedi ens a  al encon au 

seizi eme  ct au  di x- sept i eme  si ecl e.  ( 18少2)

Di比cki川ns叩01凡1し， T了. H一T引he case of  Ame r吋l ca川1日1 仁d申lt廿r川

D u mon川1t ，G.  P. M川礼11ιT. 一 ParaIl ele d白e 1μJバ1rλIl l Sおs des pμlu山s bel l es  sa叫lけlle白s  

de spect ac les d' It al ie et de  Fr ance  avec  clet 辻 ils de 

ml chi nc s  ｴｨ ｾ Ｇｴ ｴｲ｡ｬ･ｳ ｟＠ "( 1774)  
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Fi ! ! i ppi ， J. ' de.- E s sai  d' une bi bl i ngraphi e genるral e du 

theatre.  

G λi仔c，F . - L e  drame  en Fr ance au  XVl I I e si ecle.  ( 1910)  

H oussaye， A. - L e  Comedi e Fr an戸 ise

Kl i ngl er， O. - Di e  comedi e it al ienne in Pari s nach der 

s amm! u山 I暗 von GI 悶

L a山 astcl引r，H.  C  一一一Memoi r e de mahelot. ( I920)  

Li nt i l hac， E. - Hi st oi r e generale du t h品 tre en France.  

L oi seau- R ousseau， P. - L es  thei tre de Pari s.  

Ri gel !， E .- L e  t he主tr c f rancais avant la  peri ode cl ass i que.  

( 190 1)  

R ouche， } . - L' ar t  t heatral  moderne.  ( 19 1O)  

Roubo， t he Y oul1ger. - Tc aite de la  const ruct i on  de th品tres，

et des machi nes t heatral es.  ( 1777)  

10.  Ge r ma n  St age.  

Cal m， H ans  - Kul t urbi l cl er aus der  deut schen.  ( 1925)  

F uchs， G .- Di c revoluti on  des theaters.  ( 1909)  

Ger haeuser ， E  - St ut t garter buhnenku凶 t. ( 19 17)  

Gi esenbel ξ ， E . - Das  opernhaus 7.l l  Frankf urt .  ( 1883)  

Gr egor， J  - Wi e mer  szeni sche kunst. ( 1924 )  

Gr ube， M - Ge schi cht e der mei ni nger・ イ1926 1

H a噌gemann凡lし， C 一 Modern buh附

Ki匂cn川zl ，H .- Di e  ｢ ｾＺ ｨｮ＠ ci n echo der zei t ( 1905- 1907 ) .  ( 1907)  

Kut s cher， 八 一D: e a汎山us dn山 lζ刊ω5叫kunst d白e b凶u汁出ihl悶 . ( 19 10)  

L anghans， C .  F . - S t adt-theater in Lei pzig. ( 1870)  

L ehner ， G .- T heater-cl c k肘 川 on. ( 1891)  

L essi ng， T. - T heater-seel e.  ( 1907 )  

Li t t mann， 1¥: [ ' - D β p r i nuegent cl】ーtheater in Munc hen， 

erb川 t v o m baugcsch:i. f (  H ei J mann lI nd Li t t mann.  ( 1901)  

Li t t mann， M .- DJS g rossherzogl i che  hof theater in wei mar .  

( 1908 )  

Ma r tersteig ， ｾＮ ー ｄｩ･ buhnc der neuzc it. ( I 904)  

Rei mer s， C .  E .- Di e cleut sche buhl l ell und i hre angehori gen.  

( 19 11 )  
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Sayl er ， O.  M. - Ma x  Rei nhardt  and hi s theatre.  ( 1924)  

Semper ， G. - Da s  1めni gl i che hof t heater zu D んsden. ( 1849)  

Schmi dt ， P.  E . - Di e  buhnenverhal t ni sse des deut schen 

schul dr amas und sei ner vol kst uml i chen abl eger  in sech-

zehnt en j ahrhundert .  ( Forschur昭 en zur neueren l i tteratuト

geschi chte.  Bd.  24) .  ( 1903)  

Wi nds， A. - Dr a ma  und buhne.  (  1923)  

Cart er ， H. - T he  t heat re of  Ma x  Rei nhardt .  ( 1914)  

Fr i sch， E . - V o n  der kunst  des t heat e町 en Ges prach.  ( 1922)  

11.  It al i an St age.  

A 川 onaλ ，A.  d' 一 oω)汁r咋igi出ρ111凶1

Cαhi凶ar日a mo叩nti ，S. 一 Del l e scene e  t臼ea抗trバi. (ο16匂75ω)  

Cr oce， B ー 1 teatri  di  Napol i .  ( 18') 1)  

Dur m.  J 一一Di e Baukunst  der  rel 

Ferrar吋巾io，C仁. 一 Scenogr悶a白fia. ( 19 19)  

FJ echsi g， E. - Di e  dekorat i on der moder nen buhne in It al ien. 

(  1894)  

I ngegneri ， A .- Del l a  poesi a rappresent at i va e  del  modo di 

rappresent are Je f avol e sceni che.  (  1598 I  

L l mbe川， V. ー L a regol at a cost ruziol1 de' teatri .  ( 1787)  

L awr ence， W.  G . - T he  st age year  book. (  1926)  

Magr i ni ， A. ーI l teatro ol ympi co.  (  1847)  

Mi l i zia， F .- Del  teat ro ( 1773)  

Mont enar i ， G .- De l  teat ro ol ympi co.  

Ri cci .  C. 一日gur e e 日guri del  mondo theatral e.  ¥ 1920)  

Ri cci ， C. - I  teatri  di bol og na  nei  secol i  XI I  e  XI I I. 

Iミi ccoboni，L. - Hi st oi r e uu t heat re i tal i en depui s la deca-

dence de la c o medi e latine.  ( 1728)  

Royer， A. - Hi st oi r e uni verse!l e  du th品tre. (  1869- 78 )  

Serl i o， S . - T he  second books  of  archi tecture.  ( 16II )  

Sol ert i ， A .- Mus i c a， bal l o e  dr ammat i ca all a  cort e medi cea 

ぬ 1 1600 al 1637・ ( 1905 )

Si ri gatti ， L. - L a  prat i ca di  prospet t i va.  ( 1596)  

Tri ol i .  G. - Paradossi  per prat t i care la prospet t i va senza 
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saperl a.  ( 1683)  

12.  Russi an Stage.  

Baks hy， A. - T h e  pat h of  t he modern Russi an stage.  ( 1916)  

Cart er ， H. ー T he ne w t heat re and c i nema of  Sovi et  Russi a.  

( 1924)  

Ef ros， N. - MoCKOBCKI1J1 XyAoKecTBeHHH員 TeaTp 1898- 1923・

( 1924)  

Ef ros， N. - MOCKOBCKI1抗 0 0刀b 山 0必 TeaTp 1825- 1925. ( 1925)  

Sayl er ， O.  M. - I ns i de t he Mos c ow A r t  Theat r e.  ( 1925)  

SayJ er ， O.  M. ー T he Russi an t heatre. (  1922)  

SayJ er ， O.  M. - T he  Russi an t h白 tre under  t he revoJuti on.  

( 1920)  

S tani sl avski， C. - M y  life in art.  ( 1924)  

V arneke， B ー Ocher ki i z  ist orii dr evner i mskavo.  (  1903 )  

13.  Spani sh Stage.  

Bonill ay， S.  M.  A .ー L ョs bacant es.  (  1921 )  

Renner t ， H.  A . - T he  Spani sh st age i n t he t i me of  L ope 

de Vega.  (  1909)  

Schack， A .  F. - Geschi cht e der dr amat i schen l i teratur und 

kunst  in Spani en.  (  1845- 46)  

14.  Ori ent al  Stage.  

A d a m， ] . - ]  apanese story-tel l ers .  (  190- ?)  

Bal l ， J. D . - Thi ngs Chi nese.  1925.  

Bar r ow， S. J. - Travel s in Chi na.  ( 1806)  

Bazi n， A.  P.  L. - Chi ne  moder ne.  ( 1853)  

Bri nkl ey， F . - ] apon;  its hi story， arts and l i terature.  ( Cop 

1901- 02)  

Buss， Kat e. - St udi es  in t he Chi nese dr ama.  (  1922 )  

Chamber l ai n， B.  H . - Thi ngs ] apanese.  (  1905 )  

Chod' zko， A .  B. - T heatre persan.  ( 1878)  

Cαhl叶l

Cαhu-Cαhi同a-Cαhi en. 一L 巴 theat re chi巾noi s. (  1922)  

c" )  
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G. - T h e  li ttJe t heatre of  t he ' ol d squdre.  ( 1923)  Smi t h， C  
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Li ght i ng and Li ght i ng Hi story.  

( 19 13)  

E oul let. - E s s ai  sur 1日rt de const rui re  les 

machi nes et l eu日 mouvemens. ( 1801 )  

B rayJ ey， E.  vV. - Hi st or i c al  and descri pt i ve 

the t heatres of  L ondon. (  1826 )  

Buckl e， ]. G .一一Theatre constructi on  and mai ntenance. (  1888)  

Chetwood， W.  R. - A  general  hi st ory of  t he st age. (r 749)  

Cook ， D .- A  book  of  t he play .  ( 1876)  

D onnet ， A. - A rchi t ect onographi e des theat re 

( r840 - 57)  

Fi l i ppi， J. de. - Parall とle des pri nci paux  t h計上res mo der nes  

de l 'enr ope et des manhi nes t heat ral es f rancaises， al-

l emandes， et a暗 laises. ( 1859)  

Fηyles白s，ド一T he児e t山hea

G arni町E町r，J .  L.  C.  一 L e  ω  uvel  op戸erはa d白e P切切a剖r巾 .

日H a m打m m訂ml比tχsch，M. 一 D er moderne  t heat erbau. ( 1906)  

Hopki ng， A.  A  - Magi c .  (  rつ01)

Hor s t mann， H.  C.  and  Tousl ey ， 

operat i on. ( 19 14 )  

Kr ows ， A .  E. - Play  producti on  in Amer i ca.  ( 19 16 )  

Mo ynet ， G .- L a  machi neri e  theatral e.  ( 1893)  

Mo ynct ， ]. - L'enver s  du theat re.  ( 1873)  

Pruni eres， I-T. - L e  ball et de cour en  Fr ance  avant  benserade 

et llllly， sllivi ， du bal l et de la  dとl ivr ance de renand.  

( 1914 )  

Sachs， E .  O .  and Woodwa r d，. E.  A . - Mo d ern oper a house 

and theat res. (  1896- 98)  

Machi ner y， Equi pment， Ef f ect ， Etc.  

t h占i. tre，leurs 

of  

17. 

C arter ， H . - T he  ne w spirit in dr am昌 alld art .  

Ll l cki esh.  M .- T he  l i ght i ng art、 ( 19 17 )

R ouche， }. - L ' art t heatral  moderne.  ( 1924 )  

account s 

18.  

Edwar ds， 0  - J apanese pl ay s， and pJ ayf ellows.  ｃｉ ｾ ｏｉＩ＠

Hear n， L. - GJ i mps es  of  un!"ami l i ar  J apan. ( 1894 )  

J ohn5t on， R.  F . - T he  Chi nese dr ama， wi t h six  illust rati olls 

reprodl l ced f r om t he ori gi nal  pai nti ngs by  C.  F .  vVi nzer. 

( I921)  

Ki ncai d， Z . - K a bllki. (1925)  

Ma y bon， A . - Le  t h品 tre j aponai s.  ( 1925)  

M uenst erberg ， O. - Masken  l l nd theater. (  1905  )  

Port er ， R.  P. - J apan， t he new worI d  po wer. ( 19 15 )  

Re gamey ， F.  E - J apan  in ar t  and i ndust ry， wi t h a  g Jance  

at  J apanese  ma nners  and customs.  ( 1893)  

St opes， M.  C.  C. - Plays  of  old J apan. (I 913)  

St ewart. B. - Subj ect s  port r ayed  in J  apanese col ol l r-prints.  

(I 922)  

Vas s al. G.  M. - On  and 0仔 dl l ty in A nnam.  ( 19 10)  

V i ctori a  and A lbert M llS巴u m. - The J apanese t heatre.  ( 1922)  

Zucker ， A .  E. - T he  Chi nese t heatre. ( 1925)  

O

A

w

h

 

(

〉

H

M
門

)

申匝

;起

官官

ベJ

画桜

Par is. 

H. - Mot i on pi ct ure 

de 

V.  

Scener y and Scene Pai nt i ng.  

A  ppl et ol1 Pllbli shi ng  cO.- Theat 巾 凡 1 scene pai nti ng. ( 1916)  

C heney， S. - M odcrn art  and t he theatre.  (I 92 1)  

Craig ， E  G . - T he  theatre.  C  19 19)  

Dur ant y， L.  F .  E  - Theat r e des mari onet t es.  ( 1880 )  

Fi schel ， O. - Da s  moderne buhnenbi l d.  ( 1923)  

Mac g owan， K .  and J ones， 1¥..  E . - C onti nent al  st agecraft. 

( 1922 )  

M ac gowan， K . - T h e  t heat re  of  T o-mor r ow.  (1921)  

Moderwel l ， H.  K. - T h e  theat re of  To- day.  ( 19 13 )  

R ehm. ， H .  S . - D出 buch de mariol lett en. C  1905)  

R ehm. ， H .  S . - De r  mi 山 s. (  1903)  

S abbattini  da Pesaro.  N .- S o me  extr acts  frorn t he pract i ce 

of  maki ng  scenes  and machi nes in theatres. ( 1926)  

Zl l cker ， P. - Di e  t heater dekorat i on des Bar ock.  ( 1925)  

16.  Li ttl e Theat re.  

15.  
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D. - Hi s t oi r e du 

fur 

Yor k  

E ti enne， C.  G.  and Mart ai nvi l l e 

t hぷ tre-fra叫 ai se. (  1902)  

Gi esenber g， E. - Da s  oper nhaus zu Frankf ur t  a. M.  ( 1883 )  

日erkt ，G. - T o n日I mt heat er .

Heul har d， L.  O.  A .- J e a n l¥Tonnet. ( 1884)  

I Iuret ， J. - L e  theatre l i bre illu山己. (  1匂0 )

He i m， L.  and Buss， G - D.l s  k .ni g li che oper nhaus 

Berl i ル ( 1910)

H olbei n， F.  L.  von. - Deut sche bl l hnenwesen.  ( 1853 )  

Jul l i en， A .- L e s  spect at eurs Sllr le the主tre. ( 1875)  

J oanni des， A .- L a  comedi - f rancai 党， 1つO ト 14. ( 1902- 15)  

Kahl e， P .  E. - Zl l r  geschi cht e  des arabi schen  schat t en-

theat ers in Egypt c n.  ( 190サ

K insil a， E.  B. - T he  moaern t he ltre constructi on. ( 1917)  

L ヨngb Ins， C.  F . - Da s  stadt- t heater in Lei pzi g.  ( 1870)  

L it t mann， M. - Da s  grossherzoξl i che hof theel ter in wei mar. 

Lot har . - Das  wi ener  burgt heat er  ( 1899)  

Me ndes， C.  A . - L' ar t  au  th品 tre. ( 11) 97- 1900 )  

I¥Turiel ， A .ー L e th品 tre au jOllrd'hui .  ( 1855 )  

Mc  Br i de， T.  } . - Di agrarns of  t he leユdi ng

t heatres. ( 187つ)

Pl ayf ai r ， N ーT he l yri c ， Hammer - s mi t h.  ( 1925)  

I' arfaict ， F .  and C. - Hist oir du t l1じt伶 fr ancois. ( 1875- 49)  

I' arfol l r u， P.  ]) .  and Monval ， G .  H  ; Uー L' odeon: hi stoi re 

admi ni st 日 ti ve，anecdot i que et litt eraire.  ( 1876- 82)  

Petersen， ]. - D  as 白 川 町he nati onal .t heat er. (叩 19)  

Reden.Es bec k， F.  J. von. - Car ol i ne  neuber  lI nd i hre zei tun-

genossen.  (  1881  )  

Ri char ds， L  P ー Ober ammer gau. ( 1<) 10) 

Royer ， A .- Hi st oi r e de I'opera・ ( 1875)

Semper ， G. ー ]) as k eni gl i che hof theater zu Dr csc.l en.  ( 1849)  

St l l m cke， J. C. - D  ie deut sche t he:1t eral l ssteJl u  ng.  ( 1910)  

Schl i epmann， H .  C.  G 一D i<! neuen E nt wurf ，巴 zum Berl iner 

koni gli chen opernhal l s.  (  19 13 )  

Schl ager ， J. E . - W ien巴r k ai serl i chc 

19.  

A rag o， J. E.  V .- F oy er s  et coul isses.  ( 1852 )  

Ar a go， J. E .  V .- Phys i ol ogi e  des f oyers de t ous les  the  i tres 

de Pa巾 . (  184 1)  

Bayl i ss ， L. - T he  ol d vi c.  ( 1925)  

B onnass ies ， ]. - L孔 comedi e-f rancai se: hi stoire  

ti ve.  ( 1874)  

B laze， F.  H.  J. - L'academi e  i mperi al e de musi que. ( 1855 )  

Banc k .  O.  A . - All S  der deut schen b山 間nwel t . (1865 )  

Bi erbaul1l， 0. ] .  Funf  und  z wanzig  j ahre munchner  hof-

t heat ergeschi cht e.  ( 1892)  

. Bahr， H. - Wi ener  t heat er ， 1892- 98 ( 1899)  

Ba hr， H . - D ie  t heater wi ens.  ( 1893- 1909)  

B acht ol d. - Scwei zer i sche schauspi 巴[e des 16. J  ahrhundert s.  

( 1890- 93)  

Beet schen， A  - D a s  t heat erwesen  in der s c hweiz. ( 1897)  

Br own， T.  A . - A  hi st ory of  t he Ne w Y or k  st age f r om 

t he 日rst per f ormance in 1732 to 1901. (1903)  

Berst ei n， N.  D .- Russl ands t heater und musi k zur 

pet ers des  Grossen.  ( 1903)  

Cart er ， H . - T he  ne w spirit in t hε Eur opean  t heatre， 1914-

1924  ( 1925)  

Copeau. - A  ne w Fr ench t heatre in Amer i ca:  

vi eux colombi er .  ( 1917- 18)  

C orvi n， P .  de. - L e  t heatre en  Russi e 

j usqu' a  nos j ouは ( 1890)

Desar br es ， N. - De u x  si ecl es a  l ' opera， 1668- 1868 

Dar zens， R. ー L e t he 1tre l i bre i l lustre.  (  1890)  

Ne w 

L  A.  press ) .  (  Col umbi a 

( 1860)  

c.ーL a sc ience au  

a d mini stra-

zels  

Theat r e du 

( 1917)  

Uni v.  Smi t h， W .- Commedi a  

( 19 12)  

Trel at ， E.  - L e  t heat re et l' archi t ecte.  

V aul abel l e， A.  de.  and H e mardi nquer ， 

theatre.  ( 1908 )  

St ephenson， R  M.  - Machi nery for t he品tres .

Mi s cel l aneous .  

del l '  arte 

(
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akadcmi e der l l1 issen-

depui s ses ori gi nes  

( 1868)  
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schaften.  ( Phi l. - hi st .  1くiassc ， 1851 ， V l )  

Sei l hamer， G.  O. - Hi st ory of  the  A me巾 an t heatre.  ( 1888-

9 1
)  

Shand， P .  M. - Modern t heatre and c i nema 

T halasso， A. - Mol i とre en Turqui e:  et ude sur le'  t hι t r e de 

k ar agueuz.  ( 1888)  

T r avenol ， L. and Dur ey  de N  oi nvi l l e， J. B. - Hi st oi r e du 

theatre  de l' oper a.  ( 1753 )  

U r ban， J .- T h eatres. 

V a n  der Nuel l ， E.  and A.  v on s. von Si ccardsburg. - D a s  

kai er l i d川王 コni g1i che hof - oper nhaus in wi e l1. ( 1885 )  

Wag ner 一H al1dbuc h der archi tektur.  ( 1885)  

Wei l en， A.  W.  von. - Geschi cht e des Wi ener  t heat er wesens  

von den 品l testen zeit en  bi s  ZLl  del1 anf angc n der hof-

t heater. ( 1899 )  

Z ucker ， P.  - T heat 悶 lI nd l i cht spiel hauser.  (  1926)  

Z ucl叩 r und St i ndt ， G.  u. - L icht spielh luser  und ton日l m-

t heatrc .  ( 1931 )  

H erkt.  G. - Da s  t onf i l m t heater. ( 1931 )  

A p pia， A ー L a mi se- en-scene  du drat'na  wa g nふ-ien. ( 1895)  

A p pia.  A . - Di e  mus i k und di e insceni eru暗 ( 1899 )  

A ghi on. M. - L e  the・tre a  Par is  au  Par is  ou  X VIIl e  si ec! e  

(1925)  

Bragal i a， A .  G. ー Del teatro  teatral e.  (  1926 )  

Bragal i a， A .  G .- La  maschera  mobil e. ( 1926 )  

Bi bi ena， F . - D ire-u oni delI a  prospet t i va teo巾 辻. ( 1732)  

Hi bi ena.  F. ー Di segni del l e scene.  ( 17 14)  

Bi bi ena， G. - Ar chi t et t ur a e  prospetti ve.  ( 1740 )  

Bi bi ena， G. ー Theat r e- Dekoaat i onen. ¥ 1888)  

D evri ent.  E . - Ges chi cht e der deutschen schauspi el kunst .  

( 1848  )  

Ferr ario， G. - Storia e  descri zione  de'  pri nci pョli theatri  

antichi  e  moder ni .  ( 1830)  

G illil and. - D ramatic mi rror. ( 1808 )  

Gor i ， P. - Scenograf i a.  ( 1927)  

、。

吋・
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Gr egor ， J .一Monur nent a sccni ca.  ( J 925  in prog ress )  

L aumann.  E.  M. - L a  machi ner i e  au th品 trale depui s  Ics  

g recs j usqu' a nos j ou仕 ( 1897 )  

L ef<化ev叱 J. 一 L'宝旬E日l ec凶tわtr巾 .

Pa以以凶t口悦:t泌t凶e，P.  一 Essai  sur l' a泡泊ar陀chi吋it匂ect u山1川r陀'e t出be品主批如如tJ廿ra司叫ale. ( 1782 ¥ 

Petersen. - Sc hiller und  die buhne.  ( 190 4)  

P ier mari 爪 G .- Teat r o del l a sc ala  in Mi 1ano.  ( 1826)  

Pozzo， A  . - Pr ospetti va dei  pi ttori  e  archi tetti .  (1692ー 1700)  

P iranesi， G .  B ー Oper e vari e  di  archi t et t ura e  prospet t i va.  

(J  i  50) 、

P avol日l川n叫1

Pr悶amp<、x肋刈<，叶，1心lin凶li. ]:0五; 一 Ri ωvi st旬a d'、切a訂rt旬e f向ut凶ur山i sta. (υ19伊24ω)  

Scheri l l o， M.  - S t ori a 1et terari a  dell' opera  buFi a  napolit ana  

( 1883  )  

Craig， E.  G .- A  l i vi ng theatre.  ( 1913 )  

Cr aig .  E.  G. ー T he art of  t he theatre.  (  1905 )  

Bak er， H.  G . - T he  ex emp1ary t heatre. ( 1922 )  

Pat te.  P .- E s s ai  sur I' drchi t ect uほ t hei. tra1e.  ( 1782)  

Wy att. G .- A  compendi ous  descri pt i on  of  a  desi gn for a  

t heatre. ( 1812 )  

Landr i ani， P. - Os s ervaz i oni  sui di fetti  prodot t i  nei teatri 

chII a  catti v辻 construzi one de1  pal co sceni co， e  su a1c ul1e  

inavvert enze  nel di pi ngere le decor az i oni .  ( 1815)  

A pu' -7. o. N.  d'. ー Cenni i nt erno ai  teatri moder ni .  ( 18 17 )  

Ferrari o.  G .- Stori ae descri zioni de'  pri nci pa1i teatri ant i chi  

e  Il10den川 . ( 1830 )  

T rel at .  E .- L e  t h品 tre et l' archi t ec te.  ( 1860)  

Garni er ， C .ー L e t h品 tre. ( 18 n )  

G osset， A . - Tr aite de 1a  const 山 cti ol1 des t heat res. ( J  886)  

B uck let. J. G.  - T heat re const ruct i on and mai ntenance.  

(  J  888 )  

ｓｴｵｲｭｨ ｯ･ｾ ･ｬ ，＠ A. - Scene der al ten  und  buhnen der neuzeit. 

( 1889 )  

I' ec l‘，er. H. - Da s  ant i k und moderne t heat er in R  cksi cht  

auf  schauen und H oren. 

ハ

〉

同

M

門

)

ベ』

舗ｾ ｾ＠

• 



S achs， E.  O .- Mo dern opera houses and t heatres. 

9
8

)  

Streit ， A .- Da s  theater. ( 1903)  

Semper ， M. - Gebaude fur E rzi chung， wi ssenscaft und  kl l nst ， 

V .  theater. 

H a mm it 7. sch， M. - Der  mo derne t heaterbョu.

Pi chel ， 1. - 0 n  bui l di ng a  t heatre.  ( 1920 )  

Meloy ， A .  S. - Theat res  and  moti on  pi cture houses.  ( 19 16)  

Shand， M .  1' .  - Mo dern theatres and ci nemas. ( 1930)  

W eiser， A . - Da s  theater in der J osefstadt .  ( 1927)  

Qpe n Ai r  Theat res.  

Caristie， A. - Not i c c  Sllr I'etat  ac tuel de  I' arc d' orange et 

des  the ;. tres anti ques d' orange et d'  arl es.  ( 1839 )  

Cheney， S .- T he  open air theatre. ( 19 18)  

Da v ol， R.  - A  handbook  of  A mer i can  pageantry.  

S avi ts ， ]. - Das  N atuバheater. ( 19 10)  

W augh， F ， A. ._ Out door  t heat res.  P 9 17)  

( 1896-

( 1906)  
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$ #: 剛長( ! l 醒，. . ，t G令( 橿

I  ' 駄 剛 露 麗

担保市三 巴持 説 ｛ｾ 三

i草出処罰d ｩ 話 回Ｊ ｾＦ￯ￋ

相忘年寄書 誌 巴持崩( ム話jぎ出 )

票総璽ぽＨ託�ｄＩｧ足掛 Ｑ 或 ｾ ｦ ι 〉謀 総 川 ギミ定

川ピ: 詔議 キと告さ Ｈま ｻ ｬ ｾｮ 或ＪＩ

: 二録保さま を Ｍｗ ｾ

lf.持 ぐ ｾ ｬ 帝 車主主 語

担イ「i持軍記者 同1I 1秘話

-< 

ベJ

H桜

音量

2  
T、

担与え ｾｩ ･ｊ
円 t 輔く 。司、 註神奈起Ci 2' 選出 i )  

寝室 主 税 ｣ ［ｩｬ［京 総Ｈｾｾ Ｉ

家主主制E窓越

事玉有主主剖E窓越CliS.i.J)

+<回*i l t ( jJt

路端吾，z : t

ぼ部(IDトミ号沿特産)

出掛総括

ｾ進 論 題ｻ 総括Ｉ

室長ZE芸(

+<m*-<キ註吾(

+<巴十ヰ凶i:i H量当:

11 遺骨 自主 長{ 纏

益事ま・ ｾ Ｚ 転査以Ｈ 三ｾ ｾ Ｎミぷ Ｔｆｦ ト之 ｩｩ ｅｅ 長 〉

さ君主・1ごさ黙認C+<民ザ i主主当N)

巴十 村 工事詩桂信 Ｈｂ Ｚ ｲ 割 ｾ事長 Ｉ

1

 

1

 

1

 

ＺｮＪ 認縫吾Ｎｺ｣何言ｾｾ亘子ＭｊＩ

ｾ高岳Ｈ纏

決1)::; 謡歪召，z( 正直送量) N atyacastra  ( B.  C. 3th C - 5 I 制芸)

ｭＪＡ 話芸 ｑ 己主さえ ｩｲｩ｛ 書留刊 Ｉ ｭ Ｊ 提憲民程Ｈ域対ｾＩ

同組回特 定三 ｴｑ ｾ 言語さ Ｈ ｳ￦ ｾｬ ＱＩ

m' 邸主 端

むさ 託 子式 Ｈｾｕ 迂 ー三 Ｉ

察当官

説;主主( kl麗社E ZE1詞1或) 製. 喪主( 制医議長 j

章特 対議 Ｈ Ｍ ［科学校十ｾＩ 謡選言rzl'; ulI

議録盟 主主戦直詫C+<室主担)

主梨県さ( 車載さき言)

主 Ｚｾ ｕ
ｾ ， ［Ｎ｜＠

同' 起

訴主試

制選十〈伴睦堕

1

3

1
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法

隆

寺

伽

斑

縁

起

並

資

財

帳

東

大

寺

流

記

資

材

帳

聞

大

寺

流

詑

資

財

幌

観

世

菅

寺

資

財

帳

班

鳩

古

都

使

路

東

洋

観

報

(

第

五

省

第

五

披

)

建

築

雑

誌

奉

公

覚

悟

之

一事

葬

洲

府

志

能

道

具

寸

法

闘

能

花

停

帯

(

寛

文

五

)

能

訓

象

闘

給

(

元

秘

十

凶

〉

謡

品川

と

元

山

〔

七

良

品

恩

恵

)

能

柴

金

由

民

(

大

正

6

横

井

森

川

町

)

能

柴

盛

衰

詑

(

大

正

十

四

地

内

信

誌

)

-‘-

，、

神

三

代

官

録

制

州

従

三

代

格

如

、

災

名

物

考

一

川

中

山

市

似

ぽ

向

山

市

入

綾

…

脚

然

の

研

究

持

柴

刷

説

業

中

右

記

公

車

線

倣

成
.
、

5

1

2

U

A

P

対

河

.
「

F

U出

榊

・

先

併

出

向

出

前

逝

併

(

明

治

犯

〉

時

航

機

市

遇

制

附

日

本

一

一汗

柴

誹

話

能

楽

誹

議

(

大

在

二

)

民

俗

懇

術

(

雑

)

議

山

部

座

能

楽

能

柴

新

報

議

州

界

七

.

能

舞

牽

に

闘

す

る

参

考

文

献

(

散

策

|

猿

柴

1

猿

楽

能

」

庇

命

川

要

部

地

(

円

本

託

時

三

代

町

鍬

今

集

解

明

月

詑

中

布

詑

主

薬

江

家

次

第

首

代

記

一
一

一
一

円

謎

卿

記

王

位

二

年

記

森

日

榊

主

川

伐

記

法

涼

軒

け

鍬

光

一
位
一

賀

郡

海

M
h

林

州

間

放

集

甲

陽

京

銀

歌

舛

名

目

名

類

抄

八

閏

祭 rt

吉正ヰ，.

物ｾｉ｟ｉＮ

業

w
m

防

問

・

柴

詑

太

卒

詑

文

{

女

間

紫

記

川

雌

刑

法

仰

山

来

之

背

中

緋舛

猿
叫
明

示

記

(

藤

原

明

術

)

他

偶

記

世

阿

川

淵

十

六

部

集

(

世

阿

揃

口

述

)

花

係

者

札

河

原

動

進

猿

柴

記

世

子

六

十

以

後

中

紫

談

依

十本

日

祉

若

山

れ

祭

鵡

格

式

訴

訟

元

年

春

日

臨

時

祭

記

制

竹

集

異

本

札

河

原

勧

進

猿

掛

川

記

捜
叫
郡

山

沿

革

考

〈

川

崎

重

恭

)

串

良

秋

有

専

2

1

1

f呈一

n

九

‘

延

年

東

大

寺

山

制

要

録

二

好

筑

前

守

朝

臣

亭

法

成

之

詑

(

永

株

四

)

大

内

問

答

能

之

闘

式

組

問

聴

草

舞

繁

義

葉

大

金

(

元

山

時

十

二

)

諮

訓

曲

家

闘

約

(

享

和

二

)

能

楽

大

都

典

(

明

治

四

十

二

日

本

風

俗

史

静

雄

能

柴

耐

報

能

祭

旬

報

東

大

寺

川

賞

次

第

Z

A

業

渦

桝

准

后

日

記

花

皆

三

代

記

問

柴

故

事

森

日

大

宮

、

若

宮

御

祭

鵡

闘

明

徳

二

年

袋

町

殿

脊

日

詣

記

浦

槽

准

日

日

記

- 4 8 -
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山

陰

涼

軒

目

録

興

一耐

・寺

延

年

卸

式

閲

光

犬

川

行

欣

盈

翼

賛

(

元

副

附

年

・
中
、

華

頂

山

詩

山

)

東

鑑

枝

遊

笑

覧

B  

歌

舞

伎

劇

場

の

襲

蓮

に

閲

す

る

文

献

で

江

戸

時

代

の

-

般

文

献

江

戸

名

所

記

へ
寛

文

二
、

浅

井

了

意

)

江

戸

民

砂

六

十

帖

院

本

人

倫

訓

袋

刷

業

(

元

紘

一

三

章

一

献

鋭

(

喜

多

村

信

仰

)

俗

耳

鼓

吹

(

天

明

八

、

犬

同

南

畝

)

楠

窓

同

諸

(

享

和

元

.

橋

本

経

亮

)

蒋

旅

漫

鋭

(

享

和

二

、

総

制

作

馬

琴

)

著

作

者

一

タ

話

(

一

弘

和

三

、

同

琴

)

後

日

む

か

し

物

語

(

享

和

三

、

卒

樺

卒

格

)

嬉

遊

笑

先

遺

塊

紙

料

(

文

政

九

、

柳

亭

和

彦

)

点

丈

銑

詑

柳

山

記

事

跡

ム
H

考

(

柏

崎

兵

一
冗

)

寸

錦

雑

緩

臨

以

談

(

小

川

剥

迫

)

金

必

H

本

(

文

化

h

ハ

、

大

岡

南

畝

)

向

古

逝

紙

姉

(

文

政

十

三

)

用

柄

拘

(

天

保

十

二

、

柳

田￥

租

法

)

立

文

比

聞

記

雲

錦

随

筆

(

文

久

一冗

.

暁

附

b

m

)

燕

石

十

極

近

世

文

謀

議

慰

問

古

今

要

問

杭

浪

華

叢

書

徳

川

女

整

期

衆

近

世

風

俗

見

聞

集

百

家

設

林

百

家

随

筆

日

本

風

俗

史

名

人

忌

反

録

(

閥

根

口

ハ

誠

)

武

江

年

表

近

世

日

本

世

相

由

民

東

京

市

目制

武

江

年

表

柿

ル

略

=
、

一

般

の

劇

書

針

前

財

林

〈

何

原

崎

擁

之

助

)

制

野

老

野

郎

三

座

詫

芝

居

野

随

古

今

役

者

大

金

(
寛

延

三

‘

八

文

字

合

其

笑

)

戯

財

録

(

初

代

並

木

五

瓶

)

詩

的

類

纂

芝

肘

茶

話

芝

居

乗

合

舶

南

水

遊

遊

(

蔀

松

歌

園

)

脚

色

余

銭

(

西

様

一

一鳳

)

前

刷

文

庫

日出

劇

大

金

泣

遁

一

選

集

坪

内

雄

蹴

)

歌

舞

伎

劇

場

の

経

済

史

的

考

察

歌

錬

伎

劇

講

話

(

高

野

反

三

歌

舞

伎

輸

大

成

呼

仰

川

璃

史

(

高

野

辰

三

)

近

世

邦

山

梨

年

表

(

義

太

夫

之

部

)

義

太

夫

大

系

刷

明

和

伎

鑑

(

明

和

六

、

淡

海

子

)

中

古

戯

場

設

戯

場

む

か

し

話

絵

本

戯

毎

年

中

鑑

体

奇

作

蕃

皐

都

午

睡

(

西

様

ｬｾ 長

歌

掠

伎

叢

盆同

歌

舞

伎

制

見

(

飯

塚

左

一

郎

)

歌

舞

伎

研

究

(

雑

誌

}

歌

舞

伎

糊

論

(

飯

塚

左

一

郎

)

歌

舞

伎

刷

説

輸

入

係

瑠

明

史

(

水

谷

不

倒

)

竹

山

故

事

義

太

夫

大

鑑

z
.

歌

舞

伎

劇

-

般

史

日

本

一

出

劇

史

(

品

川

原

敏

郎

)

近

世

日

本

一

割

削

史

(

向

上

〉

歌

舞

伎

年

代

記

(

立

川

鴬

瓜

}

制

歌

舞

伎

年

代

記

(

曲

一一

旦

芥

子

)

紛

々

歌

舞

伎

年

代

記
〈

大

王

十

一

、

附

村

成

義

)

猿

若

年

代

記

明

治

劇

壇

五

十

年

市

民

(

刷

根

只

誠

)

目

、

創

始

期

歌

舞

伎

劇

場

に

関

す

る

文

献

大

日

本

史

料

民

U

K

見

聞

集

- 49 ー
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慶

長

年

総

閉

山

円

蓋

集

(

文

化

十

、

山

石

湖

京

体

)

旅

月

山

町

図

式円

没

抄

(

尾

崎

雑

誌

)

徳

氷

一

山

久

紀

行

(

元

和

、

徳

永

極

久

)

そ

ピ

ろ

物

一

語

(

寛

永

十

八

)

首

代

記

懐

桶

談

(

承

肱

二

)

院

長

特

間

集

東

海

道

名

所

記

(

詫

井

了

意

)

五

.

江

戸

時

代

の

劇

場

に

闘

す

る

文

献

秀

他

日

記

舞

扇

一

袋

川

記

へ

明

和

六

、

七

世

巾

村

勘

三

郎

)

背中

米

山

記

(

都

体

内

)

一

二

度

家

狂

言

並

山

緒

当

芝

川

町

仰

綱

吉

柴

屋

凶

合

(

寛

政

十

二

)

柴

屋

間

合

松

川

近

(

松

抑

制

膏

)

戯

場

訓

m

派

閥

納

(

山平

和

三

、

式

一H
V

三

民

)

三

段

例

遺

志

へ

絢

本

築

家

極

)

劇

場

海

鈴

(

文

化

八

、

獣

々

山

制

限

)

納

本

鮮

高

扇

(

文

政

二

)

屑

制

仙

純

(

文

政

二

‘

文

書

堂

)

戯

場

一

抑

制

徴

鏡

ハ

文

政

十

二

)

ル

ナ

日

山

寺

町

犬

山

車

)

劇

場

新

話

三

引

之

如

山

梨

岸

線

記

尾

川
崎

戯

相

官

事

始

三

升

照

二

三

治

寄

山

山

八

三

升

屋

二

三

治

)

紙

屑

飽

(

向

上

)

日

久

日

間

帯

々

菟

役

者

良

行

革

(

文

化

凶

)

御

狂

言

柴

屋

本

説

(

安

政

六

、

ニ
ム
亭

春

防

)

六

.

歌

舞

伎

劇

場

の

塑

這

に

関

す

る

研

究

東

都

刷

場

沿

革

…一
一
一

叫

(

闘

桜

只

誠

』

日

本

劇

場

史

(

後

藤

庄

二

)

劇

場

同

A

M
U

(

明

治

品

川

二

歌

艇

舛

依

茜

流

出

先

話

(

坪

内

雄

蹴

)

以

上

劇

場

建

築

ご

法

規

ハ

四

一

良

下

段

よ

り

つ

ピ

〈

)

ｾｆ＠

常

ロ

(

つ

Y

-曹

)

併

し

な

が

ら

後

方

二

箇

所

の

非

常

口

は

敷

地

周

閣

の

以

態

に

よ

っ

て

は

非

常

に

同

難

な

る

場

合

が

少

く

友

い

。

此

劃

に

就

て

も

大

い

に

制

作

九

す

る

必

要

を

認

め

る

。

叉

非

常

口

の

原

は

外

聞

に

せ

よ

と

規

定

し

て

あ

る

が

.

そ

の

趣

意

は

主

と

し

て

内

問

を

禁

じ

た

る

意

味

で

る

っ

て

外

問

は

と

き

に

そ

の

開

閉

K

際

し

て

建

築

制

を

任

す

快

貼

を

牛

一

十

る

場

合

が

あ

る

の

で

、

外

聞

に

代

ふ

る

に

引

分

戸

を

是

認

す

べ

き

抗

告

人

け

も

る

る

c

其

他

の

構

造

の

制

限

共

他

種

K

怠

る

構

浩

制

限

が

現

行

取

締

規

則

κ
設

け

ら

れ

て

ゐ

る

が

、

現

行

規

則

は

主

と

し

て

水

遊

建

築

に

劃

す

る

必

要

上

の

制

限

で

る

っ

て

、

現

時

の

如

く

耐

一年

耐

火

建

築

に

係

る

劇

場

に
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雨

等

あ

り

た

る

-

時

は

洗

ひ

洗

き

る

L

民

あ

り

1

〈

帽作

曲

川

性

不

足

、

防

水

飴

力

不

備

)

4

、

ヨ

ン

ク

リ

l

ト

と

ア

ス

ヌ

ア

ル

ト

と

の

税

活

問

問

羽

し

O

(

修

活

性

小

)

セ

メ

フ

ア

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

ー

は

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

品

川

も

完

全

に

融

合

す

る

締

役

を

有

L

旦

つ

以

上

の

鉄

隔

を

前

-

k

e

へ

〈

案

仰

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

し

て

次

の

特

徴

を

有

す

ー

、

特

性

コ

シ

ク

リ

l

ト

に

氷

山

取

あ

る

も

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

完

全

に

密

着

せ

し

む

。

2

、

鍛

工

能

率

の

崎

議

塗

布

後

一

時

川

内

外

に

て

防

水

工

事

を

施

工

す

る

ζ

と

を

得

。

3

M

4

4

相

セ

メ

フ

ア

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

ー

は

そ

の

も

の

自

身

に

て

大

な

る

防

水

能

力

を

有

す

る

を

以

て

塗

布

後

降

雨

倖

の

震

総

封

に

洗

ひ

流

さ

る

L

P

L

と

な

し

。

4

・

腿

着

栓

セ

メ

フ

ア

ル

ト

ブ

ラ

4

マ

l

は

コ

シ

ク

リ

l

ト

内

部

へ

迅

一

地

に

浸

透

し

、

旦

其

上

に

品

開

布

し

た

る

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

と

強

く

結

合

す

る

散

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

と

防

水

暦

と

を

完

令

一

に

膝

着

す

る

も

の

な

り

。

5

、

施

工

簡

易

セ

メ

フ

ア

ル

ト

プ

ラ

4

マ

l

は

淡

精

な

る

液

惚

に

し

て

乾

燥

u

T

き

が

放

に

刷

毛

引

き

に

て

施

工

最

も

簡

易

な

り

。

別

途

使

用

1

、

本

州

は

防

総

防

虫

抽

ゆ

特

性

を

有

す

る

が

放

に

建

築

物

床

F

等

に

、塗

布

す

れ

ば

衛

生

上

最

も

よ

し

。

2

、

右

の

外

(

糊

が

非

常

に

よ

〈

つ

く

)

の

待

性

を

も

有

す

る

然

リ

ノ

リ

ウ

ム

下

塗

布

川

と

し

て

最

も

推

賞

さ

る

べ

き

も

の

な

り
。

塗
寅
一
克

工

材

枇

『

大

阪

市

西

区

京

町

期

泊

一

丁

目

四

O

番

地

本

一

世

一

電

話

土

佐

宛

玄

八

O

九

一奇

出

滋

庁

(

東

京

市

芝

阪

南

佐

久

間

町

二

丁

目

三

番

地

E

J

~

電

話

芝

二

五

O

六

番

ー- 8 ーーーー
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昇

降

機

昇

降

機

の

愉

活

能

力

を

明

進

し

州

制

能

昨年

を

山

川

む

る

千

段

は

品

川

多

あ
u

れ

ど

も

先

づ

第

一

氏

考

へ

ら

れ

る

方

法

は

共

の

速

度

を

増

す

市

中

で

ゐ

る

。

『

ス

ピ

ー

ド

」

の

現

代

に

於

て

は

常

然

の

惑

で

は

あ

る

が

、

然

し

乗

降

存

の

山

入

り

日

人

は

昇

降

機

及

一池

路

界

の

開

聞

に

相

訟

の

時

川

を

妥

す

る

の

み

な

ら

予

、

円

介

降

機

の

始

動

停

止

に

は

采

芥

に

不

愉

快

の

川

併

を

感

ぜ

し

め

ざ

る

棋

に

謹

皮

を

漸

次

に

府

減

す

べ

き

も

の

守

あ

る

か

ら

其

時

間

小

の

平

均

辿

反

は

大

槌

以

高

速

い

肢

の

一
一

分

の

一

K

し

か

首

ら

歩

、

然

も

そ

の

・川

泌

及

減

速

の

時

川

が

叫

昨

機

の

迩

料

時

間

の

大

部

分

を

山

む

る

事

世

を

仰

せ

考

ふ

れ

ば
、

速

度

を

併

に

す

る

も

決

し

て

能

力

の

供

K

友

ら

ぬ

事

は

明

白

で

あ

る

、

注

ぃ以

が

円

十

く

な

れ

ば

な

る

利

市

な

る

速

区

の

増

加

は

輸

送

能

ホ

ヰ

増

進

の

訓

A

H

を

段

k

減

少

す

る

の

で
、

此

の

貼

よ

り

見

れ

ば

辿

度

に

は

一

応

の

合

理

的

な

川

村

山肢

が

あ

る

と

と

が

恕

像

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

外

岡

の

建

築

物

の

様

に

蚊

十

階

の

~

回

向

さ

で

、

H
i

u

行

用

界

降

機

の

必

要

あ

る

際

速

度

就

U乙

は

別

問

題

と

す

る

も

‘

我

問

の

践

に

砧

築

物

の

'

両

さ

が

百

パ

と

法

制

で

限

定

さ

れ

‘

共

の

使

川

以

態

が

主

と

し

て

各

階

的

止

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

な

は

そ

の

速

山

を

飴

科

よ

く

吟

味

す

る

に

芥

ざ

れ

ば

、

日
十

い

日

弁

降

機

が

泌

い

け
η

降

機

よ

h

り

も

却

っ

て

能

力

が

惑

い

と

云

ふ

街

現

象

を

呈

す

る

場

合

も

生

十

る

、

と

れ

等

は

外

附

の

高

居

建

築

川

昇

降

機

と

除

科

趣

を

異

に

し

肘

れ

ば

、

m

k

外

凶

の

例

を

北

ハ

の

ま

k

我

閣

の

建

築

に

佐

川

ぜ

ん

と

し

て

却

っ

て

不

利

と

な

る

と

と

が

あ

り

得

る

の

や

」

あ

る

。

地

附

か

ら

屋

上

ま

℃

停

止

せ

十

い
升

降

す

る

な

行

川

日

昨

機

で

は

側

一

品

、

如

何

な

る

場

介

で

も

刊
十
い

速

度

の

赴

昨

機

は

日
十

く

目

的

階

に

到

泊

す

る

の

が

川
H

同

然

で

あ

る

が

、

各

批

m
'

山
同

K

e
ル

リ

せ

し

む

る

休

体

行

が

つ

け

ば

上

辿

の

如

き

矛

盾

が

起

る

の

で

あ

る

。

或

る

建

築

物

に

何

分

三

百

五

十

択

と

二

百

五

十

択

の

二

通

り

の

η

降

機

、が

併

泣

き

れ

1
3

質

際

民

共

の

使

川

以

態

を

精

し

に

調

査

し

た

る

に

『

ロ

ー

ホ

ル

J

』

・明

(

各

階

停

ル

)

と

し

て

は

一
一

行

て

工

皐

士

レ

ペ

1

タ

1

製

造

株

式

合

枇

長

野

藤

川

文

日

本

ヱ

同

市土

五

十

吠

の

も

の

が

三

百

五

十

川

の

も

の

よ

り

早

い

事

貨

を

見

山

し

た

事

さ

へ

も

あ

一
る
。

辿

山

区

を

哨

せ

ば

北

(

の

比

例

で

似

助

力

の

馬

力

教

は

別

加

し

、

円

以

初

の

設

備

伎

は

い荷

し

く

明

大

す

る

の

み

な

ら

歩

、

比

ハ

の

昇

降

機

の

使

川

さ

る

L

m
は

電

力

の

い有

し

き一

小

経

済

を

敢

へ

て

し

な

け

れ

ば

た

ら

ぬ

の

で

る

る

υ

若

し

此

の

川

一

抗

が

十

分

に

諒

併

さ

る

』

な

ら

ば

斯

る

一川

霊

を

友

す

も

の

た

き

笹

な

る

に

.

け
以

近

我

闘

で

は

一

般

に

則

る

不

経

捕

な

る

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

が

可

成

り

多

く

山

氏

川

さ

れ

つ

t
h

t

c

る

事

は

誠

民

不

思

品

友

現

後

で

あ

る

と

考

へ

ら

る

k

の

で

あ

る

、

と

れ

ば

川
主

比

一

両

辿
h

以

と

一

去

ふ

い

お

-
K

幻

惑

さ

れ

て

速

いは

と

能

力

と

の

山
聞

係

即

ち

卒

均

辿

山

の

考

察

が

不

充

分

で

あ

る

か

ら

起

る

，

r

師

三

も

言

ひ

作

る

の

で

る

る

。

放

に

川

升

昨

機

の

計

誌

に

際

し

て

は

川

皮

肉

泌

度

よ

り

も

山

中

ろ

卒

均

辿

度

を

十

分

州

筑

し

て

そ

の

仕

棋

を

決

定

す

べ

き

で

た

い

か

と

忠

は

れ

る
J

ヘ

ー

此

の

壮

一

向

…

辿

い

は

と

一平

均

一

述

叫

と

の

保

山

間

係

を

数

字

的

に

研

究

す

る

K

先

ち

・

山

一

K

考

ふ

べ

き

事

は

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

の

電

動

機

に

よ

る

加

速

と

制

助

機

に

よ

る

減

速

度

合

で

あ

っ

て

.

そ

の

耐

十
々

を

山

ボ

る

丈

け

円

十

く

す

れ

ば

卒

均

泌
，

U

は

い

く

な

る

も

、

飴

り

引

く

す

れ

ば

乗

谷

が

将

し

き

簡

拍

車

を

受

け

、

不

愉

快

に

感

十

る

の

で

あ

る

、

此

の

い
以
人

川

K

は

そ

の

以

か

ら

一

定

の

限

度

が

あ

る

と

と

を

知

ら

ね

ば

左

ら

ぬ

。

故

に

官

際

は

加

辿

及

減

泌

一弘

人

川

の

鑓

化

を

州

先

す

る

と

と

が

必

裂

な

る

も

・

斯

〈

て

は

除

り

川

出

が

惚

雑

と

友

る

か

ら

此

庭

で

は

始

動

及

伴

止

の

辿

皮

の

増

減

は

『

ユ

ニ

ホ

ー

ム

ア

ク

セ

ラ

レ

1

シ

ヨ

ン

及

リ

タ

l

デ

l

シ

ヨ

ン

【
3

・

の

法

則

に

よ

る

も

の

と

し

て

川

出

を

取

扱

ふ

と

と

L

す

る

υ

従

米

の

一

政

験

に

よ

れ

ば

.

此

の

此

A

u

は

附

い
の

共

ト
は

秒

h
U

秒

間

山

内

の

加

漣

.肢

が

地
H

泊

で

あ

っ

て

北

ハ

以

上

の

加

速

度

は

光

づ

白

川

上

-小

川

は

な

あ

り

且

つ

一小

利

低

と

考

へ

ら

れ

る

外

国

で

は

幾

分

と

れ

よ

り

も

い

き

も

の

を

使

川

す

る

と

と

ろ

あ

れ

ど

も

、

我

闘

で

は

米

だ

一

般

の

大

裁

が

叫

昨

出

m

k

m

れ

ざ

る

矯

め

に

と

れ

以

上

の

い

U

A
け

に

す

- 51 ー
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る

と

と

は

貨

川

上

金

〈

必

必

友

し

と

断

じ

て

も

発

支

は

友

い

。

今

階

高

十

三

尺

の

場

合

そ

の

卒

均

加

法

及

誠

治

叫

ん

け

を

毎

秒

毎

秒

凶

択

と

す

れ

ば

、

川

以

高

速

い

以

を

何

臨

ま

で

山

し

作

る

か

を

考

ふ

る

に

但

し

制

限

の

最

高

速

度

と

は

十

三

尺

の

封

昨

山

に

於

て

故

高

辿

皮

に

な

っ

た

腕

川

の

泌

氏

に

し

て

そ

の

瞬

間

よ

り

減

法

を

始

め

十

三

尺

の

距

離

を

非

降

す

る

も

の

と

見

倣

す

。

S

加

法

一
法

減

速

時

間

中

氏

通

過

し

た

距

離

「

吠

)

F

M

秒

匂

妙

の

加

速

及

減

速

度

合

ヘ

吠

)

T

加

辿

及

川

辿

の

時

間

(

秒

)

と

す

れ

ば

ω

H

川
町

一

司

吋

。

-

一立

H

M

×

昨
×

ι

×

-
J

、H

J

H

d

九

日

U

M

-ω

吋

H

て一

J

剖

H

]

・2

零

即

ち

加

辿

及

減

辿

民

夫

k

一

、

八

秒

を

貸

し

此

の

時

山

中

に

到

達

し

得

る

昇

降

機

の

最

高

辿

度一

は

』

×

]

・∞

×

2

1

お

ご

」
一ん

¥
お

め

と

な

る

・

つ

ま

り

円

以

高

述

皮

む

八
刀

川

百

川

、

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

で

は

各

附

停

止

の

能

件

が

つ

〈

時

は

、

円

以

高

辿

皮

に

注

し

た

る

非

、

の

慨

川

よ

り

す

ぐ

停

止

を

せ

玄

れ

ば

床

面

を

通

り

越

し

、

以

高

速

度

で

走

る

時

聞

は

会

〈

た

い

の

で

あ

る

。

u
x

れ

を

言

ひ

換

ふ

れ

ば

一

階

昇

降

時

間

中

の

卒

均

辿

皮

は

約

二

百

山

川

氏

相

世

す

る

の

で

あ

っ

て

.

誰

し

も

卒

均

辿

ぃ

院

の

伶

り

に

低

き

に

以

外

の

感

を

抱

く

の

で

あ

る

が

、

昇

降

の

町

維

は

卒

均

辿

皮

と

時

間

と

の

桐

莱

に

よ

る

と

と

を

知

る

時

は

一史

に

共

の

結

巣

の

小

な

る

K

鰐

か

ざ

る

を

得

な

い

。

以

上

は

単

な

る

理

論

的

考

吹い

に

過

ぎ

な

い

が

.

出

民

際

に

於

て

は

制

削

機

な

る

も

の

は

時

に

訓

子

が

必

く

な

り

勝

ち

で

る

る

か

ら

・

百

際

の

謹

叫

に

は

と

れ

よ

り

民

に

低

き

辿

度

に

定

む

る

と

と

を

必

要

と

す

る

、

妹

に

作

止

の

際

床

耐

を

-

致

せ

し

め

る

事

は

可

成

り

川

州

知

な

仕

事

で

あ

っ

て

‘

上

り

す

ま

叉

は

下

り

す

ぎ

に

な

る

と

と

を

防

ぐ

拐

に

向

.史

以

高

泌

は

は

上

記

の

も

の

よ

り

小

さ

く

之

む

る

の

が

百

際

上

設

備

並

に

維

持

の

則

よ

り

も

油

市

な

る

白

地

位

J

じ

あ

る
。

山

根

第

.

凶

は

本

枇

が
一

任

際

使

川

し

て

肘

る

外

降

機

に

枕

き

研

筑

し

た

る

何

分

三

百

吠

の

「

マ

ル

チ

ボ

ル

テ

ー

ジ

』

式

昇

降

機

の

一

階

打

昨

に

到

す

る

辿

皮

時

間

州

総

で

、

前

辿

の

慌

に

川

以

・而

速

い

肢

に

速

す

る

と

同

時

に

減

辿

を

初

め

川

る

一

や

が

川

内

に

一
不

さ

れ

て

居

る

、

停

止

陀

際

F I  F 1 7 AT OR 
ーロ亙E Q B  アiI1F ' .  C /J Rf l F S P E E D 

4  
200 おと

自

働

的

に

「

そ

l

タ

l

』

が

「

マ

イ

ク

ロ

ド

ラ

イ

ブ

』

さ

る

L

事

を

示

し

此

の

種

『

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

』

に

は

是

非

此

装

世

が

必

要

ぜ

る

る

か

ら

、

モ

れ

を

考

慮

す

れ

ば

、

と

の

表

に

よ

り

て

見

る

泊

り

「

ロ

ー

カ

ル

サ

ー

ビ

ス

』

川

で

は

此

市

三

百

択

見

首

が

註

際

の

極

限

最

高

速

度

と

云

ふ

事

に

な

る

、

理

論

的

計

算

の

場

介

と

飴

粍

相

速

す

る

よ

う

な

あ

る

が

.

各

種

の

貼

を

考

へ

て

制

殺

す

る

の

で

と

れ

い

え

の

だ

を

生

や

る

。

次

に

理

論

的

計

昨

に

依

る

各

種

迷

度

の

昇

降

機

に

釘

す

る

一

階

昇

降

の

時

間

及

平

均

辿

山

を

表

並

に

品

川

仙

叫

に

て

示

せ

ば

。

，

次

表

並

K

曲

線

第

二

凶

、

第

三

岡

の

通

り

。

第

二

闘

は

第

一

闘

同

様

各

組

昇

降

機

の

速

度

時

間

曲

線

で

、

卒

な

部

分

が

最

高

速

度

で

走

っ

て

居

る

部

分

で

、

之

が

。START.

3ω 

1∞ 

♀ιμ !JL. 

1j 

2. 0

S  

l  

闘

4 .2  s  

0.9 2

5， 

2  

アI t1E / N 5 E C OND 

第 一

ムQA. Q.ηN E  F J _ OOR RI J N- FULL 

3  

-唖一一ーー一一ーー

S T OP  

し

て

は

闘

中

『

ハ

ッ

チ

ン

グ

』

を

施

さ

れ

た

る

場

所

は

「

マ

イ

ク

ロ

グ

l

ン

」

で

『

ソ

オ

l

L

ス

ス

ト

ッ

プ

」

を

防

ぐ

矯

め

- 52 ー
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最

高

及

平

均

速

度

衣

(

計

算

に

品

川

る

U

長

い

程

卒

均

速

皮

を

高

め

能

率

は

よ

く

な

る

・

第

三

附

は

此

・両

辿

此

と

卒

均

速

度

の

割

合

を

明

示

す

る

物

で

、

辿

ぃ以

が

早

く

な

れ

ば

な

る

程

平

均

速

度

と

の

挙

が

甚

し

ル

ス

ス

ト

ッ

プ

」

等

の

蹄

係

ょ

の

上

述

せ

し

通

り

、

二

百

五

十

択

の

も

の

よ

り

却

っ

て

能

率

が

惑

い

の

が

質

例

で

る

る
。

所

が

昇

降

機

の

構

造

の

上

よ

り

見

る

に

、

円

以

高

二

百

五

十

択

以

上

に

な

れ

ば

、

加

辿

及

減

辿

皮

の

調

節

の

馳

よ

り

交

流

冠

動

機

は

使

用

出

来

歩

・

直

流

型

マ

ル

チ

ボ

ル

テ

ー

ジ

式

K

し

た

け

れ

ば

な

ら

ぬ

の

で

、

此

の

泌

皮

を

境

と

し

て

凡

て

の

設

備

が

一

慶

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

昇

降

機

の

交

流

電

動

機

を

利

則

す

る

事

が

松

初

の

設

備

及

維

持

費

の

ト

山

花

於

て

経

桝

的

で

あ

り
‘

構

匙

は

簡

山
車

竪

ホ

・
な

る

鴛

故

障

少

な

き

事

直

流

電

動

機

川

ι

よ

り

数

等

優

れ

る

と

と

は

特

に

一

任

戊

を

要

す

る

知

で

あ

る

。

唯

最

高

速

度

を

二

百

五

十

吠

以

上

に

せ

ん

が

矯

め

に

く

な

る

事

質

を

明

阪

に

示

し

て

居

る

。

川

以

高

四

百

山

川

の

昇

降

機

と

い

へ

ば

如

何

に

も

平

き

様

な

れ

ど

卒

均

辿

・肢

は

陀

か

二

百

吹

徐

り

で

一

階

昇

降

で

は

二

百

五

十

択

の

も

の

に

比

し

僅

か

牛

秒

丈

計

算

上

早

〈

同

的

附

へ

到

庇

し

得

る

可

能

性

が

あ

る

丈

で

質

際

的

に

は

『

フ

オ

l

闘奇書露出的

副ｾ＠f決的
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m

k
の

叫

に

が

、

て

利

続

あ

ろ

交

流

屯

削

機

も

使

附

す

る

を

得

歩

、

4
川
流

n

升

降

機

を

係

川

す

る

の

で

あ

る

が

、

そ

の

際

は

と

の

辿

い

は

の

増

加

と

ぷ

ふ

一

引

が

徐

穆

輸

送

能

力

を

榊

逃

せ

ざ

れ

ば

折

川

多

大

の

経

川

町

及

仲

川

町

を

も

目

以

外

叫

し

て

辿

-u

m

加

を

企

て

た

一引

が

知

江

主

と

な

る

の

で

あ

る

、

然

る

に

前

辿

の

泊

り

此

の

一

一
百

五

'
十

吹

の

辿

似

を

ほ

と

し

て

、

と

れ

以

上

の

尚

一

辿
J

肢

は

偽

り

町

際

の

能

不

を

明

逃

せ

ぬ

事

一

れ

を

附

せ

巧

へ

る

と

『

ロ

ー

カ

ル

サ

l

ヒ

ス

』

川

K

此

の

杭

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

を

侃

川

す

る

引

は

伶

程

州

究

す

べ

き

除

地

が

あ

る

と

巧

へ

ら

れ

る

、

山

地

物

が

少

く

と

も

数

十

附

で

急

行

川

昇

降

機

ω
必

要

あ

る

外

附

の

建

築

物

で

六

十

川

ヘ

ル

五

七

十

パ

杭

無

停

止

の

ま

L

昇

降

す

る

も

の

に

あ

り

で

は

、

マ

ル

チ

ボ

ル

テ

ー

ジ

式

の

、

辿

'

M

比

三

百

吠

以

上

六

百

吠

見

伐

の

も

の

が

一

般

に

広

川

さ

れ

百

質

的

の

如

き

は

好

昨

共

に

各

附

杵

止

を

す

る

必

-

姿

の

あ

る

も

の

は

二

百

五

十

択

を

限

い

は

と

す

る

と

『

ロ

l

ナ

ル

ド

グ

リ

l

ソ

ン

』

氏

も

其

の

梓

川

に

論

じ

て

居

る

が

、

北

ハ

の

砧

沿

の

必

礎

は

以

上

の

様

な

見

地

か

ら

だ

と

考

へ

て

世一刊

文

は

な

い

我

閣

に

於

け

る

『

オ

フ

ヒ

ス

ピ

ル

ヂ

ン

グ

』

等

に

就

て

制

作

す

る

に

、

笠

の

附

批

時

に

は

然

。

わ

け

止

の

悼

法

伸

す

る

も

泣

』ラh

;;:::l::: 

聖書

_ c  
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法1

戸署

M

Q

V

口

崎

将

A

4

N

.

0

0
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書草

四
円

惑

山

河

(

豆

)

一

己

オ

H
-
m

一

書

事

議

お

尚

♀

5

一

(

H

L
喜一記

¥

司

)

ハ

|

守

迫
〉

-

吋

門

O

甲ハ

ザ

〈

同

キ

H

L

守

l

τ

F

4

F

喝

。

昏

.

￥

山

下

l

刷
、
外

H

V

C

 

M

O

H

門

司

〉

A

a
N

O

守

【

一

切

〉

C
-
印

一
戸

勺

〉

(
-

O

】

同

τ

M

-
・

品

0

0
・

0

0

-

N

・
m

o

o

n

δ

-一・

∞

けO

つ
O

-

-

ω

0

0

0

0

 

ω
ω

Q

H内

J

J

』

戸

と士

量主

同音

M

U

S

H
-

同

N

8

0

ーピ

陪

M

8

0

皆

同

N
印

O

克

M

O

O
宅

~

4

M

日

一

宮

(

ω

8一
汚

も

多

く

け

升

降

機

の

能

力

を

食

部

す

べ

き

朝

夕

の

出

雑

時

に

は

各

階

特

止

を

せ

ざ

れ

ば

役

に

立

た

な

い

の

で

る

る

か

ら

.

現

在

の

軒

高

百

パ

以

下

、

十

批

川

円

え

ら

・ヂ

の

建

物

で

は

先

づ

速

い

は

を

二

汗

一λ

十

吠

科

広

に

す

る

と

と

が

輸

送

能

力

に

は

理

論

上

及

山

際

上

沿

も

泊

吋

で

あ

る

と

信

宇

る

リ

次

に

比

較

的

問

批

で

け

升

昨

機

に

述

紳

士

を

事

同

せ

し

む

る

必

要

の

な

い

例

人

刊

宅

一

又

は

近

時

住

ん

に

計

書

さ

れ

て

腐

る

『

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ハ

ウ

ス

』

ル

T

7

K

利

用

す

る

・

円

働

式

円

叶

降

機

の

池

山

は

故

高

百

五

十

吹

を

油

首

と

す

る

、

川

川

機

の

山

間

係

か

ら

と

れ

以

上

の

辿

民

K

す

れ

ば

停

止

し

た

時

K

建

物

と

の

床

面

を

一

致

せ

し

む

る

事

が

困

難

で

る

る

か

ら

賞

際

そ

れ

を

一

般

の

標

準

と

し

て

居

る

よ

う

で

あ

る

。

上

越

の

如

く

経

術

的

及

州

世

上

の

見

地

か

ら

我

同

の

建

築

物

の

賞

以

よ

り

見

て

速

度

の

上

か

ら

昇

降

機

を

匿

分

す

る

場

合

に

は

11-
1  1氏

:iili法

度 l主

百

五

+

吹

ま

で

百

五

十
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第 二 競 住 宅

ザ1 ておE住宅 木活洋風 二附 ｾ

出品者 大 休 飢

.ij'; J' I' ・F符 17. 5上l'

二 併 10.  55FI ・

'1¥・ ['1'( Ｈむ 凶 ＩＰ ＱＱ Ｑ • '_  9}x地 を 除 く ! ).3: 0[nl 
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ー 、 ｾｩ
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1官 僚
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出 品 右 前 nl 組

敷地坪 毅 79. 59坪

建 坪 数 39. 09坪

賢 官ｾ ( 敷 地 共 ) 5. i OO関|
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2、. 2 企ド

J [  

d

耳

牢

サ

序

喰

|

|

草

P

B
畠

$

会

帯

』

V

h

26.  45坪

w ・

披 住 宅 木治利 l瓜卒家主1 ¥

lH 品 者 納谷官接長

敷地I l f ! 鍛 68. 30上F ｾ坪数
変 1¥''( ｾ敷地共Ｉ 3. ε00囚1

[1. L  71<泊; 工事、氾 仮 設 備、裕 階、2在所設制ii

HE 関 工 事、 f"J .thi ol'. 恥一切を合む

住 宅 展 賓 奮 出 品 賓 物 住 宅

I  

善阪 香 里 園 改
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建 築 主 量士 曾 ( X I V ) ; 80 
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K  ｾ嘩 住宅

J 披 佐 宅 木 造平日洋風二防長ll:

1'1' ， 品 者 大 PH *11  

敷地上l' 数 82. 33坪 主tt 坪 数 ご0 5士1' (京/11] )

賞 作'i lfl 地共 4. 2∞関|

jlL し水活工事、 f ' J 主主設 iiii 、* 械 、E差別殺 iili

庭 関 工 事、 門 財 工事 一 切 在 今 む

ｋ 枕 白 ｾ 七 木治平日白P I'- 家 住

n  ｾ品者 高 橋 正rl

事I地坪重立 68. 76坪 主tt 坪 鍛 22. ei 5汗

.  j 空 債 ( 敷地共) 3.  (:-70闘

似 し 水 道 工 事、? よ主主技術、浴十骨 、妻 }ifr設 flii

庭 問 工 議 、 門塀 工 事一切を ; 今む

J 披 住 宅

11 1<<" 

芋ザ可

p、
1i: 

京 阪 香 里 園 改 善 住 宅 展 覧 奮 出 品 賓 物 住 宅
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781  建 築 と 枇 合 ( X TV )

M 披 住 宅

1 1・・・・・・・・ E・・a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2・・・・・・・・・ E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

F ・『

毛

も

本

'
a
A

h

e
通

事

ι冶

恥

刷

旬

l

寸

時

中

l

寄
d

宮

古

l

l

t

も

l

H  

L  

L 蹴 住 宅 木造相l風二階建

l川|Hl  J品i

: 敷激地坪数 6回8.0ω7坪 主建i佐:主坪F 数 2幻7. 8“6坪

資 f依質 (j敷敬 地共) 3. 4ωO∞O阻闘|  

但し水道工事、従来設備、浴棚 、選 E!i 設1i 1i

庭闘工事、|勺塀工事一切J を介む

iI1 披 住 宅 木浩平日風二階 ill

出 品 者 井 倉 'fi 左術門

敷 地坪数 67. 72坪 m野 教 3つ 16坪

資 償 L敷地共) 4. 500阻l

但し水道工事、f江主主設備 、浴棚、選!fr設耐I i

庭 問工事、門司if 工 事一 切を介む

京 阪 香 里 園 改 善 住 宅 展 覧 奮 出 品 賓 物 住 宅
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建 築 と 量 士 舎 ( XI V ) 78 、

，.....11................................................ .. .............1...................................................................... ， 

P 披 住 宅

p 披 住 宅 木 佐 和 洋 風 二 階 it

lH 日 者 有 山 飢

敷 地 坪 数 68. 76坪 ill 坪 数 27. 75坪

)) IJ に物置 O.  75坪 k 似( 敷地共 ) 4. 095闘

ｻｬｉ Ｎ し水 道工事 、 Ｇ［ｴ￮Ｚ主主 設 ｗｩ 、 浴 』 ＱＱ Ｎ 翠 ｪ 汚ｾ冊Ｏｴ

庭 附工事 、{" J塀 ヨ'.Ih 一切 を今む

N  ｾ Ｎ鹿住宅

:?" ｴｾ ，ｾイ Ｑ ，宅 木 造 和 伴! 且L一て;隣 ut

lI 'l 品 者 111 ，iド ギ11

奴 j 也坪数 69. 28.lrr- 主主主f 数 30. 9上{¥

:'J堂 側 Clftkj 1!!;J U  4. 20コ民|

{l 1. し7]( 泣 工 破、 rtl $ri 設 fiii 、i谷村1/ ，星誕J升吊t Wf

民主悶 工 事 、 門 桝 工事一 切を 介む

O 披 住 宅

υ 銑 住 宅 木 位泊三 }1!¥. 平家 建

H'. 品 者 あめ りか尾

政地坪塁走 65. 45坪 主 ｾ坪数 20. 54主p

賀 m ( 敷地J り 3. 919闘20J量

但しフ Ａ 寸立工事 、 電気設備 、 裕 側 、 翠 ｪ 珂設 ｉｾ Ｏｴ

庭 閑工 事、門州 工 事 一 切 を合む

京 阪 香 里 園 改 善 住 宅 展 覧 曾 出 品 賓 物 住 宅
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そ=

783 建 築 主 魁 合 ( X [ V)

rQ  ｾ Ｎ定住 宅

品

噌

凶

山

町

、

戸

川

帆

山

内

，、
客

初間

J { 縦 イ 主 土 笹 木 造羽 ＱＱ 武 ＧｉＢｾ ， ｩｴ
出 品 者 由 上 秘 話長

敷地坪数 78 ヤ2坪 挫 坪 数 25.1 2:iキ

資 制ｾ ( 激地共) 3.  o5 J [WI  

但し Ｗ Ｑ ＼ Ｚ［ＹＮ工事 、 Ｗｕ Ｔ 設備 、 治問 、 ［ｾｊ 所設 ｬｩｩｩ
庭 劉 工 'J:; ， ｉ 勺 ｊ 非工・ ｊｾＭｴｊｊ をＱＧ［Ｍむ

，ｾ、

令ト

主

A， 

邑

他 j司

Q 放 u. ，セ 木 位洋思平家主r ;

11 ｾ＠ "11" 者 A ｾＡ、 ｭ
政 地主f 数 ＶＸＮＵＰ ｾ＠ 往 主13 主主 22.  29.l: F  

賀f I ' i ( 以l山Jじ) 4. 500J d  

1lI. し7t- ;江ユ e ・h、河 川 設 ilii 、f谷十円 ‘ 窒併殺 liii

庭 ｉＧ， ｪ 工・ ｨ 、 ｩＢｲｨｾ ＮＮＮｌ・ ｨ 一 切を合 む

s  ｾ魚住宅

務 住 宅 木 泣 ｦＮ ＱＱ 瓜フ ｉ ヲ ｾｩｬｬ

H' ， ｉｾ ｬ 者 rl' ぬ忠兵衛

敷地内三段 74.  75主l' 主]); j'li  11立 14. 9主l三

吃 ii'( Ｈ虫ｾＮｬ也共Ｉ 3. 47J il11  

也 し71' 辺4 ・h、 む 以 設 備 、浴 州 、三星f:J r設1iii

庭 問 工事 、 ｉ Ｂｊ 得工 Ｇｬ ｾ 一 切を 介む

京 阪 香 里 園 改 善 住 宅 展 覧 出 曾 品 賞 物 住 宅
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建 J 築 主 量 士 舎 ( X I V)  i S..j 
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.  

u  ｾ度住宅

コ，

い

司

朝

日

」

周

示

、

官

制

同

-
困

待王寺

E鳥時

l ' 銑 住 宅 木治不11)瓜二階 ill

出 品 者 西 本 組

吸地主ド薮 159.  14.Tj! 内 法 54.14坪

tJ!;主1; 数 36.5主l' J i I . 償( 敷地; J り 6. 450旧l

也 し水道 工事 、 危紙日党側 ｬ 、 浴 十 円 、 ｾ ｽ珂 設 備

比- 同 工明 、l勺塀工、h - -!;JJ を介む

T 競 住 宅

T  1波 住 宅 木浩布1&1. 二階主I !

Hl 品 者 前問i j l : 築工務庄

主主地坪数 白C.51坪 建 坪 聖t 28. 42坪

叉 債 〈致地 Jり 4. 500J:l 1

但 ｬ Ｗ ｪＨ滋工 ｾ ｊｾ Ｎ m叙設備、め側 、返 m設 備

j迄図工事、門塀工事- 1，;IJ を合む

京 阪 香 里 園 改 善 住 宅 展 覧 曾 出 品 賓 物 住 宅

- 68 .-



785 建 築 主 配 曾 ( X I V)
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w  ｾ 鹿 住宅

¥¥.  ｉｄｾ 住宅 木浩平日 洋風 Ｚｭｾ

HI. 品 者 藤 木工務前

教地坪重j : 86. 24王子 律 上l 数 25.r!  

'('1: n質 ( i j J ! ( 地共) .t  5S0国1

Ｑ ｉｬＮし Ｗ Ｉ 吋立 Ｚ ｲＮ ｾ Ｇｊｽ _  m主主設備 、1特側 、 当ik )jfj' 設 fiij

Ｖ 附工市 、 ［ ｉｉｊ 塀工事一切を ｾｴＮ Ｇ

V 械 住 宅

1・ U足 l主 宅 木芯 fn ll¥. ニP"(i ft 

出 品 者 四 本 納

Jt t雫' i

回. ‘ 格

守、 、ー

敷地主ド数 日6. 24士F 内 i1: 37. 09主l'

建 .l "j i 主主 28. 25上F r電 償 ( 敷地 )0 4. 'i OOtnl 

ｩ ｛ ｬ｟し Ｗ ｊ＼ｾ色工市 、 泊先 ｩ 設備 、 背子初 、 夜 所設備

庭関ごr. τli 、 I"j 塀 工 事 ・ 切 を 合 i

京 阪 香 里 園 改 善 住 宅 展 覧 曾 出 品 賓 物 住 宅
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y  ｾ 東住 宅

建 築 と 批 舎 ( X I V ) 786 

x  ｾ鹿住宅

入

怖)

入、

品

企

¥

 

15 

X 彼 住 宅 木建利! 瓜作家主I ! ;

出 品 者 安達うｾＺ［Ｎ厳

9:1地坪数 8 1. 11:1'1' m坪 薮 26坪強

貿 償 ＨＹ ｊｾ 地 共Ｉ 4. 100[ r;l 1  

111. し水道工7J'; 、n; ; 気設備、浴料1、変 所設備

庭 問工事. 門塀工事一切 を今む

Y ! 鹿 住 宅 木池 和 洋 風 二階 建

出 品 者 今 中 手 吉

l般地士下数 61. 29土f 往 坪 主 主 30坪〈京 rm)

賢 債 〈敷地共) 4.6CO鼠|

{l 1 し水滋工事 、電系設備、裕 側、1i 1併設備

JJ. f 悶工事、門塀工事一切 を合む

京 阪 香 里 園 改 善 住 宅 展 覧 曾 白出 品 賓 物 健 宅
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787 建 築 主 厳 令 ( 文T V)

秋

醐

円

以

の

市

出

ビ

ル

は

、

北

ハ

洲

州

委

を

秋

附

れ

の

ア

ズ

ア

、

ス

カ

イ

に

奈

川知

ご

狩

っ
。

山

行

の

背

パ

ス

札

ハ
前

K

，止

ま

れ

ば

の

南

紀

行

秋

季

記

曾

大

)  - n  

北

行

の

鉛

パ

ス

は

梅

川

、

築

地

を

桁

す

屯

半

来

れ

ば

円

動

車

去

り

牒

州

の

悦

雑

芋

を

沈

ふ

が

如

し

。

牒

の

ホ

1

ル

に

は

今

日

の

大

命

日

の

受

付

け

を

設

け

て

繁

の

A

W

杭

鮮

民

小

に

日

立

つ

。

久

澗

と

A

M

川

狩

抑

込

と

は

尻

を

打

付

け

、

+亦

菊

と

円

菊

と

は

委

口

と

A

W

日

と

を

限

叫

す

。

九ん

到

ぃ
保

れ

ば

七

十

の

同

勢

些

の

辺

刻

な

く

特

別

口

切

の

客

車

に

乗

込

む

。

市

川
悦

の

坪

井

、

久

保

削

雨

委

H
H

の

鈴

旋

は

け山

山

に

下

る

危

介

も

な

く

一

阿

佐

如

と

し

て

シ

l

ト

に

納

る

。

作

寸

龍

一

川

・

前

ム

ナ

を

泌

ぐ

れ

ば

、

左

は

川

内

大

和

の

辿

山

紫

に

附

れ

‘

'

十

れ

は

ル
ル

の

仰

の

刊

川

山

川

に

円

帆

片

帆

の

出

物

を

世

き

た

る

に

さ

も

似

た

り

。

共

底

此

底

の

付

終

に

は

熱

柿

紅

く

糾

き

、

白

砂

の

州

油

に

は

青

松

山

岸

を

限

れ

り

。

一

時

間

に

し

て

電

車

は

和

歌

山

花

山

す

。

引

っ

布

市

ド

時

、

河

び

枯

れ

草

の

符

と

な

っ

て

市

行

す

。

此

骨

骨

車

は

ロ

ー

カ

ル

列

車

の

市

と

て

総

て

の

設

備

劣

り

て

恰

も

山

内

政

よ

り

介

所

へ

下

持

さ

れ

た

る

li'j 17 lii :  h)( ii' i  J1i J  

ｾ＠
h也、

心

地

す

。

殊

に

日

一件

に

近

け

れ

ば

、

市

よ

り

郊

外

K

蹄

る

人

K

も

あ

り

て

車

内

は

存

外

に

詰

ふ

れ

り

。

兜

山

を

過

ぎ

て

川

立

の

洲

町

と

湖

と

b
z

配

る

。

車

内

の

刊何

気

は

俄

に

市

ま

り

て

高

談

風

投

川

正

も

並

等

の

気

悦

し

な

り

か

し

。

さ

れ

ど

今

夜

の

宴

A
W

も

あ

れ

ば

偽

り

度

を

過

す

人

な

く

陥

制

法

を

担

へ

す

・

恒

に

訓

練

あ

る

人

の

集

ひ

な

り

か

し

。

南

部

騨

よ

り

の

自

助

事

の

乗

格

.

川

正

又

何

ん

の

心

迷

ひ

な

く

順

序

よ

く

乗

込

み

て

暗

の

一

路

を

前

車

に

続

い

て

定

る

設

な

ら

ば

肝

を

泊

す

断

出

も

あ

る

べ

く

パ

を

徐

さ

ぬ

山

油

K

布

一

栄

を

縮

む

る

も

あ

る

べ

か

り

し

も

幸

友

る

は

明

夜

と

て

先

行

く

車

の

彩

或

は

辿

近

の

火

の

主

り

而

己

目

に

影

し

て

、

安

心

の

川

眠

り

M

A

て

は

知

ら

ね

が

仰

の

山

し

控

目安

け

れ

。

舵

討

の

三

時

川

の

牛

ば

一

寸

他

志

の

色

見

へ

し

頃

は

川

溢

町

に

入

り

て

、

川

市

む

行

く

人

に

興

を

興

へ

て

刊

び

暗

路

の

ひ

た

定

り

も

竣

分

の

習

耐

性

も

加

は

り

け

む

さ

の

み

退

問

も

感

ぜ

十

や

が

て

円

指

す

向

出

湘

泉

町

民

入

る

。

政

金

主E

仁』

。

先

府

‘

中

川

、

後

川
市

も

一

と

先

つ

六

院

川

に

集

ま

り

て

幹

事

の

制

度

制

作

札

制

念

の

け

を

と

じ

て

知

り

A

け

の

仲

間

を

作

り

て

夫

々

に

務

着

き

・

一

と

瓜

川

出

び

て

詰

曜

も

.

叱

れ

も

‘

総

て

を

此

ひ

流

せ

り

。

向

車

中

の

口

袋

へ

の

中

椴

は

肢

の

出

の

怒

り

を

和

げ

て

、

た

小

の

町

朕

も

、

も

ど

か

し

か

ら

A

Y

・

主

'

版

の

磁

気

に

上

り

し

も

附

か

歩

・

湯

上

り

の

一

杯

に

ホ

ッ

ト

・

安

心

の

胸

を

な

で

し

は

幹

事

の

み

に

は

あ

ら

ざ

る

べ

し

。

潮

合

よ

し

と

持

込

み

米

リ

令

部

育

ち

の

女

軍

北

ハ

、

朗

氏

一

応

は

日

め

け

る

ら

む

「

今

悦

」

は

と

山

政

の

け

以

口

ハ

山中

に

杭

っ

ち

ょ

に

向

る

あ

り

、

却

て

は

入

は

ω
J
双

山

に

「

失

敬

』

と

突

っ

立

つ

も

あ

り

て

比

荒

っ

ぽ

き

と

と
、

都

育

ち

の

公

述

|

引

を

ぶ

つ

つ

ぶ

す

も

あ

り

け

む

o

さ

れ

ど

て

名

に

れ

ふ

現

場

鈍

へ

の

古

武

存

、

ザ

ヘ

は

カ

ツ

フ

エ

仕

込

の

モ

ダ

ニ

ス

ト

、

川

悦

そ

の

忙

に

清

か

ん

や

、

思

円

は

皮

肉

に

隣

り

、

狛

な

で

わ

川

は

附

か

ら

品

川

に

交

り

- 7l  
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た
つ采チ

γ

 

一7

z

所

司

究

臨

研

一十

晴持

て

ピ

ン

シ

ャ

ン

ツ

ン

テ

ン

、

興

は

正

に

附

な

ら

ん

と

す

。

一

昨

の

紅

初

は

地

方

の

上

訓

子

氏

一史

に

概

を

か

L

げ

て

一

段

の

古

川

附

を

話

す

、

『

制

問

芥

々

と

し

て

紅

葉

存

所

に

批

れ

ば

、

奴

僕

よ

っ

て

ん

布

城

未

だ

叢

を

成

さ

や

片

山

県

は

殆

ん

ど

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

に

建

せ

ん

と

し

て

、

一

言

居

士

一

目

下

に

筑

比

せ

ん

と

す

c

即

ち

自

ら

立

ち

て

た

と

削

り

の

ご

酬

を

出

じ
ー行

て

ヤ

ン

ヤ

/

¥

の

韓

両

し

。

次

い

で

ド

テ

ラ

姿

の

初

花

は

『

と

k

ら

あ

た

り

は

山

家

故

』

と

法

盤

を

引

け

ば

‘
花

の

委

の

制

限

か

八

結

目

、

中

管

制

と

動

〈

。

決

陶

子

の

純

組

、

H

川
い

は

舞

ひ

納

め

て

、

絃

放

は

再

び

各

例

に

移

る

。

エ

キ

ス

タ

l

ナ

ル

、

ビ

ウ

丈

け

で

は

承

知

の

川

米

ぬ

猛

者

辿

は

ゾ

ツ

ト

肪

を

外

し

て

イ

ン

タ

ー

ナ

ル

の

研

究

K

赴

く

も

あ

る

ら

し

、

興

は

漸

く

下

に

移

る

。

線

芥

切

れ

の

耳

打

は

幹

事

を

立

た

し

め

、

な

い

が

立

見

の

総

仕

姉

、

一

同

己

が

部

川

へ

と

移

出

す

日

を

洗

ふ

波

の

品

川

夢

路

氏

泊

へ

て

渇

町

の

夜

は

-史

け

竹

く

。

。

斑

か

の

朝

日

.

先

づ

耐

子

戸

に

沼

り

朝

風

呂

区

制

畔

の

同

を

犯

す

。

梅

山

の

内

砂

に

一
二

k

五

々

の

散

歩

の

跡

を

印

す

れ

ば

、

車
内

松

の

下

K

咋

夜

の

失

敗

を

か

と

っ

。

砂

圧

に

脱

し

て

ス

ケ

チ

す

る

人

を

後

か

ら

府

民

す

る

も

面

白

し

杭

に

附

れ

ば

平

や

‘

朝

食

の

川

堂

も

川

来

朝

一

泊

の

一一

一
杯

に

陶

然

と

し

て

小

森

口

和

の

株

K

、

川

川

泉

気

分

を

渦

喫

す

る

あ

り

、

又

は

館

前

の

ベ

ビ

l

ゴ

ル

フ

に

興

歩

る

も

あ

り

、

担

て

は

祖

泉

町

の

純

輸

民

共

抱

負

を

諭

す

る

も

あ

り

て

白

e

出

の

湯

町

は

長

闘

な

り

。

自

演

と

は

古

代

境

界

語

に

持

す

れ

ば

シ

ラ

は

主

人

に

て

我

古

代

に

自

交

は

武

人

友

る

に

同

じ

.

前

は

バ

ム

に

て

パ

は

飛

ぶ

意

友

り

、

ム

は

水

に

し

て

飛

沫

の

允

景

を

表

す

J

而

し

て

ハ

が

パ

よ

り

料

化

せ

る

惑

は

間

取

者

の

等

し

〈

認

む

る

所

な

れ

ば

‘

白

・

加

と

は

武

人

の

一

m

k

て

上

古

此

由

胞

に

貴

人

上

陀

せ

る

に

非

ざ

る

か

?

南

紀

の

地

名

に

一

川

代

の

名

多

き

は

ん
令

た

り

J

八

F

我

協

A

W

H

の

ま

れ

人

等

誌

に

集

ひ

て

一

円

の

市

遊

を

お

す

、

放

あ

る

哉

。

朝

食

後

航

川

氏

て

紀

念

の

・

μ
民

を

描

り

、

更

に

臨

海

m
m

究

所

K

向

ふ

。

白

・出

の

町

を

聞

に

越

ゆ

れ

ば

又

小

樽

K

出

づ

、

此

庭

よ

り

道

路

は

海

岸

k

m

m

ふ

て

曲

り

一

折

し

て

松

川
刊

に

入

る

、

北

ハ

底

迄

に

建

す

る

迫

路

は

先

年

の

御

幸

に

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

砥

の

如

く

良

道

な

り

。

只

小

川

の

附

近

浪

に

雌

壊

さ

れ

て

共

催

友

る

は

徐

り

に

設

と

け

る

誌

な

り

か

し

。

車
川

松

抑

の

赤

五

の

小

村

と

そ

京

大

臨

海

研

究

所

友

り

o

館

前

の

大

他

K

は

三

尺

K

徐

る

大

海

亀

車

内

く

苔

む

し

・

舘

内

に

は

珍

魚

、

奇

貝

、

共

自

然

の

生

活

を

一
示

す

を

見

て

一

同

嬉

々

と

し

て

三

尺

の

-
A

子

に

削

る

υ

此

一

出

の

治

石

悼

ひ

に

、

川

立

の

殻

動

舶

に

乗

り

て

川

び

紀

念

の

地

絡

を

な

し

て

、

-E

，
出
の

・川

よ

り

湯

の

附

の

川

を

通

り

て

千

川

股

山

守

三

段

山

石

の

自

然

の

大

斧

錨

に

驚

岐

の

門

を

繋

ま

し

め

‘

め

ぐ

り

て

湯

の

崎

に

上

陸

し

、

場

屋

の

湯

左

見

て

徒

歩

族

館

に

師

る

。

シ

ツ

ト

リ

と

せ

る

背

中

の

汗

を

叉

温

白

木

に

洗

ひ

て

.

中

食

の

新

慣

に

古

鼓

を

打

ち

.

飢

城

館

の

謝

意

を

後

に

自

動

車

の

人

と

な

る

。

o  

南

部

騨

よ

り

d

人

門

市

十

に

て

迫

成

寺

騨

K

下

車

す

、

騨

は

目

前

川

の

同

日

の

問

畝

中

氏

作

り

、

北

(

底

よ

り

泊

成

寺

迄

二

丁

徐

り

数

十

の

μ
段

を

上

り

て

道

成

土

中

広

建

一

す

。

名

医

し

責

ふ

歌

舞

一汗

山

に

名

高

き

エ

口

、

グ

口

の

小

平

山
占

な

れ

ば

一

と

し

ほ

の

好

有

心

も

千

悼

ひ

て

、

案

内

の

役

併

の

説

明

に

皆

熱

心

に

間

入

る

司

本

件

雨

脇

士

共

何

れ

も

閑

貨

に

て

ト
ド

敗

も 宮子百更 と命 木!象( 滋 成 寺〉
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特

別

保

誰

の

建

物

た

h

y

G

本

山

建

五

の

大

壇

那

守

山

子

姉

と

云

ふ

王

姉

の

本

像

は

左

特

別

ι

援

の・

川
崎

像

に

て

珍

ら

し

き

ポ

1

ス

友

h

y

o

其

他

候

か

に

縁

起

の

古

瓦

仰

像

の

片

鱗

型

の

如

く

在

り

.

堂

北

の

京

国

中

の

建

物

に

は

{女

珍

清

却

の

一

代

記

の

檎

苗

t

u

り

て

是

が

解

説

者

の

祈

耕

張

に

は

一

同

一

笑

せ

り

u

出

裡

の

同

じ

緒

谷

物

は

後

小

校

・

恨

の

御

一

定

筆

と

か

に

て

中

身

の

傑

作

と

見

た

り

o

。

再

び

道

成

騨

よ

り

乗

車

す

車

中

一一一

ニ

の

他

人

を

交

へ

る

外

殆

ん

ど

同

人

な

れ

ば

‘

佐

藤

叶

れ

の

動

議

に

て

横

演

君

議

長

と

な

り

和

歌

山

迄

の

時

聞

を

論

戦

に

究

さ

ん

と

す

。

先

づ

今

見

し

安

清

一事

伴

を

議

題

と

す

。

I

君

先

づ

立

ち

て

、

珍

の

小

木

途

を

否

定

し

乱

同

人

よ

り

の

能

動

を

主

張

し

・

川

札

彼

の

逃

定

の

原

因

を

清

の

-

小

味

に

師

せ

り

。

T

官

立

ち

て

共

設

の

山
共

同

を

新

十

れ

ば

F

君

更

に

共

急

所

に

論

究

す

、

討

論

正

に

佳

境

に

入

ら

ん

と

し

て

議

長

突

如

中

止

を

宜

す

υ

次

は

時

事

問

題

と

し

て

満

州

事

件況

に

及

ぶ

M

氏

起

ち

て

共

…副

議

を

傾

け

て

大

に

硬

論

を

支

持

す

J

，

次

で

陶

氏

の

官

況

報

告

あ

り

て

大

に

其

機

微

を

暗

示

す

。

T

京

立

ち

て

数

字

「
十
一
一

一
」

陀

針

す

る

陥

米

人

の

質

験

上

の

迷

信

よ

り

抑

制

川

理

ぷ

閣

の

「

十

三

」

に

呪

あ

れ

と

結

ぶ

。

I

氏

更

に

海

軍

の

閲

際

的

比

率

の

内

谷

を

暴

露

し

て

た

に

各

園

の

我

利

我

利

道成寺縁起 絡 谷Ｈそのー〉 凶 ｾ

主

義

を

縦

十

。

保

氏

は

謹

ん

で

陸

の

訟

の

逸

話

と

共

御

倹

約

と

卒

民

的

御

副

作

を

賞

揚

す

。

斯

〈

て

車

内

は

何

時

の

間

に

か

ギ

ツ

シ

リ

と

訪

り

て

和

歌

山

市

の

近

き

を

一
不

す

3

即

ち

議

長

は

立

ち

て

閉

舎

を

め
日

し

同

時

に

合

員

を

代

表

し

て

幹

事

の

労

を

謝

す

此

行

必

に

て

散

A

W

U

す

。

本

大

台

を

し

て

愉

快

に

且

順

序

能

く

途

行

し

得

た

る

は

委

員

諸

教

の

御

労

力

と

南

海

諸

民

の

多

大

の

御

援

助

の

賜

及

。

し

事

を

必

K

特

記

す

る

と

爾

云

。

ｩ 立 成 功 縁ｾ絡を 〈 そ ｄ 二 Ｉ凶貸
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一

郵

一

m
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五

拾
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一

球

十
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削
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六

同

一

成

拾

四

銭

廃

告

掲

載

料

金

管

泊

紙

一

一

民

一

一

ω一

一

E

Uふ

普

油

紙

一

3
一

一

ι
一

九
ロ
ロ

Ih
-
-

川

、

ト

I

r

-

-

L院

附

悌

J

J円

1

1

1

-

-
「

|

|

l

a

t

E

氏

一

E

一

一

一

j

一後

町

匁

ゴ

一

μ

-一
一
凶

ご
一

毘・

8

一

ア

ー

ト

紙

一
体
J

貞

一

一
一
凶

τ一口

・
D

D

F

er

n町
制

・

u

-

h
巾

宵

}
一

一

一

は

い
一

同

ト
一
川
一
間

間

同

国

凶

引

表

紙

一一仁

は

ほ

一
同

ぽ

「

「

l

l

l

l

一

l

昭

和

六

年

十

一

月

廿

七

日

印

刷

三

母

月

意

図

J

昭

和

六

年

十

二

月

一

日

強

行

/

一

日

蛮

行

¥

1m・ 十

(

一

月

山

田

行

夜

切

前

四

本

な

L

U

築

(

二

月

災

行

買

切

政

官

半

な

し

)

築

三

一

月

昨

刊

行

.

切

残

木

な

し

)

築

(

五

月

時

盟

行

商

品

切

残

本

な

し

務

ヘ
ム
ハ

月

後

一

行

掛

川

残

本

あ

り

)

兵

庫

蘇

武

庫

郡

今

津

町

中

山

風

五

六

養

地

殻

行

炉

、

編

輯

人

粂

印

刷

人

築

(

七

月

同

盟

行

済

残

本

な

し

)

鷹

取

腸

応

ヘ
十

月

言

葉

ご

と

大

阪

市

東

邸

内

淡

路

町

一

丁

目

七

祢

地

州

大

阪

活

版

所

大

阪

市

西

区

土

佐

痢

泊

一

ノ

一

大

同

ピ

ル

所

酬

明

日

本

建

築

協

曾

電

話

土

佐

堀

巴

二

六

玄

醤

娠

替

口

座

宍

阪

三

九

、

九

七

玄

大

阪

市

西

区

京

町

掘

調

羽

子

板

橋

北

特

約

販

十
日

庖

柳

。

堂

書

庄

電

話

土

佐

堀

二

四

回

O

沓

鋸

替

口

座

市

川

阪

ニ

ニ

O

八

四

一

番

御

購

読

の

向

は

本

合

直

接

叉

は

特

約

底

へ

振

替

又

は

鴛

替

で

前

金

御

梯

込

を

願

ひ

ま

す

。

題

〔
八

月

帥

凶

行

棋

倒

残

本

あ

り

U

l

 

l

 

v
ト

ト

リ
Z

1

 

i

 

i

 

:イ品

: JX  

宅

(

九

月

災

行

済

政

成

本

あ

り

〉

舘

(

十

一

月

時

間

行

2

3

p

)

場

〔

十

二

月

滋

行

禁

2
り

)

- 7 4 -



、 h . ，A  _ 1. 1_  

::/ ' / .. ..': 均三

石川純一郎氏

_ 1，1.  

Jiミ

言宣計者

ピノ. '}:  (  vJl 11 
伶議t!."; シ片航

←」

4を

合名曾社竹中工務I苫

( (主主士〉

厳罰・施工

Ｎｍｾ＠

大阪 ( 北区中之島〉 朝日ビルテ: - t ンゲ

骨j( ｾ ｾ‘ Ｔ Ｑ ｬｪ 日 誌 が ｆ

---------------------"----------"--

"
----園
田

-m----

-
-

--
-

---

--------

--
-
-

-，.-

-
-"---

-
--
-"-----

-
-
-

-
-

----

------'

-------司--

a
-"

-
・

目--

-幽明司EE-----
回

------EE

-
-"--

-
-

-
-a
-

------

-------

--
--
-司---

-
-
司

-司-----

圃----

-
-

---

a
"

-"--

"
-

---"・

綴

藍

(

〉

り

じ

ゃ

福

川

町

緑

川

穏

d

M

出

郡

山

同

様

吾

時

出

国

民

的

的



附

一 階 1 レ ペ - (7 - I夜 間

石川純一郎氏

全;
プー

IUI  J E ｾ ｾ＠ ｊＺｾ 川 に ￯￺ｩ する ｾｴ iui 

段計者合名曾結竹中工務庖段計施工

新 開 示t 但IJ の I何 百Iｾ＠

大阪( 北区中之島〉朝日ビ J I.デ4 シゲ

年

一

而i月;階各

也

前

線

縦

割

削

旗

雲

遜

終

4

4

藍

ハ
k

r

H

M

ハ

u

h

w

誕

H

『

縦

割

醐

↓立|活主



A.  B.  C.  ( .Mr l ピル ク ラ プ 〉 パ ー ラ ー

石川純一郎氏設計者合名曾; f d: 竹中工務庖詰計施工大阪 ( 北区中之島 ) 朝日ビJ J，..デ4 ンゲ

艇

長

叫ん

M
-

一
-=

恒

=--

u

---
-

U
=---

h

-
-
出

=-

--
-

-----p---------

---E---

-
-
-

--

目

白

-
-

-----
-

-------
-

----

---------F----------------

む

-
-

ん
F

E
-
--

山
町

--

-
一
杭

-
E

C

-
---

民

=
-一

h
=
------

U

..

 

'

 

r¥. B.  l '.  (  (¥月日 ピノレ タ ラプ〉泌州' 十:



石川純一郎氏

み，

ゆ

t l l . 計者

干'}-

合名曾 ifd : 竹中工務庖

本角川ー階

骸計施工

本みや主食 ｾｾｴ第 一地附セ ク シ ヨ ナ ノレ ・ボ イ ラ ー

大 阪 ( 北区 中之島〕朝日ビ} r ，. . デ4 シゲ

-----

-
--E・

E
・-

司

-----

-"
-

--------

-
-

-
------

-
----

---

---

E
・

E
・

-
-
-

-
-

----

----EE

-
-"
-------a，

.EE-------e-------------

-
E
"

---------

----

--
-

--
--
------

-
-

-
.，

-
-

--'

---

---R-

"-----------

-------

-----

-
---------

---

B----

------------

.

，

宮

川
町

縁

日

胃

袋

-

一

品

単

一

い

一
門

出

制

主

〔

〉

H

K

)

h

v

逗

4

山

輔

副

凶



館 二 地 i!' ，'iI'.，ij 圃

" ー 唱 団 卒 園 周

-

閥

単

会

.

.

 

石川純一郎氏設計者合名曾 ftI. 竹中工務庖設計施工

• 

大阪 〔北直中之島) 朝日ビルデ4 シゲ

-----------------------------------司・"-----司--------
---"---------------"--------"----『--------------"--
---------.，

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
"
-
-
-
-
-
-
-
-
F
-
-
-
-
-
-
-
-
-
E
E
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

司---------------------司

------EE----a

・・同園圃

--EE-

-
同
-
-

4

剖

藍

〈

〉

民

)

h

F

4

幅

引

縦

割

嗣

城

山

脈

鎖

築

主

凶

自

.
伐

... 

Z
Z
u

--



プ

• • • 

石川純一郎氏設計者合名曾社竹中工務庖

基 竃 冊 q ; 薗 圃

l第三・同・大‘七・八・九階i

貧

富
• 
"  

最計施工

E  

大阪 〈北区中之島〉 朝日ビルデ4 シゲ

置 上 司F 回 圃

ス + - t- U  ; . . タ

--------------------------

......... 
，.--------園開園

.......... 
，.司-------，

.

.
 

-----------"----------

""・・"・園田

-M--H'-----".

，
，

........... 
，

.

E

・

E

・----，

... 

，

 

....

..

 

"-，，.，."・・"・・"

。唱

線

機

縦

模

定

嵐

長

議

室

〈

k

r

H

一巴

申口

副

郎

副

W

;起

ベJ



:Ji. 

鳥 来 朝 来 3巨 大 大 大 ダ 綾 田

勿 洋 永 京 洋 ト 斑 和1 詳しン/ ) } ｾ 中
工 工 ill リ キ 石 工 ; ロ 同 工

業 殺 害程 ノ ヤ 工 業 : ッ 業 業

J Y f 株事リ ワ 業 株 : フ・1t .古 事長

式 務 ユ ア 株 式 : :抱 合 式

: 合 所 1 工 式 合 j f兵 : 曾

最1: ム 業 合量土: ;jI.ji: ;，1.上

材、株 nrl : : 式

式 式 合

合 合 最上

最1 班l

: 歪 自

ヨ 玉 沢 一 五 表 六 六 六 ・二 一 五

八 八 一 七 二 二 九 完 広 三 八 九

ホ ベ 耐H 軍 政 古 原

l ホ ェベ 必，1 ru 木!di< フ 科

y  ス エ iffj 工主1¥ m: 

n}j エ 掛 合 務 築 築

合 [j) ・ : 応 事 務

: 務 務

所 所

六 六 三 一 一

七 二 0 0 七 一 一

ナ

ミ

ナ

Y

ヨ

ク

商

事

株

式

合

一位

:

i

z

-

-

:

・

:

;

:

一
一

一

三

一

三

木

向

庖

:

:

J

i

f

-

-

-

j

i

-

-
:

:

:

凶

六

中

村

政

築

事

務

所

:

・

:

:

・

・

:

:

;

:

一

二

三

ナ

ト

製

作

所

:

:

・

・

:

・

:

:

・

・

凶

ニ

中

川

辰

蔵

応

・

・

・

:

;

・

:

:

;

:

一

七

一

三

井

物

産

総

式

含

紅

:

・

:

:

・

:

:

・

二

七

一

宗

門

何

康

夫

商

応

・

:

:

j

i

-

-

-
:

・

:

:

よ

ハ

一点

内

外

土

木

建

築

材

料

合

資

骨

一

枇

j

i

-

-

・

:

五

阿

一

市

出

側

鎖

業

株

式

合

紅

・

:

・

:

・

:

:

間

二

一

ム

市

尚

処

材

工

業

所

・

:

:

:

・・・

・
:

・

ム

ハ

O

一

村

上

建

築

事

務

所

j

i

-

-・

:

;

:

:

:

:

一一

一

-

一

モ

森

本

建

築

紅

:

:

;

・

:

・

:

・

:

:

:

:

:

一

七

ヤ

安

弁

建

築

事

務

所

;

・

j

i

-

-

-

:

・

j

i

-

-

:

・

一

ニ

ヤ

7

ト

向

A
W

-

-

:

;

:

;

:

:

j

:

・

・

・

・

六

五

山

中

尚

合

:

:

矢

橋

大

理

石

間

信

・

-

j

i

-

-

・
:
・

・
:
;
・

三

O

ュ

ユ

-
一

オ

y

ト

レ

l

ヂ

y

グ

コ

ム

ハ

Z

I

-
-
・

六

四

ヨ
4

積

河

工

務

所

:

:

:

・

:

;

:

:

・

・

一

二

横

河

橋

梁

製

作

所

・

;

:

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

凶

一

米

本

向

応

:

・

・

:

j

i

-

-
:

j

i

--
・

:

:

一九

二

レ

玲

光

駐

ハ

木

内

長

太

郎

〕

:

:

・
:

・

;

:

:

:

瓦

一
一

必 世 間 | 均 奥 小 大 大 大 大 大 大 大 大 オ オ 祭 石 伊 池 ， 池 池 浅 浅 旭 安 有

野 カ E喜本 総 材 笠 野 倉 林 阪 阪 阪 阪 阪 " " リ オ 準 ヱ 川 藤 岡 岡 田 4 海 野 石 衛 藤 山 ア

建 E重 工 建 1lt 原 製 土 組 鯖 イ] r ｾ製 ピナ エ 量士 商 詮 組 谷 建 商 ス 子 組 組

築 築 務 築 兵 建 作 木 : 本 丹 業 餓 ト 商; / 合 築 j 建 築 底 ν 株 大 :

都 議 l宮 本 街 築 lfr 株 : 組 n:o セlfr 口 庖 旦 i  建 $ : 築 事 :  r 式 阪 i

ｾ＠ a事 i 務 商 事 : 式 庖 メ エ ヲ : Jν  :  材 務 ; 事 務 i ト 舎 支 ;

lfr 所 i 所 信遺書 i 曾 : ; / レ イ : メ i  昔日 所 : 務 lfr : 株 itI: 底

所 ; 枇 . . ト ペ ト J タ :  : : :  }j庁 . . 式 j

大 .  .  株 1  工 :  ノレ :  j  j  j  j  j  i  舎 :  

阪 . • . 式 担 事 j 製 :  ; i : : :  i 祉 :

出 . . 合 l 合 i 溢

張 . .  . 恥 部 資 i 所

所 j : j j i 曾 i

従 :

一 一 一 一 則 一 : 一 一 一 二 i 一 三 四 四 二 五 一 一 一 一 三 三 五 一 一

o  0 四 0 0 0 一 三 四 四 六 三 間 二 八 九 九 五 O 三 0 0 八 一 三 三 三

四 竹 宗 銭 古13 政 須 島 設 披 清 清 佐 三三 阪 管 佐 佐 工 鴻 黒 熊 図 柄 木 勉

中中 タ 建 ソ 湾 ｩ ゼ 光正 セ 賀 ス ＱＧＮＨ豊終日 Ｗ ＮＱｴ水 シ 渡稜 ヌ ド岡久伯 サ 材 ｦ 也コ 川取枝 ク 関下 ｾ 谷
昌 工 華経 組 盈t 合 商 易 主 1 ¥ 研 縄 祭 烏 枇 商 家 |悶 組 量士組 化 谷 工 向 謎 開

司 務 事 資 舎 株 築 究 大 二 酉 : 曾 具 EE: ( :  隼熊毒事 舎 三 作

肉 庖 務 合 ;  式司王 } j f f 阪主E 庖 ; 大量安材 i 阪 : 工 次 腕 j 商 商

庖 : 所 : 舵 .  合 運 事 大 支 築 建 j 阪 飾 エ ; 旦: 業 郎 . . 底 腐

量土 lfr 阪 庖 事 材 : 出 底 業 : ｾＺ＠ }j ff商 :

建 支 j 務 部 : 張 : 腕 : 二 応 . .  

材 : 照 : 腕 . . 所 ; i j F? ;

音官 j  

六 六 四 六 一 五 一 一 五 四 三 三 二 一 ; 一 三 一 一 四 二

七 一 三 六 一 六 六 o 0 五 八 四 四 六 八 ヨ王 二 五 O 七 六

建

築

と

祉

曾

第

十

四

輯

第

十

ニ

按

贋

攻

告

目

日

本

・ヘ

イ

y

ト

株

式

合

鮎

・

:

0

・

:

:

・

:

:

一
ニ

九

日

本

パ

イ

プ

製

必

株

式

合

恥

j

i

-

-

:

:

二

八

日

本

木

材

工

畿

株

式

含

恥

:

:

:

:

:

:

:

六

八

日

本

建

築

紙

工

株

式

合

副

大

阪

出

援

所

・

:

閲

況

日

本

石

仙

刺

殺

制

明

治

株

式

合

紅

:

・

:

・

・

=

一

六

日

本

命

共

株

式

合

枇

・

・

・

:

:

:

:

・

・

:

六

西

原

衛

生

工

業

所

大

阪

支

防

:

:

:

・

:

・
・
:

三

五

商

孫

南

町

建

築

令

物

部

:・

・

:

:

:

・

:

.

一

一
一

七

J

 

野

村

慾

築

務

務

所

;

・

:

:

・

:

j

i

--

・
;

・

:

一

一

-

野

滞

幸

三

郎

前

町

・

:

-

j

i

-

-
:

・

・

;

;

・

四

四

一

六

一

ハ

:

三

四

一

橋

本

建

築

事

務

所

;

:

;

:

;

・

・

:

・

:

:

一

一

:

一

六

一

一

松 iit .".

村 7.1tノL マ

組 三 エ

続 ス

砧 工

j 築 業

事 株

・務 式

}j f f令

jjit 

七 二 五

9  



X 1 V )  令扇f:と築( 建

を暴務 所築 事建

4 ーオオーカーターシ

計 監 借

池 田 建 築 事 務 所

工 与 土 池 田 賞

大阪市南区I l 波車事前鴻池ピ ル

電 話 理 主 一 一 二 三 番

設

4  

督

岡 部 建 築 事 務 所

監計

去月包

隠え

オ

計 監 督

池田谷建築事務所

建 築 士 池 田 谷 久 吉

大阪市西 区京町堀上沼一掬生 ピ Jν

電 話 f 一 五 八 一 ・ ニ 九 五 五

土佐堀 l 三回0 八 ・ 四 八 六 七

晋/"

11又

4  

貝。

大 阪 市 西 区 u 下 通 一 丁 目

地

電 話 土 佐 堀 五 三 二 三 番

番

願部

ート

同
正霊祭士

大阪市市区心務 僑大丸建築iお!日 破防?

設 計 監 督

伊藤幸太郎建築事務所

伊 藤 幸 太 郎

大阪市北区中 日 生 ｾ ｉｊ 三 五

電 話 東 五 七 O 三 番

分気一大阪市港区夕凪橋田宇佐伯ピ ル

電 話 西 ー 0 九 0 番

4  

計 監 督

葛 野 建 築 事 務 所

工 l } ¥ 士 葛 野 Jjl 一 郎

大 阪 市北区絹笠町大江ピル

電 話 北 二 四 九 二 番

さ華民

民又

カ

計 監 督

小 笠 原 建 築事務所

建 築 士 小 笠 原 釧?

大 阪 市 北 区 曾 根 崎 中 二 丁 目

第 一 合 根 拠年ピル第 四十一波室

電話北二一五五・二一五六番

圭F、

邑え

コr

設 計 監 督

園 枝 工 務 所

工 撃 士 闘 技 It ll 

大阪 市北区ヨ' .汀ー町二丁目四ノ 一三菱 ピノレ

電話土佐堀 四 三 三 三 番

東京市京橋区銀座西五丁目日町J ピル

電 話 銀 座 ニ 九 四 五 醤

タ

計 監 督

置 盤 建 築 事 務 所

工 事 士 置 盟 章

神戸市祭町二丁目山口ピル四階

電話三宮 ( 3) 三四七O醤

設計 監 督

清水柴二建築事務所

三' "

R且

柴水清
工 事 士

神 戸 市 灘 民 八 幡 tJ:. 岡 三 三

電 話 御 影 五 六 一 五 醤

一一 10 -


